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定義 集 


還 「 マ ネー・ ロ ー ン ダリ ング 及び テロ 資金 供与 」 

「 マ ネー・ ロ ー ン ダリ ング 」 と は 、 犯罪 に よっ て 得 た 収益 (犯罪 に より 取得 し 
た 財産 を 転売 する な ど し て 得 た 収益 も 含む が 、 こ れ に 限ら な い 。) を 、 そ の 出所 
や 真 の 所 有 者 を 分 か ら な いよ うに し て 、 捜 査 機関 に よる 収益 の 発見 や 検挙 を 逃 
れ よ うと する 行為 を 指す 。 

「 テ ロ 資 金 供与 」 と は 、 テロ 行為 の 実行 資金 や テロ 組織 の 活動 資金 等 の た め に 、 
資金 等 を 調達 ・ 移 動 ・ 保 管 ・ 使 用 する こと を 指す 。 

FAQ に お いて は 、「 マ ネー・ ロ ー ン ダリ ング 」 は 「 マ ネロ ン 」 と 表記 し 、「 マ ネ 
ー・ ロ ー ン ダリ ング 及び テロ 資金 供与 」 は 、「 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 」 と 表記 
する 。 


還 「 マ ネー・ ロ ー ン ダリ ング 及び テロ 資金 供与 対策 に 関す る ガイ ドラ イン 」 
金融 機関 等 の 取組 み の モ ニタ リン グ に 当たり 、 金 融 当 局 と し て 、 各 金融 機関 等 
に お いて 「 対 応 が 求め られ る 事項 」「 対 応 が 期待 され る 事項 」 を 明確 化す る と と 
も に 、 今 後 の 当 局 と し て の モニ タリ ング の あり 方 を 示す も の 。 
FAQ に お いて は 「 本 ガイ ドラ イン 」 と 表記 する 。 


還 犯罪 に よる 収益 の 移転 防止 に 関す る 法律 
FAQ に お いて は 「 犯 収 法 」 と 表記 する 。 


画 Financial Action Task Force (金融 活動 作業 部 会 ) 

1989 年 、 ア ル シ ュ ・ サ ミッ ト 経 済 宣言 を 受け て 設立 され た 政府 間 会 合 で ある 。 
マネ ロン ・ テ ロロ 資金 供 与 の 手口 を 分 析 し 、 マ ネロ ン ・ テ ロロ 資金 供 与 対策 の 国際 
基準 (40 の 勧告 ) を 策定 ・ 継 続 的 に 強化 し 、 ま た その 履行 状況 に つい て 相互 審 
査 を 実施 する な どの 施策 を 実施 し て いる 。 

FAQ に お いて は 、「FATF」 と 表記 する 。 


画 犯罪 収益 移転 危険 度 調査 書 (National Risk Assessment) 

犯罪 に よる 収益 の 移転 に 係る 情報 や 疑わ し い 取引 に 関す る 情報 を 集約 、 整 理 
及び 分 析 す る 立場 に ある 国家 公安 委員 会 が 、 特 定 事業 者 を 監督 する 行政 庁 か ら 、 
各 特 定 事業 者 が 取り 扱う 商品 ・ サ ービス の 特性 や マネ ー・ ロ ー ン ダリ ング 等 へ の 
対策 の 状況 等 に 関す る 情報 等 を 得 た 上 、 そ の 保有 する 情報 や 専門 的 知見 を いか 
し 作成 ・ 公 表す る も の 。 

FAQ に お いて は 「NRA」 と 表記 する 。 
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還 取引 フィ ル タ リ ング 
「 フ ィ ル タリ ング 」 と いう 業務 は 、 金融 機関 が 反 社 会 的 勢力 の 排除 や 経済 制裁 
等 法規 制 に 違反 する 取引 を 検知 、 防 止 、 管 理 す る も の で ある 。 

本 ガイ ドラ イン 及び FAQ に お ける 「 取 引 フ ィ ル タリ ング 」 は 、 取引 前 や リス ト 
が 更新 され た 場合 等 に 、 反 社会 的 勢力 や 制裁 対象 等 の リス ト と の 照合 等 を 通じ 
て 、 反 社会 的 勢力 や 制裁 対象 者 等 に よる 取引 を 未然 に 防止 する こと で 、 リ スク を 
低減 させ る 手法 を 意味 し て お り 、 い わ ゆ る ネー ムスク リー ニン グ と いう 業務 も 
含む 概念 と し て 用 いて いる 。 

な お 、「 ネ ー ム スク リー ニン グ 」 と は 、 新 規 顧客 や 既存 顧客 の 名 義 が 照合 対象 
と な る 制裁 リス ト に 該当 し な いか を 確認 する こと を 念頭 に 置い て いる が 、 本 ガ 
イド ライ ン で は 、TI 一 2 (3) (ii) 顧客 管理 【 対 応 が 求め られ る 事項 】(④ 及 び 
⑤ が これ に 対応 し て いる 。 


画 コル レス 先 
「 コ ルレ ス 先 」 は 、 次 の よう な 関係 性 を 含む 概念 と し て 用 いて いる 。 
①Nostro account (当方 勘定 、 ノ スト ロ 勘 定 。 銀行 間 取 引 で 外貨 資金 の 決済 を 
行う た め に 、 外 国 に 現地 通貨 で 保有 する 口座 の こと 。) を 開設 し て いる 先 
②Vostro account (先方 勘定 、 ボ スト ロ 勘 定 。 銀行 間 取 引 で 外貨 資金 の 決済 を 
行う た め に 、 相 手 の 銀 行 が 外国 に 現地 通貨 で 保有 する 口座 の こと 。) を 開設 
し て いる 先 
③RMA (Relationship Management Application : SWIFT に お いて 通信 を 行う た 
め に 交換 する Application の こと 。) を 交換 し て 相互 に SWIFT ネッ トワ ー ク 
上 で 資金 移動 の 指図 ・ 信 用 状 の 開設 等 の メッ セー ジ の や り 取 り を 許容 し 合う 
関係 を 構築 し て いる よう な 先 


画 マネ ロン 担当 役員 

本 ガイ ドラ イン 和正 一 2 「 経 営 陣 の 関与 ・ 理 解 」【 対 応 が 求め られ る 事項 】② に 
いう 、「 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 責任 を 担う 者 」 と し て 任命 され た 役 
員 を 意味 する 。 
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く 本 文 > 


1I 一 1 マネ ー・ ロ ー ン ダリ ング 及び テロ 資金 供与 対策 に 係る 基本 的 考え 方 


(中 略 ) 
金融 機関 等 に お いて は 、 こ うし た マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 が 、 実際 の 顧客 
と の 接点 で ある 営業 部 門 に お いて 有効 に 機能 する よう 、 経 営 陣 が 主導 的 に 関与 


し て 地域 ・ 部 門 横断 的 な ガバ ナン ス を 確立 し た 上 で 、 同 ガ バナ ンス の 下 、 関係 部 
著 が 継続 的 に 取組 み を 進め る 必要 が ある 。 
(省略 ) 





【q】 
| 本 ガイ ドラ イン に お ける 「 経 営 陣 」 の 定義 と は 何で すか 。 

【A】 

本 ガイ ドラ イン に お ける 「 経 営 陣 」 と は 、 代 表 権 を 有する 役員 の ほか 、 リ スク 
管理 、 シ ステ ム 投 資 、 事 務 を 含む マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 責任 を 有する 役 
員 や 関係 する 営業 部 門 ・ 監 査 部 門 に 責任 を 有する 役員 を 含み 得る 概念 で す が 、 経 
営 陣 の 範囲 や その あり 方 等 に つい て は 、 金融 機関 等 に お いて 、 経 営 ト ッ プ 等 の リ 
ー ダ ー シ ッ プ の 下 、 十 分 に 議論 ・ 検 対し て いた だ く こ と が 重要 で ある と 考え ます 。 

な お 、 本 ガイ ドラ イン に いう 「 経 営 陣 」 の 内 訳 及 びそ の 責任 分 担 に つい て は 、 
内 部 規程 等 の 文書 に より 明確 化 さ れる こと が 望ま し いも の と 考え ます 。 
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I 一 2 人 金融 機関 等 に 求め られ る 取組 み 

(2) 経営 陣 の 関与 ・ 理 解 

前 記 の 管理 態勢 の 構築 に 当たっ て は 、 マ ネロ ン ・ テ ロロ 資金 供 与 リ スク が 経営 上 
重大 な リス ク に な り 得 る と の 理解 の 下 、 関 連 部 門 等 に 対応 を 委ね る の で は な く 、 
経営 陣 が 、 管 理 の た め の ガ バナ ンス 確立 等 に つい て 主導 性 を 発揮 する な ど 、 マ 


ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 関与 する こと が 不可 欠 で ある 。 
(省略 ) 





| 「 経 営 陣 が 、 管 理 の た め の ガ バナ ンス 確立 等 に つい て 主導 性 を 発揮 する 」 と は 、 | 
| いか な る 態様 が 考え られ ます か 。 | 

経営 陣 に よる 関与 に つい て は 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク が 経営 上 の 重大 
な リス ク に な りか ね な いこ と を 的 確 に 認識 し 、 取締役 会 等 に お いて 、 マ ネロ ン ・ 
テロ 資金 供与 対策 を 経営 戦略 等 に お ける 重要 な 課題 の 0 一 つと し て 位置 付け る こ 
と や 、 経営 陣 の 責任 に お いて 組織 横断 的 な 枠組 み を 構築 し 、 戦略 的 な 人 材 確保 ・ 
教育 ・ 資 源 配分 等 を 実施 する こと が 考え られ ます 。 

な お 、 取締 役 会 等 に お いて 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 を 経営 戦略 等 に お け 
る 重要 な 課題 の 1 つと し て 位置 付け て いる こと の 証跡 と し て は 、 議 事 録 に お い 
て 、 報告 の 内 容 や 経営 陣 か ら の 指示 、 コ メン ト が 残さ れ て いる こと 、 ディ スク ロ 
ー ジ ャ ー 誌 や 年 次 報告 書 に お いて 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 経営 上 の 課 
題 と し て 認識 し 、 リ スク に 応じ た 取組 み を 適切 に 行っ て いる 旨 の 記載 が な され 
て いる こと な ど が 考え られ ます 。 
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IT 一 3 業界 団体 や 中 央 機関 等 の 役割 


(中 略 ) 

な お 、 取次 ・ 代 理 等 の 方 法 に より 、 中 央 機関 が 傘下 金融 機関 等 の 顧客 に 係る 取 
引 を 担っ て いる 場合 や 、 業 務 委 託 等 の 方 法 に より 、 国 際 的 な 業務 を 行っ て いる 
金融 機関 等 が 委託 元 金融 機関 等 の 顧客 に 係る 海外 送金 等 を 取り 扱っ て いる 場合 


等 に は 、 こ れ ら の 中 央 機関 や 金融 機関 等 も 必要 か つ 十 分 な 管理 態勢 を 構築 し 、 
リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ に 基づく マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 を 講ず る こと 
が 求め られ る 。 








| FE ED AE EO RE TE 


| 「 業 務 委 託 等 の 方 法 に より (中略) リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ に 基づく マネ ロン ・| 
| テロ 資金 供与 対策 を 講ず る こと が 求め られ る 。」 と いう 記載 に つい て 、 受託 金融 | 
| 機関 等 自身 の 業務 を 遂行 する 際 に お ける 対策 と 同 程度 の 対策 が 求め られ て いる | 
| と いう こと で し ょ うか 。 委託 元 金融 機関 等 と いう 第 一 次 的 に マネ ロン ・ テ ロ 資 金 | 
| 供与 対策 を 行う 金融 機関 等 が 存在 する こと に 鑑み 、 自 社 に お ける 業務 より 低く | 
| て も 良い と 解す る 余地 も ある の で し ょ うか 。 それ と も 、 委 託 元 金融 機関 等 は 外国 | 
| 送金 等 を 行っ て いな い 、 あ る い は 当該 分 野 に つき 専門 性 を 有 し な いか ら こ そ 業 | 
| 務 委託 行っ て いる こと か ら す る と 、 む し ろ 自 社 に お ける 業務 より も 高度 の 注 | 
| 意義 務 等 が 課さ れる と 考え る べき な の で し ょ うか 。 | 
送金 業務 の 受付 時 に お ける 送金 依頼 人 ・ 受 取 人 の 確認 、 送 金目 的 の 確認 や リス 
ク に 応じ た 確認 手続 等 に つい て は 、 第 一 次 的 に は 、 委託 元 金融 機関 等 が 実施 する 
こと に な る も の と 考え られ ます 。 委 託 元 金 融 機関 等 が こう し た 確認 手続 の 内 容 
等 に 関す る 検討 を 行う に 当たっ て は 、 自 ら の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 
態勢 に つい て 、 そ の 業務 上 の リス ク が 自ら の リス ク 許 容 度 の 範囲 内 に 収まる よ 
う 有 効 な 管理 が 可能 か どう か と いう 観点 か ら 検討 を 行う 必要 が あり ます 。 
また 、 受 託す る 金融 機関 等 は 、 委 託 元 金 融 機関 等 の 管理 態勢 を 適切 に 把握 する 
と 共に 、 自 ら の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 態 勢 上 、 必要 な 情報 を 入手 す 
る 仕組 み が 構 築 さ れ て いる 必要 が あり ます 。 必要 に 応じ て 、 自 ら の 顧客 で な い 委 
託 元 の 顧客 の 取引 に 対し て も 追加 的 な 照会 を 行う こと を 始め と し 、 取 引 モ ニタ 
リン グ ・ 取 引 フ ィ ル タリ ング 、 疑 わし い 取 引 の 届出 、 記録 保存 等 の リス ク に 応じ 
た 対応 を 行う こと が 考え られ ます 。 
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エー4 本 ガイ ドラ イン の 位置 付け と 監督 上 の 対応 


我が国 の 金融 レス テム が マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 に 利用 され ず 健 全 に その 機 
能 を 維持 し て いく こと は 、 極め て 重要 な 課題 で あり 、 金融 当局 と し て は 、 本 ガイ 
ドラ イン を 踏ま えた マネ ロン ・ テ ロロ 資金 供与 対策 へ の 対応 状況 等 に つい て 、 適 切 
に モニ タリ ング を 行っ て いく 。 

こう し た モニ タリ ング 等 を 通じ て 、 本 ガイ ドラ イン に お ける 「 対 応 が 求め られ 
る 事項 」 に 係る 措置 が 不 十 分 で ある (Q1) な ど 、 マ ネロ ン ・ テ ロロ 資金 供 与 リ スク 
管理 態勢 に 問題 が ある と 認め られ る 場合 に は 、 業 熊 ご と に 定め られ て いる 監督 


指針 等 も 踏ま えな が ら 、 必要 に 応じ 、 報告 徴 求 ・ 業 務 改 善 命令 等 の 法令 に 基づく 
行政 対応 を 行い 、 金 融 機関 等 の 管理 態勢 の 改善 を 図る 。 

また 、「 対 応 が 求め られ る 事項 」 に 係る 態勢 整備 を 前 提 に 、 特 定 の 場面 や 、 一 
定 の 規模 ・ 業 容 等 (Q2) を 擁する 金融 機関 等 の 対応 に つい て 、 より 堅 宇 な マネ ロ 
ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 態 勢 の 構築 の 観点 か ら 対応 する こと が 望ま し いと 
考え られ る 事項 を 「 対 応 が 期待 され る 事項 」 と し て 記載 し て いる 。 





RE EEL GPE EE GEE SEER CE CC RC EEE EEC ERE LCS CHES SE ac EE RE LE ERC EEE \ 


| 「『 対 応 が 求め られ る 事項 』 に 係る 措置 が 不 十 分 で ある な ど 」 の 場合 に は 、 行 政 | 
| 対応 が 行わ れる と 記載 され て いま す が 、 法 律 又 は 政 省令 に 違反 し て いな い 場 合 | 
| に も 、 行 政 処分 を 行う こと も ある と いう 意味 で し ょ うか 。 | 
行政 対応 は 、 業 態 ご と に 定め られ て いる 法令 に 基づき 、 実 施す る も の で す 。 
ご 質問 の 本 ガイ ドラ イン に お ける 「 対 応 が 求め られ る 事項 」 は 、 当該 法令 の 趣 
旨 に 鑑み 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 態 勢 に 係る 着眼 点 等 を 明らか に し 
た も の で あり 、 こ の 点 に 係る 措置 が 不 十 分 で ある な ど 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 
リス ク 管 理 態勢 に 問題 が ある と 認め られ る 場合 に お いて 、 法 令 に 基づき 行政 対 
応 を 行う 場合 が あり ます 。 


シキ サダ サー ギー ビニ モ ボボ ーー ネ の を ネー キ ンー セキ キー パー ペー キー ニモ ーー ネン ミニー ニニ キー デキ ュー ニー キー ギー ニール ボー ミー ニニ ズー キー セコ キ ンズ バー ネー ニニ ペ ミコ オニ 


| 「( 中 略 ) 特定 の 場面 や 、 一 定 の 規模 ・ 業 容 等 を 擁する 金融 機関 等 の 対応 に つい | 
| て 、 よ り 堅 中 な マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 態勢 の 構築 の 観点 か ら 対 応 す | 
| る こと が 望ま し いと 考え られ る 事項 を 『 対 応 が 期待 され る 事項 』 と し て 記載 し て | 
| いる 。」 と いう 記載 が あり ます が 、 特 定 の 場面 や 、 一 定 の 規模 ・ 業 容 等 の 基準 は | 
| あり ます か 。 | 


上 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ゴ 


前 提 と な る 「 特 定 の 場面 や 、 一 定 の 規模 ・ 業 容 等 」 は 、 個 々 の 「 対 応 が 期待 さ 
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れる 事項 」 に よっ て 異な り ま す の で 、 具 体 的 に 想定 し て いる 場面 や 金融 機関 等 の 
規模 ・ 業 容 等 に つい て は 、 各 記載 事項 を それ ぞ れ ご 参照 くだ さい 。 
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ロー1 リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ の 意義 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に お ける リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ と は 、 金融 機 
関 等 が 、 自 ら の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 特定 ・ 評 価 し 、 こ れ を リス ク 許 


容 度 の 範囲 内 に 実効 的 に 低減 する た め 、 当 該 リ スク に 見 合っ た 対策 を 講ず る こ 
と を いう 。 





| 「 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に お ける リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ と は (中 略 ) | 
| リス ク 主 容 度 の 範囲 内 に 」 と 記載 され て いま す が 、 具体 的 に 「 リ スク 許容 度 の 範 | 
| 囲 内 」 で ある と は 、 ど の よう に 考え れ ば 良い で し ょ うか 。 | 
自ら が 特定 ・ 評 価 し た マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク が 、 当該 金融 機関 等 の リ 
スク 管理 上 許容 で きる 範囲 内 に 収まる こと を 意味 し ます 。 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク が 、 当該 金融 機関 等 の リス ク 管 理 上 許容 で きる 
範囲 内 に 収まっ て いる こと に つい て は 、 あ ら か じ め 、 リ スク 管理 を 含む マネ ロ 
ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 責任 を 有する 経営 陣 に より 承認 を 受け た 上 で 文書 化 さ 
れ て いる こと が 求め られ る も の と 考え ます 。 
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エー2 リス ク の 特定 ・ 評 価 ・ 低 減 
エー2 (1) リス ク の 特定 


( 柱 書 ) 

(中 略 ) 

包括 的 か つ 具 体 的 な 検証 に 当たっ て は 、 社内 の 情報 を 一 元 的 に 集約 し 、 全社 的 
な 視点 で 分 析 を 行う こと が 必要 と な る こと か ら 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 
係る 主管 部 門 に 対応 を 一 任 す る の で は な く 、 経 営 陣 が 、 主 導 性 を 発揮 し て 関係 す 


る 全て の 部 門 の 連携 ・ 協 働 を 確保 する 必要 が ある 。 

な お 、 検 証 に 際 し て は 、 国 に よる リス ク 評 価 の 結果 を 踏ま える 必要 が ある ほ 
か 、 外 国 当局 や 業界 団体 等 が 行う 分 析 等 に つい て も 適切 に 勘案 する こと で 、 各 業 
態 が 共通 で 参照 すべ き 分 析 と 、 各 業態 それ ぞ れ の 特徴 に 応じ た 業態 別 の 分 析 の 
双方 を 十分 に 踏ま える こと が 重要 で ある 。 

(中 略 ) 





| 「 各 業態 が 共通 で 参照 すべ き 分 析 と 、 各 業態 それ ぞ れ の 特徴 に 応じ た 業態 別 の | 
| 分 析 の 双方 」 に つい て 、 具 体 例 を 教え て くだ さい 。 | 

「 各 業態 が 共通 で 参照 すべ き 分 析 」 と は 、 例 えば 、NRA や FATF の 公表 し て い 
る リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ に 関す る ガイ ダン ス 等 、 い ずれ の 業態 に お いて も 参 
照 す べき も の が 考え られ ます 。 ま た 、「 業 態 別 の 分 析 」 は 、FATF の セク ター ご と 
(銀行 、 暗 号 資産 等 ) の ガイ ダン ス の ほか 、 例え ば 、 国際 機関 や 海外 当局 が 公表 
し て いる 業態 別 の 分 析 や 業界 団体 が 会 員 向け に 共有 ・ 公 表し て いる 事例 集 等 が 
考え られ ます 。 
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エー2 (1) リス ク の 特定 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 
国 に よる リス ク 評 価 の 結果 等 を 勘案 し な が ら (Q1)、 自 ら が 提供 し て いる 商品 ・ 


サー ビス や 、 取引 形態 、 取 引 に 係る 国 ・ 地 域 、 顧客 の 属性 等 の リス ク を 包括 的 か 
つ 具 体 的 に 検証 し (Q2) 、 自 ら が 直面 する マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 特定 
ずる こと 





RS TEE ESCO ET RGEC EFFECT SE ESEC RGEC CE EAE \ 


| 「 国 に よる リス ク 評 価 の 結果 等 を 勘案 し な が ら 、 (中 略 )、 自ら が 直面 する マネ ロ | 
| ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 特定 する こと 」 と は 具体 的 に どの よう な こと が 求め ら | 
| れ て いる の で し ょ うか 。 | 

NRA か ら 読み 取る こと の で きる リス ク 項 目 だ け で な く 、 本 ガイ ドラ イン や 本 
FAQ を 参考 に し な が ら 、 当 該 金融 機関 等 が 提供 する 商品 ・ サ ービス 、 取 引 形態 
直接 ・ 間 接 の 取引 に 係る 国 ・ 地 域 、 顧客 属性 等 を 漏れ が な いよ う 包 括 的 に 洗い 出 
し 、 そ の 上 で 、 実務 に 即 し て 具体 的 な リス ク 項 目 を 特定 する た め の 検 証 を 行う こ 
と が 求め られ ます 。 

な お 、 NRA や 本 ガイ ドラ イン に 加え て 、 自ら の リス ク の 特定 に 有用 と 考え られ 
る 資料 等 (FATF の 公表 し て いる リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ に 関す る ガイ ダン ス 
等 ) を 参照 し て マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 特定 する こと は 、 リ スク 管理 態 
勢 を 整備 する 上 で 有益 で ある と 考え られ ます の で 、NRA 及び 本 ガイ ドラ イン 以外 
の 資料 等 を 追加 で 参照 する こと を 否定 する も の で は あり ませ ん 。 


Pe MU AA RC RR I EO ER RC MIRON ROR TCT LC TR TI BE 


「 包 括 的 か つ 具 体 的 な 検証 」 の 方 法 は 、 個 々 の 人 金融 機関 等 に よっ て 異な り 得 ま 
す が 、 自 ら の 提供 し て いる 商品 ・ サ ービス 、 取引 形態 、 取 引 に 係る 国 ・ 地 域 、 顧 
客 の 属性 等 に つい て 、 漏 れ が な いよ う 包 括 的 に 洗い 出し を 行う 必要 が あり ます 。 
その 上 で 、 項 目 と し て 大 ま か で 抽象 性 の ある も の で は な く 、 実 務 に 即 し て 具体 的 
な リス ク 項 目 を 特定 する た め の 検 証 を 行う こと が 求め られ ます 。 

例え ば 、 自ら 提供 し て いる 商品 ・ サ ービス を 特定 する 場合 、「 〇 x 普通 預金 」、 
「x Xx 定期 預金 」、「 人 ヘム ドル 建 普 通 預金 」、「OO 〇 O 建 定期 預金 」 な ど 、 提供 し て い 
る 商品 ・ サ ービス 1 つ 1 つ に つい て 検証 し 、 リ スク を 特定 する 必要 が あり ます 。 
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同様 に 、 顧客 が 利用 する 上 で 関係 する 全て の 取引 形態 、 取 引 に 係る 国 ・ 地 域 、 顧 
客 の 属性 等 に つい て も 、1 つ 1 つ を 、 前 記 と 同様 の 水準 で 検証 し て 、 リ スク を 特 
定 す る 必要 が あり ます 。 

な お 、 こ の 検証 作業 に 際 し て は 、 国 に よる リス ク 評 価 の 結果 、 外国 当局 や 業界 
団体 等 が 行う 分 析 等 に つい て も 適切 に 勘案 する 必要 が ある ほか 、 自 ら 届 出 を 行 
っ た 疑わ し い 取 引 の 分 析 を 含め 、 自 ら 直 面 す る マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク の 
特性 を 考慮 する 必要 が あり ます 。 
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エー2 (1) リス ク の 特定 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】② 


包括 的 か つ 具 体 的 な 検証 に 当たっ て は 、 自 ら の 営業 地域 の 地理 的 特性 や 、 事 業 
環境 ・ 経 営 戦略 の あり 方 等 、 自 ら の 個別 具体 的 な 特性 を 考慮 する こと 





で 


| 包括 的 か つ 具 体 的 な 検証 に 当たっ て は 「 自 ら の 営業 地域 の 地理 的 特性 」 や 「 事 業 | 
| 環境 」 を 考慮 する と あり ます が 、 具 体 的 に 何 が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 

「 自 ら の 営業 地域 の 地理 的 特性 」 に つい て は 、 当 該 地域 の 地理 的 な 要素 の 特性 
を 意味 し て いま す 。 例え ば 、 自ら の 営業 地域 が 、 質 易 が 盛ん な 地域 に 所 在 す る と 
いっ た 場合 や 、 反 社会 的 勢力 に よる 活発 な 活動 が 認め られ る 場合 、 反 社会 的 勢 カ 
の 本 拠 が 所 在 し て いる 場合 に 、 当 該 地域 の 独自 の 特性 を 考慮 する 必要 が ある と 
考え ます 。 

実際 に 地理 的 特性 を 考慮 し て リス ク を 検証 する 際 に は 、 例 えば 、 貿 易 が 盛ん な 
地域 に 自ら の 営業 地域 が 存在 し て いる 場合 、 貿 易 や 水産 物 を 取り 扱う な どの 取 
引 先 が 多 いと 考え られ ます の で 、 取扱 商品 や 輸出 ・ 輸 入 先 の 把握 を 通じ た 経済 抽 
裁 等 へ の 対応 等 、 地域 的 特性 か ら 精 級 に 検証 し 、 リ スク 項目 を 洗い 出す こと が 必 
要 に な る も の と 考え ます 。 

「 事 業 環 境 」 に つい て は 、 マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 に 関す る 規制 の 状況 、 競合 
他社 の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 動向 等 、 自 ら の 事業 に 関す る 要素 を 考慮 す 
る 必要 が ある と 考え ます 。 

例え ば 、 競合 他社 が 参入 する 場合 (基本 的 に は 、 自ら の 競合 他社 が 参入 する 坦 
合 ) に は 、 新た な 競合 他社 の 参入 に より 、 競争 の 激化 や サー ビス の 変化 、 取引 量 
の 増減 等 に よる マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 の 固有 リス ク が 変化 する 可能 性 が あり 
ます 。 し た が っ て 、 例 えば 、 新 た な 競合 他社 の 参入 に より 市 場 全 体 の マネ ロン ・ 
テロ 資金 供与 に 関す る リス ク が 影響 を 受け る 場合 に は 、 新 た に 検証 すべ き リ ス 
ク 項 目 が な いか に つい て 、 年 に 1 回 程度 予定 され て いる 定期 的 な リス ク 評 価 書 
の 改訂 を 待つ の で は な く 、 可 能 な 限り 早い 段階 で 洗い 出す 必要 が ある と 考え ま 
す 。 

な お 、 顧客 が 海外 と の 取引 を 行っ て いる 場合 、 そ の 相手 先 の 国 ・ 地 域 の マネ ロ 
ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク も 踏ま えた 顧客 リス ク 評 価 を 行う こと が 求め られ て い 
ます 。 
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エー2 (1) リス ク の 特定 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】③ 
取引 に 係る 国 ・ 地 域 に つい て 検証 を 行う に 当たっ て は 、FATF や 内 外 の 当局 等 


か ら 指 摘 を 受け て いる 国 ・ 地 域 も 含め 、 包括 的 に 、 直接 ・ 間 接 の 取引 可能 性 を 検 
証し 、 リ スク を 把握 する こと (Q1) (Q2) 








| 「 取 引 に 係る 国 ・ 地 域 に つい て 検証 を 行う に 当たっ て は (中 略 ) 直接 ・ 間 接 の 取 | 
| 引 可能 性 を 検証 し 、 リ スク を 把握 する こと 」 と あり ます が 、 間接 の 取引 と は 、 ど | 
| の よう な 場合 を 指し て いる の で し ょ うか 。 | 

制裁 対象 国 等 ハイ リス ク 国 の 周辺 国 ・ 地 域 と 取引 を 行う 場合 や 、 顧 客 が 行う 商 
取引 行為 が 制裁 対象 国 等 ハイ リス ク 国 ・ 地 域 に 関連 し て いる 場合 の ほか 、 例 えば 、 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク が 高い と 評価 され る 国 ・ 地 域 に 向け た 取引 が 、 マ 
ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク が 高い と 評価 され て いな い 国 ・ 地 域 を 経由 し て 行わ 
れる 場合 等 が 考え られ ます 。 

また 、 顧客 の 所 在 地 が 日 本 で ある 場合 に お いて も 、 当該 顧客 が 、 制裁 対象 国 等 
ハイ リス ク 国 の 周辺 国 ・ 地 域 に お いて 子会社 ・ 合 弁 会 社 を 設立 し て いる 場合 に は 、 
当該 会 社 を 通じ て 、 経 済 制裁 対象 国 へ 資金 が 流出 する 可能 性 も あり ます 。 

こう し た マネ ロン ・ テ ロロ 資金 供 与 リス ク に つい て 、 金融 機関 等 は 、 当該 顧客 の 
リス ク 評 価 の 一 要素 と し て 、 当該 顧客 の 商 流 の みな ら ず 、 当該 顧客 の 子会社 ・ 合 
弁 会 社 の 実態 等 や 必要 に 応じ て その 取引 相手 の 実態 等 を 把握 し 、 顧 客 が これ ら 
の 子会社 等 に 牽制 機能 を 有 し て いる か と いっ た 点 を 十分 把握 する こと が 考え ら 
れ ま す 。 

特に 、 制裁 対象 国 等 ハイ リス ク 国 の 周辺 国 ・ 地 域 に 所 在 す る 子会社 ・ 合 弁 会 社 
に つい て は 、 取 引 相手 や 取引 の 商品 も 含め 、 こ れ ら の 点 に 留意 する 必要 が ある と 
考え ます が 、 いか な る 範囲 の 子会社 ・ 合 弁 会 社 等 に つい て 、 いか な る 方 法 に より 
実態 を 把握 する か は 、 各 金 融 機 関 等 に お いて 、 リス ク に 応じ て 、 個別 具体 的 に 判 
断 し て いた だ く こ と が 重要 で ある と 考え て いま す 。 

例え ば 、 融資 等 の 先 は も ちろ ん の こと 、 そ うし た 先 で な く と も 、 様 々 な 情報 等 
か ら 、 グ ロー バル に 業務 を 展開 し て いる 可能 性 の ある と 判断 され る 企業 に つい 
て は 、 状況 に 応じ て 、 制裁 対象 国 等 ハイ リス ク 国 の 周辺 国 ・ 地 域 に 所 在 する 子 会 
社 ・ 合 弁 会 社 の 存在 や 、 子 会 社 ・ 合 併 会 社 と 制裁 対象 者 等 と の 取引 の 可能 性 を 確 
認 し て いく と いっ た こと が 考え られ ます 。 
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| 例え ば 、 自 社 が 貿易 業者 と の 取引 を 主 な 業務 と し て いる 場合 、 当 該 提 易 業 者 が 取 | 
| 引 先 と し て いる 相手 国 の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク ま で 考慮 する 必要 は あ | 


顧客 リス ク 評 価 に お いて 、 顧 客 が 海外 で の 業務 に 関係 する 業務 を 行っ て いる 
場合 や 海外 で 業務 を 行っ て いる 場合 に つい て は 、 その 顧客 の 業務 に 関係 する 国 ・ 
地域 の マネ ロン ・ テ ロロ 資金 供与 リス ク を 勘案 する 必要 が ある と 考え ます 。 
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エー2 (1) リス ク の 特定 

【 対 応 が 求め られ る 事項 】④ 

新た な 商品 ・ サ ービス を 取り 扱う 場合 や 、 新 た な 技術 を 活用 し て 行う 取引 その 
他 の 新た な 態様 に よる 取引 を 行う 場合 に は 、 当 該 商 品 ・ サ ービス 等 の 提供 前 に 、 


当該 商品 ・ サ ービス の リス ク の 検証 、 及び その 提供 に 係る 提携 先 、 連携 先 、 委託 
先 、 買収 先 等 (1) の リス ク 管 理 態 勢 の 有効 性 も 含め マネ ロン ・ テ ロロ 資金 供与 り 
スク を 検証 する こと (Q2) 








| 「 提 携 先 、 連 携 先 、 委 託 先 、 買 収 先 等 の リス ク 管理 態勢 の 有効 性 」 を 検証 する 際 | 
| に 留意 すべ き 事 項 を 教え て くだ さい 。 | 
金融 機関 等 は 、 自 ら の 業務 ・ サ ービス 等 が マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 に 利用 され 

な いよ う 、 リ スク 評価 に 基づき リス クベ ー ス で 管理 態勢 を 整備 する 義務 を 負い 
ます 。 こう し た 自ら の 提供 する 商品 ・ サ ービス へ の 影響 の 視点 か ら 、 リ スク ベー 
ス の 管理 の 一 貫 と し て 、 当 該 商品 ・ サ ービス の 提供 に 係る 提携 先 、 連 携 先 、 委託 
先 、 買 収 先 等 (以下 「 提 携 先 等 」 と いい ます 。) の リス ク 管 理 態 勢 の 有効 性 も 含 
め て 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 検証 する こと が 求め られ ます 。 


ee MN EU CR NR UI OO CU RU EC CA CRE CU LLL RR OR AER AAR OR ON 


| 「 当 該 商品 ・ サ ービス 等 の 提供 前 に (中略) マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 検 | 
| 証する こと 」 に つい て 、 留 意 すべ き 事 項 を 教え て くだ さい 。 | 
これ まで 取扱 い が な か っ た 商品 ・ サ ービス 等 の 提供 を 開始 する 場合 の ほか 、 例 
えば 、 国内 外 の 事業 を 買収 する こと や 業務 提携 等 に より 、 新た な 商品 ・ サ ービス 
の 取扱 い が 発生 する 場合 、 直 面 す る リス ク が 変化 する こと か ら 、 営 業 部 門 と 管理 
部 門 と が 連携 し て 、 事前 に マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 分 析 ・ 検 証する こと 
が 求め られ ます 。 
これ まで 取扱 い が な か っ た 商品 ・ サ ービス 等 の 提供 を 開始 する 場合 と し て 、 例 
えば 、 他 業態 の 事業 者 と 提携 し て 、 取引 時 確認 業務 を 当該 他 業 態 の 事業 者 に 依拠 
し て 新た な 商品 ・ サ ービス を 提供 する 場合 に 、 当該 他 の 事業 者 の マネ ロン ・ テ ロ 
資金 供与 リス ク 管理 態勢 の 有効 性 を 確認 する こと が 考え られ ます 。 また 、 その 他 
に も 、 例 えば 、 金 融 機関 等 が 顧客 に 対し て 法人 口座 に 紐 づく 入金 専用 の 仮想 口座 
(バー チャ ル ロ 座 ) 等 を 提供 する こと を 検討 し て いる 場合 に 、 仮 想 口座 を 利用 す 
る 事業 者 等 の 利用 目的 や マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 検証 する こと が 考え 
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られ ます 。 

加え て 、 提携 先 等 が どの よう な マネ ロン ・ テ ロロ 資金 供 与 リ スク に 直面 し 、 そ の 
提携 等 し て いる 業務 の リス ク に 対し て 、 ど の よう な マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス 
ク 管 理 を 行っ て いる か を 把握 し 、 リ スク に 応じ て 継続 的 に モニ タリ ング する こ 
と が 求め られ ます 。 

また 、 新た な 商品 ・ サ ービス 等 の 提供 後に 、 当該 商品 ・ サ ービス 等 の 内 容 の 変 
更 等 に より 、 事前 に 分 析 ・ 検 証し た も の と 異な る リス ク を 検知 し た 場合 に は 、 リ 
スク の 見 直し を 行っ た 上 で 、 見 直し 後 の リ スク を 低減 させ る た め の 措 置 を 講ず 
る 必要 が あり ます 。 

な お 、 提携 先 、 連 携 先 、 委託 先 等 に つい て は 、 例え ば 、 こ れ ら の 実質 的 支配 者 
を 含む 必要 な 関係 者 を 確認 し 、 反 社会 的 勢力 で な いか 、 あ る い は 制裁 対象 者 で な 
いか と いっ た 検証 が 必要 に な る も の と 考え ます 。 

さら に 、 当該 提 携 先 等 と 連携 し て 提供 する 業務 が 特定 業務 ( 犯 収 法 別表 及び 同 
法 施行 令 第 6 条 ) に 該当 する 場合 に は 、 特 定 業務 に 係る 取引 を 行っ た 場合 の 取引 
記録 等 の 作成 ・ 保 存 、 疑わ し い 取 引 の 届出 を 行う 義務 が あり 、 加 えて 、 取 引 記録 
等 の 保存 、 疑 わし い 取 引 の 届出 の 措置 を 的 確 に 実施 する た め の 態 勢 整 備 を 行う 
必要 が あり ます ( 犯 収 法 第 11 条 、 同 法 施行 規則 第 32 条 第 1 項 各 号 参照 。) 。 
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エー2 (1) リス ク の 特定 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑤ 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク に つい て 、 経 営 陣 が 、 主 導 性 を 発揮 し て 関係 する 


全て の 部 門 の 連携 ・ 協 働 を 確保 し た 上 で 、 リ スク の 包括 的 か つ 具 体 的 な 検証 を 


クニ ミー 


行う こ 





| 「 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク に つい て 、 経 営 陣 が 、 主導 性 を 発揮 し て 関係 す | 
| る 全て の 部 門 の 連携 ・ 協 働 を 確保 し た 上 で 、 リ スク の 包括 的 か つ 具 体 的 な 検証 を | 
| 行う こと 」 と は 、 具 体 的 に 経営 陣 に どの よう な 対応 を 求め て いる の で し ょ うか 。 | 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク の 特定 段階 で 、 経 営 陣 に 求め られ て いる 対応 と 
し て は 、 ① 組 織 全 体 で 連携 ・ 協 働 し て マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 特定 する 
た め の 枠 組み の 確保 、② 経 営 レ ベル で の 各部 門 の 利害 調整 、③ 円 滑 か つ 実 効 的 に 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク の 特定 を 実施 する た め の 指 導 ・ 支 援 を 行う と と も 
に 、④ そ れ ら を 可能 と する 経営 資源 の 配分 に 関す る 機関 決定 を 主導 的 に 実施 す 
る こと が 必要 で ある と 考え ます 。 
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エー2 (1) リス ク の 特定 


【 対 応 が 期待 され る 事項 】a. 
自ら の 事業 環境 ・ 経 営 戦略 等 の 複雑 性 も 踏ま えて 、 商 品 ・ サ ービス 、 取引 形態 、 


国 ・ 地 域 、 顧 客 の 属性 等 に 関し 、 リ スク の 把握 の 鍵 と な る 主要 な 指標 を 特定 し 、 
当該 指標 に つい て の 定量 的 な 分 析 を 行う こと で 、 自 ら に と っ て 重要 な リス ク の 
高低 及び その 変化 を 適時 ・ 適 切 に 把握 する こと 





RZ EGE ES EE RRC aC7k7Ea EC ER CRE CEE ECE ER EE REE ES EE CCDC RC Ear | 


「「 リ スク の 把握 の 鍵 と な る 主要 な 指標 を 特定 」 と あり ます が 、 具 体 的 な 指標 の 例 | 
| を 教え て くだ さい 。 例え ば 、 外為 送金 の 取引 件 数 や 非 対 面 に よる 取引 件 数 、 非 選 | 
| 住 者 の 取引 件 数 、 疑 わし い 取 引 の 届出 件 数 等 は 該当 し ます か 。 | 

リス ク の 特定 ・ 評 価 に 係る 主要 な 指標 に は 、 ご 指摘 の 指標 も 含ま れ 得 る と ころ 、 
具体 的 に いか な る 指標 を 用 いて 、 定 量 的 な 分 析 を 行う か に つい て は 、 各 金融 機関 
等 の 事業 環境 ・ 経 営 戦略 ・ リ スク 特性 等 を 踏ま えて 、 判 断 さ れる こと と な り ま す 。 

報告 徴 求 命令 で 年 に 1 回 報告 し て いた だ いて いる 計数 は 継続 的 に 報告 する 項 
目 で ある た め 、 こ れ ら の 項目 の いく つか の 項目 や 他 の 指標 が リス ク の 把握 の 鍵 
と な る 主要 な 指標 と な る か 、 金 融 機関 等 ご と に 判断 し て いた だ く の が 望ま し い 
も の と 考え ます 。 
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ロー2 リス ク の 特定 ・ 評 価 ・ 低 減 
(2) リス ク の 評価 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 
リス ク 評 価 の 全社 的 方 針 や 具体 的 手法 を 確立 し 、 当該 方 針 や 手法 に 則っ て 、 具 
体 的 か つ 客 観 的 な 根拠 に 基づき 、 前 記 「( 1) リス ク の 特定 」 に お いて 特定 され 
た マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク に つい て 、 評 価 を 実施 (Q1) (Q02) する こと 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】④ 
リス ク 評 価 の 結果 を 文書 化 (01) し 、 こ れ を 踏ま えて リス ク 低 減 に 必要 な 措置 
等 を 検討 する こと 





| OGRE RESTE EL EE LRRD ELSES ER ERNE SE EERIE TE CE EE EEL TP RE RE LE SEE GE ERE ECE ESLT BEE CEERIECLESLEIE RE TEE ER EE Cn } 


| 「 具 体 的 か つ 客観 的 な 根拠 に 基づき (中 略 ) 評価 を 実施 」 や 「 リ スク 評価 の 結果 | 
| を 文書 化 」 に つい て 、 留 意 すべ き 事 項 を 教え て くだ さい 。 | 

「 具 体 的 か つ 客観 的 な 根拠 に 基づき (中 略 ) 評価 を 実施 」 す る 場合 に つい て は 、 
具体 的 か つ 客 観 的 な 実際 の 取引 分 析 や 評価 、 顧 客 属性 、 疑 わし い 取引 の 届出 の 内 
容 や 傾向 、 自 ら の 金融 犯罪 被害 の 状況 や 手口 の 分 析 等 を 踏ま えた 評価 と する こ 
と な ど が 考え られ ます 。 

こう し た 評価 を する に 当たっ て は 、 例 えば 、 取 引 量 (金額 、 取 引 件 数 等 )・ 影 
響 の 発生 率 ・ 影 響 度 等 の 検証 結果 や 、 自 ら の 事業 環境 ・ 経 営 戦略 ・ リ スク 特性 等 
を 踏ま える 必要 が ある と 考え ます 。 

な お 、「 影 響 の 発生 率 」 と は 、 有 形 無形 の 損失 が 発生 する 可能 性 の 程度 を 示 
し て いま す 。 ま た 、「 影 響 度 」 は 、 想 定 され る 有形 無形 の 損失 の 金額 等 を 指し 
ます 。「 有 形 無形 の 損失 」 の 例 と し て は 、 外 国 当局 に よる 制裁 金 や 、 コ ルレ ス 
関係 解消 、 レ ピュ テー ショ ン リ スク 等 が 含ま れる も の と 考え ます 。 

以上 の よう な 要素 を どの よう に 考慮 し 、 ど の よう に 評価 を 行う か な ど に つい 
て は 、 各 金融 機関 等 に お いて 、 事 前 に 文書 化し て お く 必 要 が ある と 考え ます 。 

NRA 等 の 国 に よる リス ク 評 価 や 業界 団体 に よる リス ク 評 価 、 分 析 レ ポー ト 、 
FATF に よる リス ク 評 価 ( 注 ) と いっ た 評価 手法 を 踏ま え 、 こ れ ら に 含ま れる 業 
界 、 国 に お ける リス ク 認 識 と も 整合 性 が 取れ る か と いっ た 点 も 考慮 する こと が 
考え られ ます 。 

また 、 以 上 の 分 析 を 踏ま えた リス ク 評 価 の 結果 を 文書 化す る 必要 が あり 、「 リ 
スク 評価 の 結果 を 文書 化 」 す る こと と は 、 この よう な 文書 化 の 作業 を 意味 し ます 。 
「 リ スク 評価 の 結果 を 文書 化す る 」 過程 に お いて は 、 講 じ ら れ て いる リス ク 低減 
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措置 (類型 毎 の リス ク 評 価 結 果 等 に 基づい た 具体 的 な 措置 の 詳細 等 ) や 、 随 時 ・ 
定期 的 な 有効 性 検証 の 実施 内 容 及 び 評 価 等 に つい て 記載 する こと が 求め られ ま 
す 。 
( 注 ) FATF が 公表 し て いる メソ ドロ ジー (Methodology ) 、 勧 告 
(Recommendations) 、 解 釈 ノ ー ト (Interpretive Notes) 、 セ クタ ー ご 
と の ガイ ダン ス (Guidance) 等 


| リス ク 評 価 に お ける 営業 部 門 と の 具体 的 な 連携 方 法 に つい て 、 具 体 的 な 留意 点 | 
| が あれ ば 教え て くだ さい 。 | 

リス ク 評 価 は 、 金融 機関 等 が 保有 する マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 正確 に 
把握 する こと で あり 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管理 の 主管 部 署 で ある 第 2 
線 の み で 、 実 態 に 即 さ な い リス ク の 評価 を 行う こと は 避け る べき で ある と 考え 
られ ます 。 具体 的 に は 、 第 1 線 と 第 2 線 が リス ク の 評価 の 作業 を 行う 段階 で 緊密 
に 連携 し 、 顧 客 や 商品 ・ サ ービス の 実態 を 最も 理解 し て いる 営業 部 門 が 保有 し て 
いる 顧客 の 取引 先 や 顧客 の 商 流 等 の 情報 、 商品 ・ サ ービス 、 取引 形態 等 の リス ク 
を 顧客 リス ク 評 価 に 反映 させ る な ど 、 営 業 部 門 が これ まで に 築い て きた 顧客 と 
の 信頼 関係 を 基礎 と し て 把握 し た 情報 を 全て リス ク 評 価 の 過程 で 反映 する こと 
が 必要 と 考え ます 。 

管理 部 門 (第 2 線 ) は 、 営業 部 門 (第 1 線 ) が リス ク 評 価 を 実施 する に 当たっ 
て 考慮 すべ き 事情 を 明確 に 理解 する こと が で きる よう 、 リ スク 評価 の 全社 的 方 
針 や 具体 的 手法 を 確立 する 必要 が あり ます 。 

また 、 管理 部 門 (第 2 線 ) は 、 営 業 部 門 (第 1 線 ) の 行っ た リス ク 評 価 を 踏ま 
えつ つ 、 疑 わし い 取引 の 分 析 結 果 等 を 勘案 し な が ら 、 最 終 的 な リス ク 評 価 を 実施 
する 必要 が あり ます 。 
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エー2 (2) リス ク の 評価 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】② 

上 記 ① の 評価 を 行う に 当たっ て は 、 疑わ し い 取 引 の 届出 の 状況 等 (Q1) の 分 析 
等 を 考慮 する こと 

【 対 応 が 求め られ る 事項 】 さ ③ 

疑わ し い 取引 の 届出 の 状況 等 の 分 析 (Q2) に 当たっ て は 、 届出 件 数 等 の 定量 情 
報 に つい て 、 部 門 ・ 拠 点 ・ 届 出 要因 ・ 検 知 シ ナリ オ 別 等 に 行う な ど 、 リ スク の 評 


価 に 活用 する こと 





例え ば 、 自 ら の 口座 の 不正 利用 状況 や 、 捜査 機関 等 か ら の 外部 照会 の 状況 を 分 
析 す る ほか 、 特 殊 詐 欺 等 の 金融 犯罪 が 発生 し て いる 場合 に 、 警察 か ら の 凍結 要請 、 
顧客 の 申告 状況 、 顧 客 に 関す る 報道 等 の 公知 情報 等 か ら 、 そ の 手口 や 被害 状況 等 
を 分 析 し て 、 リ スク の 評価 に 活用 する こと が 考え られ ます 。 


の | 


| 疑わ し い 取 引 の 届出 は どの よう に 分 析 す る こと が 求め られ る の で し ょ うか 。 ま | 
| た 、 届出 件 数 が 少数 で ある 場合 に お ける 分 析 、 検証 は 、 ど の よう に 行う こと が 求 | 
| め ら れる の で し ょ うか 。 | 
疑わ し い 取 引 の 届出 の 分 析 と し て 、 疑 わし い 取引 の 届出 を 実施 し た 顧客 の 願 
客 リス ク 評 価 を 見 直す の みな ら ず 、 届 出 を し た 疑わ し い 取 引 に 関し て 、 商 品 ・ サ 
ービス 、 取 引 形 態 、 国 ・ 地 域 、 顧 客 属性 、 届 出 理由 、 発 覚 経緯 等 と いっ た 要素 に 
着目 し 整理 を 行っ た 上 で 、 自 ら の 行っ て いる リス ク の 特定 、 評価 、 低減 措置 、 雇 
客 リス ク 評価 の 見 直し に 活用 する こと が 求め られ ます 。 例え ば 、 取 引 モ ニタ リン 
グ の 敷居 値 を 設定 する 際 に 、 疑 わし い 取 引 の 届出 状況 を 分 析 し た 結果 を 踏ま え 、 
ー 定 の 顧客 属性 や 取引 パタ ー ン に つい て は 、 そ の リス ク 評 価 を 見 直し 、 敷 居 値 を 
下げ る こと に より 通常 より 検知 感度 を 上 げ る こと な ど が 考え られ ます 。 
疑わ し い 取引 の 届出 が ある 場合 に は 、 当 該 届出 を 分 析 す る こと で 、 金融 機関 等 
に お ける リス ク 評 価 の 精度 の 向上 等 に 活用 する こと を 求め た も の で あり 、 た と 
え 届 出 件 数 が 少数 で あっ て も 、 例え ば 、 届出 の 理由 等 が 他 の 取引 等 (当該 顧客 と 
の 取引 や 、 他 の 顧客 と の 同種 取引 も 含み ます が これ に 限り ませ ん 。) に も 妥当 す 


31 


る 可能 性 が ある 場合 に は 、 過 去 に お いて 類似 事案 が 発生 に て いな いか を 確認 し 、 
本 来 届 け 出 る べき も の を 検証 する な ど し て 当該 取引 に 係る 疑わ し さ の 調査 や 屈 
出 判断 の 手続 を 見 直す と 共に 検証 の 結果 を リス ク 評 価 に 反映 し 、 よ り 実 効 的 な 
対応 が 出来 る よう 改善 する こと な ど が 考え られ ます 。 

また 、 国 の リス ク 評 価 書 で ある NRA に 記載 され て いる 業態 別 の 疑わ し い 取 引 
の 届出 件 数 や 、 好 わし い 取引 の 参考 事例 等 に 照ら し て 届出 件 数 が 少数 で ある 場 
合 に は 、 本 来 届 出 を 行う べき 取引 が 検知 され な い 、 又 は 検知 され た も の の 提出 に 
至っ て いな い 可 能 性 が ある た め 、 この よう な 場合 に は 、 疑わ しい 取 引 の 届出 を 行 
うた め の 態 勢 に つい て 、 第 3 線 が 検証 を 行う こと も あり 得 ま す 。 
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エー2 (2) リス ク の 評価 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑤ 
定期 的 に リス ク 評 価 を 見 直す ほか 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 重大 な 影響 
こと 


を 及ぼ し 得る 新た な 事象 の 発生 等 に 際 し 、 必 要 に 応じ 、 リ スク 評価 を 見 直す 





as | 


| 「 定 期 的 に リス ク 評 価 を 見 直す 」 と あり ます が 、「 定 期 的 」 の 目安 は 1 年 に 1 度 | 
| 程度 と 考え て 良い で し ょ うか 。 | 

定期 的 な 見 直し に つい て は 、 少 な く と も 1 年 に 1 回 は 見 直し を 検討 する こと 
が 必要 で ある ほか 、 新 た な リス ク が 生じ た り 、 新 た な 規制 が 導入 され た りす る な 
ど 、 商品 ・ サ ービス 、 取 引 形 態 、 国 ・ 地 域 、 顧客 属性 等 の リス ク が 変化 し た 場合 
等 に 、 随 時 見 直す こと が 考え られ ます 。 

また 、 定 期 的 に 見 直す 場合 に は その 時 期 や 期間 、 随時 に 見 直す 場合 に は その 見 
直し が 必要 と な る 状況 等 を 、 事 前 に 検討 し て 文書 化し て お く こ と で 、 よ り 実 効 性 
が 確保 され る も の と 考え ます 。 

な お 、 顧 客 リ スク 評価 に つい て も 、 リ スク に 応じ た 頻度 で 定期 的 に リス ク 評 価 
を 見 直す と と も に 、 顧 客 の リス ク 評 価 に 影響 を 及ぼ す よ うな 事象 が 発生 し た 場 
合 に は 、 直 ち に リス ク 評 価 の 見 直し を 行う 必要 が あり ます の で 、 リ スク 評価 に 影 
響 を 及ぼ す 事 象 の 検知 方 法 、 判断 基準 、 手続 等 を 事前 に 文書 化し 、 第 1 線 を 含む 
関係 部 署 に 周知 徹底 し て お く こ と が 必要 と 考え ます 。 
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エー2 (2) リス ク の 評価 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑥ 
リス ク 評 価 の 過程 に 経営 陣 が 関与 し 、 リ スク 評価 の 結果 を 経営 陣 が 承認 する 





ER | 


| 「 リ スク 評価 の 過程 に 経営 陣 が 関与 し 」 と あり ます が 、 具 体 的 に どの よう な 事項 | 
| に 対し て 、 ど こま で 経営 陣 が 関与 すべ き な の か 、 対 応 例 等 を 教え て くだ さい 。 | 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク の 評価 段階 で 、 経 営 陣 に 求め られ て いる 対応 と 
し て は 、 ① 組 織 全体 で 連携 ・ 協 働 し て マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 評価 する 
た め の 枠組 み の 確保 、② 経 営 レベ ル で の 各部 門 の 利害 調整 、③ 円 滑 か つ 実 効 的 に 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク の 評価 を 実施 する た め の 指導 ・ 支 援 を 行う と と も 
に 、④ そ れ ら を 可能 と する 経営 資源 の 配分 に 関す る 機関 決定 を 主導 的 に 実施 す 
る で ある と 考え ます 。 
対応 例 と し て は 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 責任 を 担う 役員 が 、 評 価 
手法 の 検討 ・ 実 施 に つい て 承認 し 、 リ スク 評価 の プロ セス が 適切 に 行わ れる よう 
態勢 を 整備 し た 上 で 確認 を 行い 、 必 要 に 応じ て 、 遅 滞 な く これ ら の 評価 手法 や そ 
の 実施 態勢 に つい て 改善 を 図り 、 経営 陣 が 、 リ スク 評価 の 過程 で 、 担 当 部 署 か ら 
随時 報告 を 受け 、 リ スク 評価 の 結果 に つい て 議論 の 上 承認 を 行い 、 最 終 的 な リス 
ク 評価 を 確定 させ る 対応 が 考え られ ます 。 
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エー2 (2) リス ク の 評価 


【 対 応 が 期待 され る 事項 】a. 
自ら が 提供 し て いる 商品 ・ サ ービス や 、 取 引 形 態 、 取 引 に 係る 国 ・ 地 域 、 顧客 
属性 等 が 多岐 に わた る 場合 に 、 こ れ ら に 係る リス ク を 細分 化し 、 当該 細分 類 ご と 


に リス ク 評 価 を 行う と と も に 、 これ ら を 組み 合わ せ て 再 評価 を 行う な ど し て 、 全 
社 的 リス ク 評 価 の 結果 を 「 見 える 化 」 し (リス ク ・ マ ッ プ ) 、 こ れ を 機動 的 に 見 
直す こと 





| 全社 的 リス ク 評 価 の 結果 を 「 見 える 化 」 す る 意義 は 、 ど の よう な と ころ に ある の | 
Sb まう 0 | 

本 ガイ ドラ イン II 一 2 (2)【 対 応 が 期待 され る 事項 】a. は 、 自 ら が 提供 し て 
いる 商品 ・ サ ービス や 、 取引 形態 、 取 引 に 係る 国 ・ 地 域 、 顧客 属性 等 が 多岐 に わ 
た る 場合 に お いて 、 これ ら に 係る リス ク を 細分 化し 、 当 該 細分 類 ご と に リス ク 評 
価 を 行う 場合 を 想定 し て いま す 。 さら に 、 これ ら 評 価 結果 を 総合 し て 、 全社 的 リ 
スク 評価 の 結果 を 文書 化し 、 経 営 陣 や 業務 執行 部 内 に も 分 か りや すく 「 見 える 化 」 
する こと に より 、 全 社 的 な 理解 と 取組 み を 促進 する こと が 考え られ ます 。 
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エー2 リス ク の 特定 ・ 評 価 ・ 低 減 
(3) リス ク の 低減 
(i) リス ク 低 減 措 置 の 意義 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 
自ら が 特定 ・ 評 価 し た リス ク を 前 提 に 、 個 々 の 顧客 ・ 取 引 の 内 容 等 を 調査 し 


(Q1) 、 この 結果 を 当該 リスク の 評価 結果 と 照ら し て (Q2) 、 講ず べき 実効 的 な 低 
減 措置 を 判断 ・ 実 施す る こと (Q3) (Q4) (Q5) 








| 「 個 々 の 顧客 ・ 取 引 の 内 容 等 を 調査 」 する 場合 に お いて 、 留意 すべ き 事 項 を 教え | 
| て くだ さい 。 | 

「 個 々 の 顧客 ・ 取 引 の 内 容 等 を 調査 」 す る 方 法 と し て は 、 様々 な も の が 考え ら 
れ ま す 。 例え ば 、 個々 の 顧客 が 利用 する 商品 ・ サ ービス の 内 容 や 取引 の 状況 を 栓 
証し 、 個々 の 顧客 に 対し て 、 申告 を 求め た り 、 リ スク に 応じ て 信頼 に 足る 証跡 を 
求め た りす る ほか 、 個々 の 顧客 に 接触 し な く と も 、 顧客 に 関す る 不 芳 情報 (ネガ 
ティ ブ ・ ニ ュー ス ) を 取得 し た り 、 当該 不 芳 情 報 が 当該 顧客 の リス ク 評 価 に 影響 
を 与え る 場合 、 そ の 背景 ・ 実 態 を 追加 調査 し た り 、 顧客 の 取引 の 内 容 に つい て 、 
過去 の 取引 の 態様 、 職 業 や 取引 目的 等 と の 整合 性 を 確認 し た りす る な ど が 考え 
られ ます 。 

いずれ に せよ 、「 個 々 の 顧客 ・ 取 引 の 内 容 等 を 調査 」 す る 方 法 に つい て は 、 対 
象 と な る 顧客 や 取引 の 特性 等 に 応じ て 、 個 別 具体 的 に 判断 する こと に な り ま す 。 


ーーー チー デキ RI OR OL RCN UNRATE AAU TIR 


| 「 個 々 の 顧客 ・ 取 引 の 内 容 等 」 の 調査 「 結 果 を 当該 リス ク の 評価 結果 と 照ら し て 」| 
| に 関し て 、 留 意 すべ き 事 項 を 教え て くだ さい 。 | 
まず 、 自 ら が 保有 し て いる 顧客 や 取引 の 内 容 等 の 情報 を 基 に 、 仮 の 顧客 リス ク 
評価 を 実施 し た 上 、 さ ら に 、 最 新 の 顧客 や 取引 の 内 容 等 の 情報 を 考慮 する こと に 
より 、 顧 客 リス ク 評 価 を 最新 に た する こと が 必要 で す 。 
顧客 リス ク 評 価 を 適切 に 実施 する こと に より 、 適 切な リス ク 低減 措置 を 判断 ・ 
実施 する こと が で きる も の と 考え て いま す 。 


| 「 講 ず べき 実効 的 な 低減 措置 を 判断 ・ 実 施す る こと 」 に つい て 、 留意 すべ き 事 項 | 
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| や どの よう な 対応 が 考え られ る か を 教え て くだ さい 。 

講ず べき 実効 的 な 低減 措置 に つい て は 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク の 低減 
の み を 目的 と する 措置 の 有効 性 の ほか 、 他 の 目的 の た め に 従前 より 実施 し て い 
た 各種 取組 み の 副 次 的 な 効果 も 踏ま え 、 総 合 的 に 判断 ・ 実 施す る こと が 求め られ 
ます 。 

例え ば 、 預金 口座 開設 時 の 取引 時 確認 は 、 適 切な 本 人 確認 手続 を 通じ て な りす 
まし を 防ぐ た め の リ スク 低減 措置 と し て 有効 で ある と と も に 、 その 際 に 、 顧客 リ 
スク 評価 を 実施 する こと 、 リ スク に 応じ て 追加 的 に 行う ヒア リン グ 項 目 を あら 
か じ め 定 め て お く こ と 、 厳 格 な 取引 時 確認 の 手続 を 文書 化し 周知 徹底 し て お く 
こと も 取引 開始 時 に お ける リス ク 低 減 措 置 と 考え られ ます 。 取 引 開 始 後に お い 
て も 、 顧 客 リ スク 評価 に 応じ た 頻度 及び 顧客 の リス ク が 高まっ た と 想定 され る 
具体 的 な 事象 が 発生 し た 際 に リス ク 評 価 を 見 直す こと 、 リ スク に 応じ た 取引 モ 
ニタ リン グ の 敷居 値 を 設定 ・ 変 更 す る こと も 有効 な リス ク 低減 措置 で す 。 さらに 、 
顧客 に 事情 等 を 十分 に 確認 し た 上 で 、 例 えば 、 合 理 的 な 説明 が な く 居 住地 と 勤務 
先 の いずれ か ら も 遠方 の 支店 に 口座 の 開設 を 要請 され た 場合 、 追 加 的 な 説明 を 
求め る と と も に 、 必要 に 応じ て 総合 的 に 判断 し 、 契約 自由 の 原則 に 基づき 、 それ 
を 認め な い 、 ある い は 留保 する こと も リス ク 低 減 措 置 の 1 つと 考え られ ます 。 な 
お 、 リ スク 低減 措置 を 検討 する 場合 に は 、 業務 実態 に 即 し て 、 必要 な 対応 を 実施 
する こと が 重要 で ある と 考え ます 。 


OTT OT TPIT TT TT 


| イン ター ネッ トバ ン キ ング に つい て 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 評 価 、 人 
| 措置 の 観点 か ら 留意 すべ き 事 項 を 教え て くだ さい 。 

イン ター ネッ トバ ン キ ング に つい て は 、 乗 っ 取り 、 な りす まし や 取引 時 確認 
項 の 偽り の 可能 性 が ある こと な ど 、 非 対面 取引 の リス ク を 踏ま えた 対応 が 必要 
で あり 、 例 えば 、IP アド レス や ブラ ウザ 言語 、 時 差 設定 等 の 情報 、User Agent 
の 組み 合わ せ 情 報 (例え ば 、05/ ブ ラウ ザ の 組み 合わ せ 情 報 ) 等 の 端末 情報 や 画 
像 解析 度 等 を 活用 する こと に より 、 不 審 ・ 不 自然 な アク セス を 検知 する と いっ た 
対応 が 考え られ ます 。 


輸出 入 代金 等 の 代り 金 決済 、 総合 振込 や 給与 振込 に つい て 、 マネ ロン ・ テ ロ 資 金 
| 供与 リス ク 評 価 、 低 減 措 置 の 観点 か ら 留意 すべ き 事項 を 教え て くだ さい 。 | 


ーーー や ーー ンー デー トン ンー ンー* ニン と ーー ドー ジッ ーー ーー ミー ドー ーー ーーー と ュー ーー の ーー ュー ビー の と ーー ツネ ーー ツー ンー ン ツン ーー フー ツー ツー ュ ン ーー ンー ンー ンー 


代り 金 決済 や 総合 振込 ・ 給 与 振込 は 、 予約 記帳 に よっ て 、 取引 実行 日 に 自動 的 
に 振込 や 送金 が 行わ れる こと か ら 、 代 り 金 決済 に お いて 代り 金 が 未 着 の 場合 や 
総合 振込 ・ 給 与 振込 に お いて 残高 が 不足 する 場合 に お ける 取引 の 実施 等 に つい 
て の 判断 に 当たっ て は 、 与信 面 の 分 析 の みな ら ず 、 受 付 時 に お いて 取引 の 内 容 に 
関す る マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク も 勘案 し つつ 判断 する こと が 必要 で ある 
と 考え られ ます 。 

例え ば 、 当該 顧客 の 取引 担当 者 が な りす まし を 行っ て いな いか 、 口 座 情報 が 放 
取 さ れ て いな いか な どの 観点 か ら 、 確 認 を 行う こと が 必要 で ある と 考え られ ま 
す 。 

その ほか 、 合理 的 な 説明 な く 、 今 ま で の 総合 振込 、 給与 振込 先 と は 異な る 複数 
の 先 に 送金 の 申込 み が あ る 場合 や 、 事 業 内 容 に は 関係 の な い 海外 の 送金 先 が 含 
まれ て いる 場合 等 に つい て は 、 リ スク に 応じ た 対応 が 必要 と 考え ます 。 
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エー2 (3) (i) リス ク 低 減 措 置 の 意義 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】② 
個々 の 顧客 や その 行う 取引 の リス ク の 大 き さ に 応じ て 、 自 ら の 方 針 ・ 手 続 ・ 計 


画 等 に 従い 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク が 高い 場合 に は より 厳格 な 低減 措 
置 を 講ず る こと 








| 「 個 々 の 顧客 や その 行う 取引 の リス ク の 大 き さ に 応じ て 、 自ら の 方 針 ・ 手 続 ・ 計 | 
| 画 等 に 従い 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク が 高い 場合 に は より 厳格 な 低減 措置 | 
| を 講ず る こと 」 と は 具体 的 に どの よう な 対応 が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 
事前 に 策定 し て いた マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク に 対す る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 
等 に お いて 、 リ スク の 高い 顧客 に 対す る リス ク に 応じ た 具体 的 な 対応 策 、 具 体 的 
な 対応 策 を 講ず る タイ ミン グ 、 実 施 権限 者 、 実施 プロ セス 、 実施 部 署 等 を 定め 、 
当該 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 に 従い 、 個々 の 顧客 に 対す る 顧客 リス ク 評価 や リス ク に 
応じ た 取引 モニ タリ ング 等 の リス ク に 応じ た 適切 な リス ク 低減 措置 を 実施 する 
こと を 求め て いま す 。 
例え ば 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク が 高い と 認め られ る 場合 に は 、 送 金目 
的 や 送金 原資 に つい て 、 通 常 の ヒビ アリ ング に よる 判断 に 加え て 、 追 加 的 な 証跡 を 
求め て 判断 する と いっ た リス ク に 応じ た 厳格 な 低減 措置 を あら か じ め 文 書 化し 
て お く な どの 対応 が 考え られ ます 。 
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エー2 (3) (i) リス ク 低 減 措 置 の 意義 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】③ 
本 ガイ ドラ イン 記載 事項 の ほか 、 業 界 団体 等 を 通じ て 共有 され る 事例 や 内 外 


の 当局 等 か ら の 情報 等 を 参照 し つつ 、 自 ら の 直面 する リス ク に 見 合っ た 低減 措 
置 を 講ず る こと 








| 「 本 ガイ ドラ イン 記載 事項 の ほか 、 業 界 団 体 等 を 通じ て 共有 され る 事例 や 内 外 | 
| の 当局 等 か ら の 情報 等 を 参照 し つつ 、 自 ら の 直面 する リス ク に 見 合っ た 低減 措 | 
| 置 を 講ず る こと 」 と は 、 具 体 的 に どの よう な 対応 が 求め られ て いる の で し ょ う | 


上 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ず 


より 幅広 い 情 報 収集 を 実施 する こと で 、 よ り 効 果 的 な リス ク 低 減 措置 を 講ず 
る こと が 可能 と な り ま す 。 そ こ で 、 各 金融 機関 等 は 、 NRA や 本 ガイ ドラ イン の み 
な ら ず 、 業 界 団体 、 内外 の 当局 等 か ら 公 表 さ れる マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 
に 係る 公表 物 等 を 確認 し 、 そ の 内 容 か ら 、 自 ら が 直面 する リス ク に 見 合っ た 低減 
措置 に 至る 可能 性 が ある 情報 等 を 収集 し 、 自 ら に 適し た リス ク 低減 措置 を 講ず 
る こと が 求め られ て いる と 考え ます 。 
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ロー2 (3) リス ク の 低減 
(ji ) 顧客 管理 (カス タマ ー・ デ ュー・ デ ィ リ ジェ ンス : CDD) 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 
自ら が 行っ た リス ク の 特定 ・ 評 価 に 基づい て 、 リ スク が 高い と 思わ れる 顧客 ・ 


取引 と それ へ の 対応 を 類型 的 ・ 具 体 的 に 判断 する こと が で きる よう 、 顧 客 の 受入 


れ に 関す る 方 針 (Q1、Q2、Q3) を 定め る こと 








REE EE ECORIREEREEE HG ELEC EX KC REE EE CEE ERE GRE ERE DE BCS EES CC EKER GO AE GGE GREECE CREE OE FRE EE CREGEEGT EE RN \ 


| 「 顧 客 の 受入 れ に 関す る 方 針 」 の 策定 が 求め られ て いま す が 、 こ れ は 、「 顧 客 の | 
| 受入 れ に 関す る 方 針 」 と 題する マニ ュ ア ル 等 の 策定 を 求め る も の で は な く 、 リス | 
| ク 評 価 に 基づく 顧 容 の 受入 れ 方 針 に つい て 社内 の 何ら か の マニ ュ ア ル 等 に 定め | 
| て いれ ば 良い と いう 理解 で 良い で し ょ うか 。 | 

本 ガイ ドラ イン TI 一 2 (3) (ii) 【 対 応 が 求め られ る 事項 】 に つい て は 、「 顧 
客 の 受入 れ に 関す る 方 針 」 と 題する 文書 等 の 作成 を 機械 的 に 求め る も の で は な 
く 、 当該 金融 機関 等 の 顧客 受入 れ 方 針 と 手続 を 明確 に 定め 、 規程 化し 、 特に 第 1 
線 の 職員 に 周知 徹底 し て いる こと を 求め る 趣旨 で す 。 

な お 、 各 金融 機関 等 に お ける 規程 体系 に つい て は 、 各 金融 機関 等 に お いて 判断 
すべ きも の と 考え て いま す 。 


「 顧 客 の 受入 れ に 関す る 方 針 」 に は 、 ど の よう な 内 容 が 盛り 込ま れる 必要 が ある 
| の で し ょ うか 。 | 

自ら が 行っ た リス ク の 特定 ・ 評 価 に 基づい て 、 リ スク が 高い と 思わ れる 顧客 ・ 
取引 及び 顧客 に 求め る 対応 に つい て 、 明 確 に 判断 する に 足り る 内 容 が 記載 され 
て いる 必要 が ある と 考え ます 。 その ほか 、 謝絶 や 取引 制限 を する 場合 の 適切 な 決 
裁 権限 等 と いっ た 内 容 が 盛り 込ま れ て いる 必要 が ある と 考え ます 。 


【Q 3】 
| いわ ゆる 一 見 顧客 へ の 「 受 入 」 に お ける 留意 点 に つい て 教え て くだ さい 。 | 
【A】 


いわ ゆる 一 見 顧客 へ の 対応 に つい て は 、① 法 令 等 の 対応 を 適切 に 実施 する 、② 
リス クベ ー ス の 対応 を 適切 に 実施 する 、③ 顧 客 説明 を 丁寧 に 実施 する と いう 3 
点 が 重要 と 考え ます 。 
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① に つい て は 、 犯 収 法 等 の 法令 等 で 求め られ て いる 義務 を 確実 に 履行 する こ 
と が 求め られ ます 。 

② に つい て は 、 商品 ・ サ ービス 、 取 引 形態 、 取 引 に 係る 国 ・ 地 域 、 顧客 属性 等 
の リス ク を 包括 的 か つ 具 体 的 に 検証 し て 得 ら れ た リス ク 評 価 及び その 低減 措置 
を 、 当 該 一 見 顧客 の 取引 に 適用 し 、 事前 に 定め られ て いる 低減 措置 を 確実 に 実施 
する こと が 求め られ ます 。 

① 及 び ② に 関し て は 、 法令 に 従っ た 取引 時 確認 等 を 実施 し た 上 、 氏 名 、 生年 月 
日 、 住所 等 を 確認 し た 結果 、 反 社会 的 勢力 や 制裁 対象 者 に 該当 する こと が 分 か っ 
た 場合 に は 、 契約 自由 の 原則 と 社内 規定 、 法令 等 に 沿っ て 、 謝絶 し た 上 で 、 疑わ 
し い 取 引 の 届出 を 行う な どの 適切 な 対応 が 求め られ ます 。 また 、 ス クリ ー ニ ング 
の 結果 、 反 社会 的 勢力 や 制裁 対象 者 に 該当 する 可能 性 が ある 場合 に は 、 上 級 管理 
職 と の 協議 を 行い 、 取扱 い の 可 否 を 判断 し 、 疑 わし い 取引 の 届出 を 行う と 共に 、 
他 拠 点 で 同一 顧客 が 一 見 取引 を 行っ た 際 に チェ ッ ク で きる よう な 態勢 を 構築 す 
る こと が 想定 され ます 。 

加え て 、 例え ば 、 一 見 顧客 が A 支 店 で 取引 を 行 お うと し た 結果 、 反 社 会 的 勢力 
等 、 取 引 不 可 先 で ある こと が 判明 し た 場合 に は 、 当 該 一 見 顧客 が B 支店 等 他 の 
支店 等 に お いて 取引 を 実施 し よう と し た 場合 に お いて は 、 当 該 他 の 支店 等 に お 
いて も 取引 を 適切 に 謝絶 で きる と いっ た 態勢 を 構築 する こと が 求め られ ます 。 

そし て 、 ③ に つい て は 、 一 見 顧客 は 、 こ れ ま で 取引 等 が な いこ と か ら 、 情 報 等 
も 少な く 、① 及 び ② の 手続 に 時 間 を 要する こと が 想定 され ます の で 、 各 種 手続 の 
内 容 や 手続 に 要する 時 間 等 を 顧客 に 対し て 丁寧 に 説明 し 、 当 該 顧 客 に 納得 し て 
も ら う こと も 重要 で ある と 考え ます 。 

な お 、 丁寧 に 説明 を し て も 納得 が 得 ら れ な いな ど 協 力 が 得 ら れ な い 場 合 、 又 は 
合理 的 な 理由 な く 申 告 さ れ た 取引 目的 と は 異な る よう な 高額 取引 や 把握 され た 
属性 か ら 外 れる よう な 取引 が 認め られ た 場合 に は 、 内 部 規程 に 従っ て 、 上 級 管理 
職 の 判断 を 求め る こと も 必要 で ある と 考え ます 。 
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ロー2 (3) (ii) 顧客 管理 (カス タマ ー・ デ ュー・ デ ィ リ ジェ ンス : CDD) 

【 対 応 が 求め られ る 事項 】② 

前 記 ① の 顧客 の 受入 れ に 関す る 方 針 の 策定 に 当たっ て は 、 顧 客 及 びそ の 実質 
的 支配 者 (Q1) の 職業 ・ 事 業 内 容 の ほか 、 例 えば 、 経歴 、 資 産 ・ 収 入 の 状況 や 資 


金 源 、 居 住 国 等 、 顧 客 が 利用 する 商品 ・ サ ービス 、 取 引 形態 等 、 顧 客 に 関す る 様々 
な 情報 を 勘案 する こと (Q2) 








RS CCE NC EAR CEE ER TE EBC EE EE GCE CE ESR CRE CEE ER CECE EE CCKE SL SCRE EIA LEO ECA EEE TI TE RE EE DE WR a \ 


| 実質 的 支配 者 の 定義 は 、 犯 収 法 に お ける 実質 的 支配 者 と 同様 と いう 理解 で 良い | 
| で し ょ うか 。 | 
その よう な 理解 で 差し 支え あり ませ ん が 、 その 確認 方 法 に つい て は 、 顧 客 リス 
ク 評価 の 結果 を 踏ま え 、 申 告 に 加え て 、 実 質 的 支配 者 に 該当 する 証跡 を 求め る な 
ど 、 最 低 基準 で ある 法令 対応 事項 を 超え た 対応 を 実施 する こと を 妨げ る も の で 
は な いと 考え ます 。 


「 顧 客 の 受入 れ に 関す る 方 針 の 策定 に 当たっ て は 、 顧 客 及 びそ の 実質 的 支配 者 
| の 職業 ・ 事 業 内 容 の ほか 、 例 えば 、 経 歴 、 資 産 ・ 収 入 の 状況 や 資金 源 、( 中 略 ) 
| 顧客 に 関す る 様々 な 情報 を 勘案 する こと 」 と あり ます が 、 実質 的 支配 者 の 職業 ・| 
| 事業 内 容 を 含め 、 こ れ ら は あく まで 例示 で あり 、 こ れ ら の 例示 を 踏ま えて 、 各 金 | 
| 融 機関 等 は 、 規 模 ・ 業 容 等 に 応じ た 顧客 の 受入 れ に 関す る 方 針 を 策定 する と いう | 
| 理解 で 良い で し ょ うか 。 | 

本 ガイ ドラ イン I 一 2 (3) (ii)【 対 応 が 求め られ る 事項 】 ② に 掲げ た 各 項 目 
の 記載 は いずれ も 例示 で あり 、 あら ゆる 顧客 や 実質 的 支配 者 に 対し て 、 一 律 に 各 
項目 を 確認 ・ 勘 案 等 する こと を 求め る 趣旨 で は あり ませ ん 。 

いずれ に せよ 、 顧 客 及 び 実 質 的 支配 者 に つい て 、 何 を 、 い か な る 方 法 で 確認 ・ 
勘案 等 すべ きか に つい て は 、 単 一 の 法令 ・ ガ イド ライ ン 等 で 求め られ る 最低 水準 
を 画 一 的 に 全て の 顧客 に 当て は め る の で は な く 、 顧 客 リ スク 評価 に 基づき 、 リ ス 
ク が 高い 場合 に つい て は より 深く 、 証 跡 を 求め て 確認 を 行う な ど 、 リ スク に 応じ 
た 対応 を 図る べき と 考え られ ます 。 


43 


ロー2 (3) (ii) 顧客 管理 (カス タマ ー・ デ ュー・ デ ィ リ ジェ ンス : CDD) 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】③ 
顧客 及び その 実質 的 支配 者 (1) の 本 人 特定 事項 を 含む 本 人 確認 事項 (Q2) 、 


取引 目的 等 の 調査 に 当たっ て は 、 信頼 に 足る 証跡 (Q3) を 求め て これ を 行う こ 
(Q4) 





大 容 の 「 実 的 支配 者 」 の 「 本 人 確認 事項 」 の 調査 」 に 関し て 留意 すべ き 事 
| 項 を 教え て くだ さい 。 | 

II 一 2 (3) (ii) 顧客 管理 (カス タマ ー・ デ ュー・ デ ィ リ ジェ ンス : CDD) 柱 
書 に も 記載 し て いる と お り 、 人 金融 機関 等 が 顧客 と 取引 を 行う に 当たっ て は 、 実 質 
的 支配 者 が 誰か と いう こと を は じ め と する 基本 的 な 情報 を 調査 し 、 講 ず べ き 低 
減 措置 を 判断 ・ 実 施す る こと が 必要 不可 欠 で す 。 

その た め 、 取引 開 始 時 の みな ら ず 、 継続 的 顧客 管理 の 中 で も 、 リス ク に 応じ て 
適切 に 顧客 の 実質 的 支配 者 の 本 人 確認 事項 を 確認 する こと が 求め られ ます 。 


ーー ニン ーー ニー ンー ラテ ーー ーー ラー ニテ フー エー トッ ドン ーーー シン ーー アント テー トー テア トンビ ドウ ーー と ーー ニー トン ビーン エン ドン レー ニア ンー トシ ーー ウッ ドン アッ テー ドー ニテ ビエ エーーー テー ュー 


| 調査 に 当たり 信頼 に 足る 証跡 を 求め て いる 「 本 人 確認 事項 」 は 、 犯 収 法 上 の 「 本 | 
| 人 特定 事項 」 と 同義 で し ょ うか 。 ーー 

本 ガイ ドラ イン に お ける 「 本 人 確認 事項 」 に つい て は 、 犯 収 法 上 の 「 本 人 特定 
事項 」 の ほか 、 例 えば 、 顧客 及び その 実質 的 支配 者 の 職業 ・ 事 業 内 容 、 経歴 、 次 
産 ・ 収 入 の 状況 や 資金 源 、 居住 国 等 が 含ま れ 得 る より 広い 概念 で す 。 あら ゆる 原 
客 や 実質 的 支配 者 に 対し て 、 一 律 に 各 項 目 を 確認 ・ 勘 案 等 する こと を 求め る 趣旨 
で は あり ませ ん が 、 リ スク に 応じ て どの 項目 を 確認 勘案 等 する の か に つい て は 、 
事前 に 検討 し て 文書 化し て お く こ と で 、 実効 性 を 確保 する こと が 考え られ ます 。 


RE REC ESSA CERNE ELEC ER EC ESL ESE RE Ear ERE ER CEE EE EC CE ERCA EE ar EE EGER \ 


| 「 信 頼 に 足る 証跡 」 と は 、 具 体 的 に は どの よう な も の が 該当 する の で し ょ うか 。| 
NR 犯 収 法 施 行 規則 第 7 条 に 定め る 本 人 確認 | 

「 信 頼 に 足る 証跡 」 は 申告 の 真正 性 を 裏付け る 公 的 な 資料 又は これ に 準じ る 資 
料 を 意味 し て いま す 。 
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本 人 確認 事項 の 調査 に 当たっ て は 、 犯 収 法 施行 規則 第 7 条 に 定め る 本 人 確認 
書類 の ほか 、 経歴 や 資産 ・ 収 入 等 を 証明 する た め の 書 類 等 が 考え られ ます が 、 調 
査 する 事項 に 応じ 、 そ の 他 の 書類 等 に つい て も 活用 する こと が 考え られ ます 。 例 
えば 、 株 主 名 簿 、 有価 証券 報告 書 、 法人 税 確 定 申告 書 の 別表 等 を 徴 求 する 場合 や 
公証 人 の 定款 認証 に お ける 実質 的 支配 者 と な る べき 者 の 申告 制度 ( 注 ) を 活用 す 
る 場合 等 も 考え られ ます 。 具体 例 と し て は 、 生命 保険 金 の 支払 時 に お いて 、 受取 
人 が 団体 で ある 場合 に は 、 株 主 名 簿 や 有価 証券 報告 書 等 の 証跡 を 取得 する な ど 
に より 、 そ の 実質 的 支配 者 の 調査 を 実施 する こと が 考え られ ます 。 

また 、 取 引 目的 の 調査 に 当たっ て は 、 例え ば 、 取 引 目的 が 商取引 で あれ ば 、 取 
引 先 と の 取引 履歴 や 、 同 取引 に 関す る 契約 書 等 を 徴 求 する こと が 考え られ ます 。 

な お 、 犯 収 法 令 上 定め られ た 項目 に つい て は 、 犯 収 法令 上 定め られ た 方 法 、 書 
類 に 従い 確認 を 行っ た 上 で 、 リ スク に 応じ て 、 追加 的 に 証跡 を 取得 する こと に つ 
いて 判断 する こと と な り ま す 。 

( 注 ) 法人 設立 時 の 定款 認証 に お いて 、 公 証人 に 実質 的 支配 者 と な る べき 者 を 申 

告 さ せる 制度 の こと (2018 年 11 月 30 日 に 改正 公証 人 法 施 行 規則 の 施行 に よ 

り 開始) 。 


| 顧客 及び その 実質 的 支配 者 の 本 人 確認 事項 、 取 引 目的 等 の 調査 に 当たっ て は 、 | 
| 「 信 頼 に 足る 証跡 を 求め て これ を 行う こと 」 と あり ます が 、 法 令 上 求め られ て い | 
| な い 場 合 で あっ て も 、 顧 客 の 申告 に に ど ま ら ず 、 一 律 に 証跡 を 求め る こと が 必要 | 
| と いう 趣旨 で し ょ うか 。 | 

願 客 及 びそ の 実質 的 支配 者 の 本 人 確認 事項 、 取 引 目的 等 の 調査 に お いて 、「 信 
CR 

な 証跡 を 求め る 趣旨 で す 。 し た が っ て 、 あら ゆる 確認 事項 に つい て 一 律 に 書類 等 

の 証跡 を 求め る も の で は な く 、 リス ク に 応じ て 、 顧客 の 申告 内 容 の 真正 性 を 基礎 
付け る 証跡 を 求め る こと が 必要 と な る も の と 考え ます 。 

た だ し 、 この よう な 対応 を 場当たり 的 に 実施 する の で は な く 、 事 前 に 基準 や 方 
針 等 を 文書 化し て お く こと で 、 実効 性 を 確保 する こと も 必要 と 考え ます 。 

また 、 犯 収 法令 上 定め られ た 項目 に つい て は 、 犯 収 法令 上 定め られ た 方 法 、 書 
類 に 従い 確認 を 行っ た 上 で 、 リ スク に 応じ て 、 追 加 的 に 証跡 を 取得 する こと に つ 
いて 判断 する こと と な り ま す 。 
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ロー2 (3) (ii) 顧客 管理 (カス タマ ー・ デ ュー・ デ ィ リ ジェ ンス : CDD) 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】④ 
顧客 及び その 実質 的 支配 者 の 氏名 と 関係 当局 に よる 制裁 リス ト 等 と を 照合 す 


る な ど 、 国 内 外 の 制裁 に 係る 法規 制 等 の 遵守 その 他 リ スク に 応じ て 必要 な 措置 
を 講ず る こと 








| 「 国 内 外 の 制裁 に 係る 法規 制 等 の 遵守 その 他 リ スク に 応じ て 必要 な 措置 を 講ず | 
| る こと 」 に つい て 、 留 意 すべ き 事 項 を 教え て くだ さい 。 | 

国内 外 の 制裁 に 係る 法規 制 等 の 遵守 に つい て は 、 例 えば 、 国 際 連 合 安全 保障 理 
事 会 (以下 「 国 連 安保 理 」 と いい ます 。) 決議 等 で 指定 され る 経済 制裁 対象 者 に 
つい て は 、 外 国 為 替 及び 外国 貿易 法 第 16 条 及び 第 21 条 等 に 基づき 、 同 決議 等 
を 踏ま えた 外務 省 告示 が 発出 され た 場合 に 、 直 ち に 該当 する 経済 制裁 対象 者 と 
の 取引 が な いこ と を 確認 し 、 取 引 が ある 場合 に は 資産 凍結 等 の 措置 を 講ず る も 
の と され て いま す 。 さらに 、 国際 的 な 基準 等 ( 注 ) を 踏ま える と 、 外 務 省 告示 の 
発出 前 に お いて も 、 国 連 安 保 理 決議 で 経済 制裁 対象 者 が 追加 され た り 、 同 対象 者 
の 情報 が 変更 され た り し た 場合 に は 、 遅 滞 な く 自 ら の 制裁 リス ト を 更新 し て 顧 
客 等 の 氏名 等 と 照合 する と と も に 、 制 裁 リ スト に 該当 する 顧客 等 が 認め られ る 
場合 に は 、 よ り 厳 格 な 顧客 管理 を 行い 、 同 名 異人 か 本 人 か を 見 極め る な どの 適切 
か つ 慎 重 な 対応 が 必要 と 考え て いま す 。 

し た が っ て 、 こ の よう な 対応 を 確実 に 実施 する た め に 必要 な デー タベース や 
シス テム 等 の 整備 、 人材 の 確保 、 資金 の 手当 て を 、 直 面 し て いる リス ク に 応じ て 
実施 し て いた だ く こ と が 重要 で ある と 考え て いま す 。 

な お 、 昨 今 、 デ ー タ 復旧 等 に 身代金 を 要求 する ラン サム ウェ ア の 感染 被害 が 幸 
告 され て いま す 。 海外 で は ラン サム ウェ ア の 身代金 が テロ 資金 等 に 悪用 され る 

可能 性 も ある と 指摘 され て お り 、 米国 に お いて は 、 金融 機関 等 に 向け て 、 ラ ン サ 
ムウ ェ ア の 身代金 の 支払 い へ の 関与 に は 制裁 リス ク が ある と いう 点 に つい て 注 
意 喚起 の 勧告 も 出さ れ ま し た 。 サイ バー 空間 に は 国境 が な いこ と か ら 、 この よう 
な 身代金 の 支払 い に 金 融 機関 等 が 利用 され て は な ら ず 、 顧 客 の 送金 に つい て 、 こ 
の 種 の テロ 資金 供与 リス ク が ある こと も 留意 する 必要 が あり ます 。 

( 注 ) FATF に お いて は 、 テ ロ 資 金 供与 や 大 量 破壊 兵器 の 拡散 に 関す る 金融 制 

裁 と し て 、 国 連 安保 理 に より 制裁 対象 と し て 指定 され た 個人 ・ 団 体 が 保有 
する 資金 ・ 資 産 を 遅滞 な く 凍 結 す る こと を 求め て お り ま す 。 
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ロー2 (3) (ji) 顧客 管理 (カス タマ ー・ デ ュー・ デ ィ リ ジェ ンス : CDD) 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑤ 
信頼 性 の 高い デー タベース や シス テム を 導入 する (Q1) な ど 、 金融 機関 等 の 規 


模 や 特性 等 に 応じ た 合理 的 な 方 法 に より 、 リ スク が 高い 顧客 (02) を 的 確 に 検知 
する 枠組 み を 構築 する こと 





| 「 信 頼 性 の 高い デー タベース や シス テム を 導入 する な ど 」 と あり ます が 、 ベ ンダ | 
| 一 が 一 般 的 に 提供 し て いる PEPs リス ト の デー タベース や AML シス テム の 導入 等 | 
| を 念頭 に 置い て いる と の 理解 で 良い で し ょ うか 。 | 
ご 指摘 いた だ いた 外部 機関 等 が 提供 し て いる 信頼 に 足る PEPs リス ト も 含む 、 
国連 安保 理 指定 の 制裁 対象 者 ・ 国 ・ 団 体 、 取 引 に 関係 する 国 ・ 地 域 の 制裁 対象 者 
や 我が国 の 反 社 会 的 勢力 を 含む デー タベース 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係 
る シス テム も 一 例 と し て 考え られ ます 。 その 際 は 、 遅 滞 な く デ ー タ の 更新 が 行わ 
れる こと に 加え 、 取 引 フ ィ ル タリ ング シス テム の リス ト や あい まい 検索 機能 や 
取引 モニ タリ ング シス テム の シナ リオ ・ 敷 居 値 等 を リス ク に 応じ た 適切 な も の 
と する 必要 が ある と 考え られ ます 。 


a MUN A I UN I OI AE RE UU A RE CR UR OE RUC US CU I AOR A LE CR TN UN 


| 「 リ スク が 高い 顧客 を 的 確 に 検知 する 枠組 み を 構築 する こと 」 と あり ます が 、 
| 「 リ スク が 高い 顧客 」 に は 、 外 国 PEPs は 含ま れ ま すか 。 

一 般 的 に 、 外 国 PEPs は 、 汚 職 等 を 敢行 する 潜在 的 な お それ が ある こと か ら 、 
高 リ スク 顧客 の 中 に 含ま れ て 管理 され て いる も の と 考え られ ます 。 そこ で 、 金融 
機関 等 は 、 適 切 に 外国 PEPs を 検知 で きる 枠組 み の 整 備 が 必要 と な り ま す が 、 具 
体 的 な 高 リス ク 顧 客 の 範囲 や 検知 の 方 法 等 に つい て は 、 各 金融 機関 等 に お いて 、 
その 業務 特性 等 に 応じ て 、 個 別 具体 的 に 決定 し 、 必 要 に 応じ て 適切 に 対応 する こ 
と が 必要 と 考え られ ます 。 

な お 、 外 国 PPPs に つい て は 、 そ の 地位 や 職務 等 を 勘案 し て 、 リ スク 評価 を 行 
う 必 要 が あり 、 離 職 し て いる 場合 に は 、 年 数 に か か わら ず 離 職 後 の 経過 期間 も 考 
慮 する こと が 、 よ りき め 細 か い 継 続 的 顧客 管理 の 実施 に 資す る こと に な り ま す 。 
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ロー2 (3) (ii) 顧客 管理 (カス タマ ー・ デ ュー・ デ ィ リ ジェ ンス : CDD) 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑥ 
商品 ・ サ ービス 、 取 引 形態 、 国 ・ 地 域 、 顧 客 属性 等 に 対す る 自ら の マネ ロン ・ 


テロ 資金 供与 リス ク の 評価 の 結果 (一 2 (2) で 行う リス ク 評 価 ) を 踏ま えて 、 


全て の 顧客 に つい て 顧客 リス ク 評 価 を 行う (1~6) と と も に 、 講 ず べ き 低 減 措 
置 を 顧客 リス ク 評 価 に 応じ て 判断 する こと (Q6) (Q7) (08) 








RA ER CE EEC HE CCE RONG CE ERE EE EE RGEC RG FERCE EE GREASE LERCH EE EERE TE CEE CRE CE EERSTE TREE ECE ACERS ECC RE \ 


| 「 全 て の 顧客 に つい て 顧客 リス ク 評 価 を 行う 」 と は 、 取引 開始 時 点 で 当該 顧客 の | 
TR I 
取引 開始 時 点 に お いて も 、 単 に 取引 の 可否 や 本 部 協議 の 要 否 を 判断 する だ け 
で な く 、 継 続 的 顧客 管理 の た め に 必要 な 顧客 リス ク 評 価 を 行う こと が 求め られ 
ま す Oo 


な UO A RE A ECA A RE A CN CNN NUR I UR I RR TITRA TR UMAR A TRL TK AC 


| 「 全 て の 顧客 に つい て 顧客 リス ク 評価 を 行う 」 手 法 は 、 ど の よう な も の が ある の | 


顧客 リス ク 評 価 と は 、 商 品 ・ サ ービス 、 取 引 形態 、 国 ・ 地 域 、 顧客 属性 等 に 対 
する 自ら の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク の 評価 結果 を 踏ま えて 実施 する 全て 
の 顧客 に 対す る リス ク 評 価 を 意味 し て いま す 。 

本 ガイ ドラ イン は 、 金 融 機関 等 に 対し 、 全 て の 顧客 の 顧客 リス ク 評 価 を 行う こ 
と を 求め て いま す が 、 そ の 手法 に つい て は 、 金融 機関 等 の 規模 ・ 特 性 や 業務 実態 
等 を 踏ま えて 様々 な 方 法 が あり 得 ま す 。 例え ば 、 利用 する 商品 ・ サ ービス や 顧客 
属性 等 が 共通 する 「 顧 客 類 型 ご と 」 に リス ク 評 価 を 行う こと や 、「 顧 客 類 型 ご と 」 
で は な く 、 個 別 の 「 顧 客 ご と 」 に リス ク を 評価 する こと が 考え られ ます 。 

な お 、 令 和 3 年 2 月 19 日 改正 前 の ガイ ドラ イン に お いて は 、【 対 応 が 求め ら 
れる 事項 】 の 例示 と し て 「 顧 客 類 型 ご と 」 の 方 法 、 ま た 、【 対 応 が 期待 され る 事 
項 】 の 例示 と し て 「 顧 客 ご と 」 の 方 法 を 例示 し て いま し た が 、 今 回 の 改正 ( 令 和 
3 年 2 月 19 日 改正 ) に お いて 、 こ れ ら の 例示 を 削除 し て お り 、 顧 客 リ スク 評価 
の 実施 を 求め る こと を 【 対 応 が 求め られ る 事項 】 と し て 整理 し て いま す 。 


| 「 全 て の 顧客 に つい て 顧客 リス ク 評 価 を 行う 」 と あり ます が 、 例え ば 、 長期 不 稼 | 
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| 働 口 座 に つい て は 、 その 他 の 属性 の 如何 に か か わら ず 、 また 、 改め て 属性 を 確認 | 
| する こと な く 、 低 リス ク と 見 人 区 し た 上 で 通常 の 顧客 管理 と は 異な る 取扱 い を 行 | 
| い 、 口 座 が 稼働 し 始め た 時 点 で 高 リ スク 先 と 評価 し た 上 で 厳格 な 顧客 管理 を 実 | 
| 施す る こと と し 、 そ の 一環 と し て 顧客 情報 の 更新 を 実施 する こと で 問題 な いで | 


本 ガイ ドラ イン は 、 全て の 顧客 に つい て 、 金 融 機関 等 に に よる マネ ロン ・ テ ロ 資 
金 供与 リス ク の 特定 ・ 評 価 の 結果 を 総合 し て 、 顧 客 リ スク 評価 を する こと を 求め 
る も の で す が 、 具体 的 な 対応 策 に つい て は 、 その 取引 や 顧客 の 状況 に 応じ て 、 個 
別 具体 的 に 判断 する 必要 が あり ます 。 

例え ば 、 長期 不 稼動 口座 を 保有 する 顧客 に つい て 、 長期 に わた っ て 取引 が な さ 
れ て いな い 点 に 着目 し て その リス ク を 評価 し た 場合 、 口 座 残 高 に 異動 が な い 場 
合 は 低 リ スク と 評価 され ます が 、 急 に 取引 が 開始 され た 場合 や 新た に 小口 の 資 
金 移 動 が 発生 し た 場合 に は 、 シス テム 等 に よっ て 速やか に 検知 し 、 そ の 理由 を 確 
認 する 必要 が ある と 考え ます 。 その 前 提 と し て 、 長 期 不 稼働 口座 が 稼働 し た 場合 
に は 、 そ の 人 金額 の 多 奏 を 問わ ず 検 知 で きる 体制 を 設け る こと が 必要 と 考え ます 。 

また 、 こ の よう な 不 稼働 口座 が 動き 出し た 場合 に は 、 口座 の 譲渡 ・ 貸 与 等 が 行 
われ た 可能 性 も あり 、 この 点 を 考慮 し て まず は 顧客 リス ク 評 価 を 実施 し 、 直 ち に 
厳格 な 顧客 管理 (EDD) を 行う 必要 が ある か 否 か を 検討 する 仕組 み を 構築 する こ 
と が 考え られ ます 。 


1 PRESSOHETDRTLSEO5ErsrTgrrarrT srmsaTrmr rreTrETTaeErmcrrarop 芝 TmanrmTTmsm 二 moreroermrYramSraornorTEmT ToTETPrYEParraTrrrmrsrTrrsrrmr エ TarErrrrsrmorrsrroTS こ Ts エー テ rTrzmaroyan gn 


| 地域 や 職域 、 事 業 体 等 で 構成 され た 会 員 ・ 組 合 員 の 相互 扶助 を 目的 と し た 小 規 模 | 
| の 協同 組織 金融 機関 で は 、 顧客 が ある 意味 限定 され 、 か つ 、 対面 に よる 緊密 な 取 | 
| 引 が 行わ れ 、 相 当 程度 顧客 情報 は 把握 で き て いま す 。 その 場合 に 、 顧客 管理 の 方 | 
| 法 と し て は 、 全 て の 顧客 に つい て 、 例 えば 、 組合 員 と それ 以外 、 あ る い は 、 法 人 | 
| と 個人 、 生 活 口座 と し て 利用 する 顧客 と それ 以外 、 と いっ た よう な 形 で 類型 仕分 | 
| け を 行い 、 そ の 類型 ご と に リス ク 評 価 し 、 そ れ に 応じ た 対応 を 行う こと は 許容 さ | 
| れる と 考え て 良い の で し ょ うか 。 | 


上 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ゴ 


【A】 
金融 機関 等 の 規模 ・ 特 性 や 業務 実態 等 に 照ら し た リス ク 評 価 を 踏ま は え 、 リ スク 


が 限定 され る と いえ る 場合 に は 、 組合 員 と 非 組合 員 、 法人 と 個人 、 生活 口座 と し 

て 利用 する 顧客 と それ 以外 の 目的 で 口座 を 利用 する 顧客 と いっ た 観点 で 類型 化 

し 顧客 リス ク 評 価 を 行う こと が 可能 で ある 場合 も 考え られ ます 。 例え ば 、 金 融 機 

関 等 の 業務 内 容 か らし て リス ク が 低い 特性 を 有 し 、 顧 客 が 会 員 ・ 組 合 員 に 限定 さ 

れ て いて 、 担 当 者 が 各 顧 客 の 実態 に つい て 適切 に 把握 で きる の で あれ ば 、「 顧 客 
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の 類型 」 に 依拠 し た 顧客 リス ク 評 価 も 妥当 で ある と 考え られ ます 。 


TR 


| 「 比 較 的 リス ク の 高い 顧客 群 」「 低 リス ク と 思わ れる 顧客 群 」 と いう 区 分 の 仕方 | 
| から スタ ー ト し 、 数 年 か け て 顧客 情報 を 収集 ・ 累 積 ・ 分 析 し た 上 で 、「 リ スク 高 」 
| 「 リ スク 中 」「 リ スク 低 」 の よう に 評価 を 詳細 化し て 、 継 続 的 管理 を 高度 化 さ せ | 
| て いく 進め 方 で も 問題 な いで し ょ うか 。 | 

顧客 リス ク 評価 に つい て は 、 ま ず は 各 金 融 機関 等 が 保有 する 顧客 情報 に 基 づ 
いて リス ク 評 価 を 行い 、 当 該 評価 結果 に 応じ た 継続 的 な 顧客 管理 を 実施 し て い 
く 過程 で 顧客 情報 を 更新 し て いく と いう 手法 が 考え られ ます 。 こ の よう な 過程 
に お いて 、 当 初 は 高 リ スク 類型 ・ 低 リス ク 類 型 と いっ た 2 段階 で 顧客 リス ク 評 価 
を 行い 、 よ り 詳 細 な 評価 へ と 高度 化 さ せ て いく と いう 手法 が 適切 な 場合 も 考え 
られ ます が 、 い ずれ に し て も 、 具体 的 な 対応 策 に つい て は 、 金融 機関 等 の 規模 ・ 
特性 に 応じ て 個別 具体 的 に 判断 され る こと と な り ま す 。 し か し な が ら 、 数 年 か け 
て 顧客 情報 を 収集 ・ 累 積 ・ 分 析 し て いく 場合 に は 、 計画 を 策定 の 上 、 当該 計画 に 
基づく 進捗 管理 を 行う べき と 考え られ ます 。 


エーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


| リス ク 評価 を 行う 顧客 類型 に つい て 、 ど の よう な 類型 が ある の で し ょ うか 。 ま | 
| た 、 リ スク の 高い 顧客 類型 は どの よう な 類型 が ある の で し ょ うか 。 | 
各 金 融 機関 等 に よる リス ク 評 価 の 際 に 行う 顧客 類型 ご と の 分 析 方 法 は 、 金 融 
機関 等 の 業務 全体 か ら 見 た リス ク 状 況 に よっ て 異な り ま す が 、 例え ば 、 顧客 属性 
に 着目 し た も の と し て は 、 反 社会 的 勢力 や 制裁 対象 者 に つい て は 原則 取引 不可 
先 と し た 上 で 、 過 去 に 疑わ し い 取 引 の 届出 対象 と な っ た 顧客 や 不正 に 口座 を 利 
用 し て いる 疑い の ある 顧客 の ほか 、 不 芳 情報 を 把握 し た 顧客 等 に つい て は 高 リ 
スク 先 と し て 管理 する こと が 考え られ ます 。 
この ほか 、 例 えば 、 取 引 内 容 や 状況 に より 分 類する 方 法 と し て は 、 高 リス ク 
と 評価 し た 商品 ・ サ ービス を 利用 し て いる 顧客 を 一 つの 類型 と し て 、 高 リス ク 先 
と し て 管理 する こと も 考え られ ます 。 また 、 休眠 口座 、 長期 不 稼働 口座 に つい て 
は (これ ら の 口座 が 稼働 する まで は ) 低 リ スク 先 と 評価 する 一 方 、 本 人 確認 法 施 
行 以前 に 開設 され た 既存 顧客 の 口座 や 、 個 人 の 顧客 名 義 で ある も の の 法人 に よ 
り 利 用 され て いる 口座 、 不正 に 利用 され て いる 口座 等 の 類型 に つい て は 、 高 リス 
ク 先 と 評価 し た 上 で 、 あ ら か じ め 明 確 化 さ れ た 方 針 に し た が っ て 顧客 情報 の 調 
査 を 実施 する こと が 考え られ ます 。 
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な お 、 国 や 地方 公共 団体 に つい て は 、 一 律 で 低 リ スク と する こと も 可能 と 考 
えま す 。 た だ し 、 国 ・ 地 方 公共 団体 が 運営 する 団体 等 に つい て は 、 設立 経緯 、 そ 
の 取引 内 容 、 国 ・ 地 方 公共 団体 と の 親密 度 や 業務 内 容 を 勘案 し た 上 で 、 低 リス ク 
と する こと も 可能 と 考え ます 。 


エーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ユ 


在留 期限 の 定め の ある 在留 外国 人 に つい て も 、 リ スク ベー ス で 、 顧 客 リ スク に 
応じ て 顧客 管理 を 実施 し て いた だ く 必 要 が ある も の と 考え ます 。 

そし て 、 在 留 外国 人 の 場合 を 含め 、 将来 口座 の 取引 の 終了 が 見 込ま れる 場合 に 
は 、 当 該 口 座 が 売却 され 、 金融 犯罪 に 悪用 され る リス ク を 特定 ・ 評 価 し 、 適切 な 
リス ク 低 減 措 置 を 講ず る 必要 が あり ます 。 例え ば 、 外国 人 顧客 に つい て 在留 期間 
の 定め の ある 場合 、 リ スク 低減 措置 と し て 、 在留 期間 を 確認 の 上 、 顧客 管理 シス 
テム 等 に より 管理 し 、 在 留 期 間 満了 間近 の 顧客 に つい て は 、 在 留 期 間 の 確認 を 改 
め て 行っ た 上 、 延 長 が 確認 され た 場合 に は 再度 顧客 管理 シス テム へ の 登録 を 行 
う 一 方 、 延長 が 確認 で き な い な ど リ スク が 高まる と 判断 し た 場合 に は 、 必 要 に 応 
じ て 帰 国 前 に 口座 解約 を 促し 、 又 は 取引 制限 を 実施 する な どの リス ク 低 減 措 軒 
を 講ず る こと が 考え られ ます 。 

な お 、 特別 永住 者 や 永住 者 に つい て は 、 この よう な 在留 期間 に 基づく リス ク 自 
体 は な いも の と 考え られ ます が 、 他 の 顧客 と 同様 に 顧客 リス ク 評 価 は 必要 に な 
り ま す 。 


【Q8】 
| 国内 PEPs の 顧客 管理 に つい て は どの よう に 考え れ ば 良い で し ょ うか 。 | 
【A】 


国内 PEPs に つい て も 、 口座 開設 時 、 継続 的 顧客 管理 等 の 過程 に お いて 得 た 情 
報 等 に 基づき 、 他 の 顧客 と 同様 に 顧客 リス ク 評 価 を 行い 、 リ スク に 応じ た 対応 を 
行う こと が 重要 と 考え ます 。 
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ロー2 (3) (ii) 顧客 管理 (カス タマ ー・ デ ュー・ デ ィ リ ジェ ンス : CDD) 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑦ 

マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供 与 リ スク が 高い と 判断 し た 顧客 (01) に つい て は 、 以下 
を 含む リス ク に 応じ た 厳格 な 顧客 管理 (EDD) を 実施 する こと (Q2) 

イ . 資産 ・ 収 入 の 状況 、 取 引 の 目的 、 職 業 ・ 地 位 、 資 金 源 等 に つい て 、 リ スク に 
応じ 追加 的 な 情報 を 入手 する こと 


ロ . 当該 顧客 と の 取引 の 実施 等 に つき 、 上 級 管理 職 (Q3) の 承認 を 得る こと 

ハ . リス ク に 応じ て 、 当 該 顧客 が 行う 取引 に 係る 敷居 値 の 厳格 化 等 の 取引 モニ 
タリ ング の 強化 や 、 定 期 的 な 顧客 情報 の 調査 頻度 の 増加 等 を 図る (Q4) こと 

ニニ . 当該 顧客 と 属性 等 が 類似 する 他 の 顧客 に つき 、 顧 客 リ スク 評価 の 厳格 化 等 
が 必要 で な いか 検討 (05) する こと 








| 「 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク が 高い と 判断 し た 顧客 」 と は 、 犯 収 法 第 4 条 第 | 
| 2 項 前 段 に 規定 する 厳格 な 顧客 管理 を 行う 必要 性 が 特に 高い と 認め られ る 取引 | 
| 等 (以下 本 質問 に お いて 「 高 リス ク 取 引 」 と いい ます 。) を 行う 顧客 を 指す の で | 
| し ょ うか 。 ある い は 、 それに 加え て 、 又 は 別途 に 「 高 リス ク 取 引 」 を 行わ な い 高 | 
| リス ク 顧 客 を 指す の で し ょ うか 。 | 

本 ガイ ドラ イン エー2 (3) (ii)【 対 応 が 求め られ る 事項 】 ⑦ に 定め る 「 マ ネ 
ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク が 高い と 判断 し た 顧客 」 と は 、 金融 機関 等 に お いて 策 
定 し た 顧客 の 受入 れ に 関す る 方 針 等 に 基づき 、 必 要 な 情報 を 確認 ・ 調 査 し た 結果 、 
受入 段階 に お いて マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 に 係る リス ク が 高い と 判断 され た 原 
客 の ほか 、 受入 後 、 継続 的 な 顧客 管理 措置 の 中 で 、 リ スク 評価 を 見 直し た 際 に 、 
あら か じ め 定 め ら れ た 方 法 で 高 リス ク と 判断 され た 顧客 を 意味 し ます 。 

な お 、 犯 収 法 上 の 高 リス ク 取引 を 行う 顧客 に つい て 、 法 定 の 各 項 目 を 確認 する 
こと は 、 法 令 対応 と し て 、 最 低 限 対応 が 必要 な 措置 で ある と 考え ます 。 


リス ク の 評価 に よっ て は 、 金融 機関 等 の 特定 取引 ( 犯 収 法 施行 令 第 7 条 。 顧客 管 
| 理 を 行う 上 で 特別 の 注意 を 要する 取引 ( 同 法 施行 規則 第 5 条 ) を 含み ます 。) の | 
| 際 に 実施 する 取引 時 確認 、 厳 格 な 顧客 管理 を 行う 必要 性 が 特に 高い と 認め られ | 
| る 取引 ( 同 法 施行 令 第 12 条 ) の 際 に 実施 する 取引 時 確認 以上 の こと が 求め られ | 
| る ケー ス も ある の で し ょ うか 。 | 
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リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ に よる 顧客 管理 に お いて は 、 犯 収 法 等 の 法令 に 定め 
る 取引 時 確認 は 、 最低 限 の 対応 で す の で 、 そ れ に 加え て 、 何ら か の 追加 的 措置 を 
講ず る こと は 必然 的 に あり 得る も の と 考え ます 。 いずれ に せよ 、 各 金融 機関 等 に 
は 、 その 規模 や 特性 等 に 応じ て 、 本 ガイ ドラ イン の 趣旨 に 沿っ た 適切 な 対応 が 来 
め ら れ て いま す 。 


EET NEI REE TIERONE KT TKR ISE OE CE OE ENE EE III TEE ERE ET RT ERIE YI RS CS YS YE EIENIEE TG I EKG ERE | 


| 「 上 級 管 理 職 」 と は どの よう な ポジ ショ ン を 想定 し て いる の で し ょ うか 。 犯 収 法 | 
| 第 11 条 第 3 号 が 定め る 統括 管理 者 と 同義 な の で し ょ うか 。 | 
本 ガイ ドラ イン に お ける 「 上 級 管 理 職 」 に は 、 例え ば 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供 
与 対策 に 従事 する 部 門 の 長 等 が 含ま れ 得 る と 考え て いま す が 、 各 金融 機関 等 の 
規模 や 組織 構造 等 に 応じ て 、 個別 具体 的 に 判断 する 必要 が あり ます 。 な お 、 犯 収 
法 第 11 条 第 3 号 が 定め る 「 統 括 管理 者 」 と は 必ず し も 同義 で は あり ませ ん 。 


| 「 当 該 顧客 が 行う 取引 に 係る 敷居 値 の 厳格 化 等 の 取引 モニ タリ ング の 強化 や 、 | 
| 定期 的 な 顧客 情報 の 調査 頻度 の 増加 等 を 図る 」 と は 具体 的 に どの よう な 対応 が | 
| 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 

全 顧 客 に 対し て 実施 され て いる 顧客 リス ク 評 価 の 結果 を 踏ま え 、 高 リス ク 顧 
客 に 対し て は 、 取引 モニ タリ ング の 敷居 値 を 厳格 に する 、 高 リス ク 顧 客 向 け の シ 
ナリ オ を 適用 する な ど 、 個 別 的 な 対応 を 実施 する こと が 考え られ ます 。 対し て 、 
低 リ スク 顧客 に つい て は 、 敷居 値 や シン ナリ オ の 適用 を 簡素 化す る と いう こと が 
考え られ ます 。 

この ほか 、 定期 的 な 顧客 情報 の 更新 に お いて 収集 する 情報 の 内 容 、 種 類 及び 料 
度 等 を 変更 する な どの 対応 が 考え られ ます 。 


| 「 属 性 等 が 類似 する 他 の 顧客 に つき 、 顧 客 リ スク 評価 の 厳格 化 等 が 必要 で な い | 
| か 検討 する こと 」 と は 、 具 体 的 に どの よう な 対応 が 求め られ て いる の で し ょ う 


ピー ニニ ーー ニニ ニー ニニ ニニ ーー ニニ ーーー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニーー ニ ニニ ーー ニー ニー ニーー ニ ーー ニニ ニーー ニ ーー ニー ニー ニニ ーー ニニ ーーー ニ ニー ニー ニーーー ニ ーー ニー ニニ ニーー ニ ニー ニ ーーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ 


顧客 リス ク 評 価 の 結果 、 高 リス ク 先 と 判断 され た 顧客 に つい て 、 商品 ・ サ ー ビ 
ス 、 取 引 形 態 、 国 ・ 地 域 、 顧客 属性 等 に つい て 内 容 を 確認 し た 後 、 他 の 顧客 に つ 
いて 、 高 リス ク 先 と 判断 され た 顧客 と 類似 又は 共通 する 項目 等 が な いか を 確認 
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し 、 当 該 他 の 顧客 に つい て も 、 顧客 リス ク 評価 を 見 直す 必要 性 に つい て 検討 する 
こと が 考え られ ます 。 


54 


ロー2 (3) (ji) 顧客 管理 (カス タマ ー・ デ ュー・ デ ィ リ ジェ ンス : CDD) 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑧ 
顧客 の 営業 内 容 、 所 在 地 等 が 取引 目的 、 取 引 態様 等 に 照ら し て 合理 的 で は な 


い (Q1) な どの リス ク が 高い 取引 等 に つい て 、 取引 開始 前 又は 多額 の 取引 等 に 際 
し 、 営 業 実態 や 所 在 地 等 を 把握 する な ど 追 加 的 な 描 置 を 講ず る こと (Q2) 








【q 1】 
| 「 顧 客 の 営業 内 容 、 所 在 地 等 が 取引 目的 、 取 引 態 様 等 に 照ら し て 合理 的 で は な | 
| い 」 と は 、 ど の よう な 場合 を いう の で すか 。 | 
【A】 


例え ば 、 合 理 的 な 理由 な く 事 業 所 と 金融 機関 等 と の 取引 場所 が 離れ て いる 遠 
隔 地 取引 の 場合 や 、 送 金 依頼 人 が 輸入 者 や 商取引 の 支払 人 と は 別 の 第 三 者 で あ 
っ て 、 第 三 者 が 送金 する こと に 合理 的 な 理由 が 認め られ な い 場 合 の ほか 、 取引 の 
内 容 が 顧客 か ら 申 告 を 受け て いる 営業 内 容 等 の 情報 と 整合 し な い 場 合 等 の 高 リ 
スク と 認め られ る 取引 の こと を 指し ます 。 


「 顧 客 の 営業 内 容 、 所 在 地 等 が 取引 目的 、 取 引 態 様 等 に 照ら し て 合理 的 で は な 
| い 」 場 合 に お いて 、 想 定 し て いる 追加 的 な 措置 が あれ ば 教え て くだ さい 。 | 
顧客 の 営業 内 容 、 所 在 地 等 が 取引 目的 、 取引 態 様 等 に 照ら し て 合理 的 で は な い 
場合 に お いて は 、 証 跡 を 徴 求 し つつ 合理 的 な 説明 を 求め る こと や 、 金融 機関 等 に 
お いて 、 顧 客 へ の 訪問 又は 実地 調査 を 実施 する こと も 考え られ ます が 、 少 な く と 
も 、 この よう な リス ク の 高い 場合 に お いて は 、 営 業 実態 や 所 在 地 の 把握 は 必須 で 

ある と 考え ます 。 

その 上 で 、 顧 客 か ら の 協力 が 得 ら れ な い 場 合 等 に は 、 合 理 的 で は な い 事 項 が 明 
確 に な る まで 、 一 定 の 取引 に つい て 上 級 管理 職 等 の 承認 等 の 手続 を 行う こと が 
必要 と 考え られ ます が 、 い ずれ に せよ 、 リ スク が 高い 取引 等 に 対す る 追加 的 な 措 
置 に つい て は 、 当該 取引 の 特性 ・ リ スク 等 に 応じ て 、 個別 具体 的 に 判断 する こと 
に な り ま す 。 
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ロー2 (3) (ji) 顧客 管理 (カス タマ ー・ デ ュー・ デ ィ リ ジェ ンス : CDD) 

【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑨ 

マネ ロン ・ テ ロロ 資金 供与 リス ク が 低い と 判断 し た 顧客 に つい て は 、 当該 リスク 
の 特性 を 踏ま そえ な が ら 、 当 該 顧客 が 行う 取引 の モニ タリ ング に 係る 敷居 値 を 上 


げた り 、 顧客 情報 の 調査 範囲 ・ 手 法 ・ 更 新 頻度 等 を 異 に し た りす る な どの リス ク 
に 応じ た 簡素 な 顧客 管理 (SDD) (Q1~Q6) を 行う な ど 、 円 滑 な 取引 の 実行 に 配慮 
する こと 





| 「 リ スク に 応じ た 簡素 な 顧客 管理 (SDD) 」 と は 、 具体 的 に どの よう な 措置 を いう | 
| の で し ょ うか 。 | 

本 ガイ ドラ イン に お ける 「 リ スク に 応じ た 簡素 な 顧客 管理 (SDD) 」 と は 、 顧客 
リス ク 評 価 の 結果 、「 低 リス ク 」 と 判断 され た 顧客 の うち 、 一 定 の 条件 を 満た し 
た 顧客 に つい て 、DM 等 を 送付 し て 顧客 情報 を 更新 する な どの 積極 的 な 対応 を 劉 
保 し 、 取引 モニ タリ ング 等 に よって 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク が 低く 維持 
され て いる こと を 確認 する 顧客 管理 措置 の こと を いい ます 。 


「 リ スク に 応じ た 簡素 な 顧客 管理 (SDD)」 に つい て 、 犯 収 法 上 の 「 簡 素 な 顧客 管 
| 理 」( 犯 収 法 施行 令 第 7 条 第 1 項 柱 書 及び 犯 収 法 施行 規則 第 4 条 第 1 項 柱 書 ) と | 
| は 何 が 異な る の で し ょ うか 。 | 

SDD は 、 犯 収 法 上 の 「 簡 素 な 顧客 管理 」 と は 異な る 概念 で す 。SDD は 、 主 と し 
て 顧客 情報 の 更新 の 場面 を 問題 に し て いる も の で あり 、 継 続 的 な 顧客 管理 を 行 
う 上 で の 実態 把握 や リス ク 評 価 の 見 直し の 際 に 行う 措置 を 意味 し て いま す 。 犯 
収 法 上 の 「 簡 素 な 顧客 管理 」 の よう に 、 取引 時 確認 等 の 場面 に 適用 され る も の で 
は あり ませ ん 。 


| 「 リ スク に 応じ た 簡素 な 顧客 管理 (SDD)」 を 行う 対象 を 整理 する に 当たっ て の 留 | 
「 リ スク に 応じ た 簡素 な 顧客 管理 (SDD) 」 を 行う 対象 は 、 一 般 的 に 、 な りす ま 
し や 不正 利用 等 の リス ク が 低い こと が 考え られ る 顧客 や 口座 を 想定 し て いま す 。 
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その 上 で 、 以 下 の 点 に 留意 する こと が 必要 と 考え て お り 、 当 庁 と し て は 、 以下 
の ① か ら ⑥ 及 び ( 注 1) か ら ( 注 3) に 即 し て いる 限り 、SDD の 対象 と する こと 
が 可能 と 考え ます 。 

① 法人 及び 営業 性 個人 の 口座 は 対象 外 で ある こと ( 注 1) 

② 全て の 顧客 に 対し て 、 具 体 的 ・ 客 観 的 な 根拠 に 基づき 、 商 品 ・ サ ービス 、 
取引 形態 、 国 ・ 地 域 、 顧客 属性 等 に 対す る マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 
の 評価 結果 を 総合 し て 顧客 リス ク 評 価 を 実施 し 、 低 リス ク 先 顧客 の 中 か ら 
SDD 対象 顧客 を 選定 する こと 

定期 ・ 随 時 に 有効 性 が 検証 され て いる 取引 モニ タリ ング を 活用 し て 、SDD 
対象 口座 の 動き が 把握 され 、 不 正 取 引 等 が 的 確 に 検 和 され て いる こと 
SDD 対象 顧客 に つい て は 、 本 人 確認 済み で ある こと ( 注 2) 
SDD 対象 顧客 は 、 直 近 1 年 間 に お いて 、 捜 査 機関 等 か ら の 外部 照会 、 疑 わ 
し い 取 引 の 届出 及び 口座 凍結 依頼 を 受け た 実績 が な いこ と 
SDD 対象 顧客 に つい て も 、 取 引 時 確認 等 を 実施 し 、 顧 客 情報 が 更新 され 
た 場合 に は 、 顧 客 リ スク 評価 を 見 直し た 上 で 、 必 要 な 顧客 管理 措置 を 講 
ずる こと ( 注 3) 


OO OS @ 


( 注 1) 法人 や 営業 性 個人 は 、 取 引 関 係 者 や 親子 会 社 等 、 関与 する 者 が 相当 に 
多い こと が 一 般 的 で あり 、 法 人 や 営業 性 個人 の 行う 取引 に 犯罪 収益 や 
テロ リス ト に 対す る 支援 金 等 が 含ま れる 可能 性 が 相応 に ある も の と 考 
えら れる た め 、S5SDD 対象 と する こと は 相当 で は な いと 考え ます 。 

( 注 2) ④ の 「 本 人 確認 済み 」 と は 、 基本 的 に は 、2016 年 10 月 の 改正 犯 収 法 
施行 以降 に 同 法 に 基づく 取引 時 確認 を 実施 し た こと を 意味 し て いま す 。 

また 、1990 年 10 月 1 日 以降 に 取引 を 開始 し た 顧客 に つい て も 、 当 時 
の 規制 等 に 沿っ た 手続 が 確認 され れ ば 、「 本 人 確認 済み 」 と 整理 する こ 
と は 可能 で ある と 考え ます 。 

一 方 で 、1990 年 10 月 1 日 より 前 に 取引 を 開始 し た 顧客 に つい て は 、 
公 的 又は 他 の 信頼 で きる 証明 書類 等 に 基づき 、 氏 名 、 住 所 及び 生年 月 
日 を 確認 し た 証跡 が 存在 し な い 限 り 、「 本 人 確認 済み 」 と 整理 する こと 
は で き な い も の と 考え ます 。 

( 注 3) ⑥ に つい て は 、 SDD 対象 顧客 に 対し て 顧客 リス ク 評 価 の 見 直し を 実施 
し た 場合 に 、 再 度 SDD 先 と 整理 する こと を 妨げ る も の で は あり ませ ん 。 


| 具体 的 に は 、 どの よう な 顧客 に つい て 、「 リ スク に 応じ た 簡素 な 顧客 管理 (SD)」 | 
| と する 余地 が ある の で し ょ うか 。 | 


【A】 

当 庁 と し て は 、【Q 3 】 の 【A】 記載 の ① か ら ⑥ の 留意 点 及び ( 注 1) か ら ( 注 
3) に 即 し て いる 限り 、SDD 対象 と する こと が 可能 で ある と 考え ます 。 

多く の 場合 は 、 経 常 的 に 同様 の 取引 を 行う 口座 で あっ て 保有 し て いる 顧客 情報 
と 当該 取引 が 整合 する も の (給与 振込 口座 、 住宅 ロー ン の 返済 口座 、 公共 料金 等 
の 振替 口座 その 他 営 業 に 供し て いな い 口 座 ) 等 に つい て は 、【Q 3 】 記載 の ① か 
ら ⑥ の 留意 点 及 び ( 注 1) か ら ( 注 3) に 即 し て いる と 考え られ ます が 、 い ずれ 
に し て も 、 個 々 の 顧客 に つい て 【Q3】 記載 の ① か ら ⑥ の 留意 点 及 び ( 注 1) か 
ら ( 注 3) に 即 し て いる か 検証 し た 上 で 、 SDD 対象 の 顧客 を 判断 する こと が 必要 
に な る も の と 考え ます 。 


| 「 リ スク に 応じ た 簡素 な 顧客 管理 SDD) 」 を 実施 する こと と し た 場合 、 ど の よう | 
| な 管理 を 実施 する こと に な る の で し ょ うか 。 | 

本 ガイ ドラ イン に お ける 「 リ スク に 応じ た 簡素 な 顧客 管理 (SDD) 」 と は 、 顧客 
リス ク 評 価 の 結果 、「 低 リス ク 」 と 判断 され た 顧客 の うち 、 一 定 の 条件 を 満た し 
た 顧客 に つい て 、DM 等 を 送付 し て 顧客 情報 を 更新 する な どの 積極 的 な 対応 を 留 
保 し 、 取引 モニ タリ ング 等 に よっ て 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク が 低く 維持 
され て いる こと を 確認 する 顧客 管理 措置 の こと を いい ます 。 

SDD 対象 と し た 顧客 で あっ て も 、 特 定 取引 等 に 当たっ て 顧客 と の 接点 が あっ た 
場合 、 不 芳 情 報 を 入手 し た 場合 、 今 まで の 取引 履歴 に 照ら し て 不 自然 な 取引 が 行 
われ た 場合 等 に は 、 必要 に 応じ て 積極 的 な 対応 に よる 顧客 情報 の 更新 を 実施 し 、 
顧客 リス ク 評 価 の 見 直し を 行う こと が 必要 に な る も の と 考え ます 。 

特に 、 公 的 書類 等 の 証跡 が 不足 し て いる SDD 対象 顧客 が 来店 し た 場合 等 、 本 
来 更新 すべ き 情 報 を 最新 化す る 機会 が あれ ば 、 当該 機会 を 活用 し 、 必要 な 情報 更 
新 を 実施 する 態勢 を 構築 する こと が 必要 で ある も の と 考え ます 。 


エーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


| 上場 企業 等 や 、 国 ・ 地 方 公共 団体 等 に つい て は 、 SDD の 対象 に は な り 得 な い の で | 
| し ょ うか 。 こ れ ら の 顧客 を SDD 対象 と し な い 場 合 、 ど の よう に 顧客 管理 する こ | 
| と が 考え られ ます か 。 | 
上 場 企 業 等 や 国 ・ 地 方 公共 団体 等 は 基本 的 に は SDD 対象 と は な り ませ ん 。 
上 場 企 業 等 、 法 律 上 の 根拠 に 基づく 信頼 性 の ある 情報 が 定期 的 に 公表 され て 
いる 場合 (有価 証券 報告 書 等 ) に は 、 当該 情報 を 基 に 顧客 リス ク 評価 を 実施 し 、 
58 


当該 リス ク 評 価 に 応じ た リス ク 低 減 措 置 を 実施 する こと も 考え られ ます 。 

また 、 国 ・ 地 方 公共 団体 及び その 関連 団体 (法律 上 の 根拠 に 基づき 設立 ・ 資 金 
の 運用 が 実施 され て いる 団体 等 ) に つい て は 、 定 期 的 な 情報 更新 まで は 不要 と 考 
えま す が 、 犯 収 法 第 11 条 柱 書 に 則っ た 対応 を する 必要 は ある も の と 考え ます 。 
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ロー2 (3) (ji) 顧客 管理 (カス タマ ー・ デ ュー・ デ ィ リ ジェ ンス : CDD) 

【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑩ 

後記 「(v) 疑わ し い 取引 の 届出 」 に お ける 【 対 応 が 求め られ る 事項 】 の ほか 、 
以下 を 含む 、 継 続 的 な 顧客 管理 を 実施 する こと 

イ . 取引 類型 や 顧客 属性 等 に 着目 し 、 こ れ ら に 係る 自ら の リス ク 評 価 や 取引 モ 
ニタ リン グ の 結果 も 踏ま そえ な が ら 、 調 査 の 対象 及び 頻度 を 含む 継続 的 な 顧客 
管理 の 方 針 を 決定 し 、 実 施す る こと (Q1) (2) (Q3) (Q4) 

ロ . 各 顧 客 に 実施 され て いる 調査 の 範囲 ・ 手 法 等 が 、 当 該 顧客 の 取引 実態 や 取 
引 モ ニタ リン グ の 結果 等 に 照ら し て 適切 か 、 継 続 的 に 検討 する こと (Q5) 
ハ . 調査 の 過程 で の 照会 や 調査 結果 を 適切 に 管理 し 、 関係 する 役職 員 と 共有 す 

る こと (Q6) 

各 顧 客 の リス ク が 高まっ た と 想定 され る 具体 的 な 事象 が 発生 し た 場合 等 
の 機動 的 な 顧客 情報 の 確認 に 加え 、 定期 的 な 確認 (Q7) (Q8) (Q9) に 関し て も 、 
確認 の 頻度 を 顧客 の リス ク に 応じ て 異 に する こと (Q10) 

継続 的 な 顧客 管理 に より 確認 し た 顧客 情報 等 を 踏ま え 、 顧客 リス ク 評 価 を 
見 直し (Q11)、 リ スク に 応じ た リス ク 低 減 措 置 を 講ず る こと (Q12) 

特に 、 取 引 モ ニタ リン グ に お いて は 、 継 続 的 な 顧客 管理 を 踏ま えて 見 直し た 
顧客 リス ク 評 価 を 適切 に 反映 (013) する こと 








COPTER ECE CLE RC ESB EEE EE TR ERR EE CEASE RR EE ERE TEER EE EL EGE GREE EEE UEPE CREE EE REE EE EEE EERE } 


| 継続 的 な 顧客 管理 を 導入 する 際 、 こ れ ま で 管理 を 行っ て いな い 既 存 顧 客 等 は ど | 
| の よう に 取り 扱え ば よい で し ょ うか 。 | 
継続 的 な 顧客 管理 の 実施 に は 、 前提 と し て 、 商 品 ・ サ ービス 、 取引 形態 、 取引 
に 係る 国 ・ 地 域 、 顧 客 属性 等 の リス ク を 包括 的 か つ 具 体 的 に 検証 し て 得 ら れ た リ 
スク 評価 を 踏ま え 、 全 顧客 に 顧客 リス ク 評 価 が な され て いる こと が 必要 と な り 
ます 。 既存 顧客 に 対す る 顧客 リス ク 評 価 は 、 既存 の 顧客 情報 に 基づく 暫定 的 な 願 
客 リ スク 評価 を 行っ た 上 、 最 新 の 顧客 情報 に 基づい て 当該 仮 の 顧客 リス ク 評 価 
を 見 直し 、 そ の リス ク に 応じ た 頻度 に より 、 ある い は 、 随時 に 顧客 情報 を 更新 す 
る 必要 が あり ます 。 


UE A UN A UL I AA A A OL I CL IL I TOL TL NLR 


| 継続 的 な 顧客 管理 を 実施 する 際 の 「 調 査 」 する 情報 に つい て 、 具体 的 な 内 容 を 教 | 
| えて くだ さい 。 例え ば 、 本 人 特定 事項 や 取引 目的 、 職業 、 事業 内 容 等 の 再 確認 が | 
| これ に 該当 する と の 理解 で よい で し ょ うか 。 | 
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【A】 

まず 、「 調 査 」 の 目的 は 、 調 査 結果 を 踏ま えて 顧客 リス ク 評 価 を 見 直す こと に 
より 、 実 効 的 な リス ク 低減 措置 を 講ず る こと に あり ます 。 その た め 、 個別 の 顧客 
に つい て 、 保 有 し て いる 全て の 情報 を 一 律 に 更新 する こと は 、 必 ず し も 必要 で は 
な く 、 同 顧客 に つい て 、 リ スク 管理 上 必要 な 情報 を 調査 する こと が 必要 と な り ま 
す 。 

調査 すべ き 情 報 と し て は 、 ご 指摘 の 例 の ほか 、 顧 客 の リス ク に 応じ て 、 例 えば 、 
顧客 及び その 実質 的 支配 者 の 資産 ・ 収 入 の 状況 、 資金 源 等 が 含ま れ 得る も の と 考 
えま す 。 また 、 申告 され て いる 属性 か ら 判 断 し た 資産 ・ 収 入 に 比べ て 、 入出 金 金 
額 が 不 自然 に 高額 な 場合 に は 、 疑 わし い 取 引 の 届出 の 対象 と し て 検証 する 仕組 
み の 構 築 が 求め られ ます 。 

いずれ に せよ 、 い か な る 項目 を 調査 対象 と する か に つい て は 、 対 象 と な る 顧客 
の 顧客 リス ク 評 価 や 取引 の 特性 等 に 応じ て 、 個 別 具体 的 に 判断 する こと に な り 
ます が 、 顧 客 リ スク 評価 に 必要 な 情報 を 収集 する た め に 必要 な 調査 を 実施 する 
こと が 求め られ て いま す 。 

な お 、 継続 的 顧客 管理 に お ける 顧客 情報 の 更新 に つい て は 、 顧客 に 対し て より 
一 層 丁 寧 な 説明 を 行う こと が 必要 に な る も の と 考え ます 。 
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「 調 査 」 の 目的 は 、 調 査 結果 を 踏ま えて 顧客 リス ク 評 価 を 見 直す こと に より 、 
実効 的 な リス ク 低 減 措置 を 講ず る こと に あり ます 。 

例え ば 、 郵 送 物 を 送付 し 、 顧 客 か ら 回 答 を 得る 方 法 が 一 般 的 で は あり ます が 、 
その ほか 、 支店 等 に お ける 対面 で の 対応 や 、 ア プリ を 利用 する 方 法 等 、 リ スク に 
応じ た 対応 が 考え られ ます 。 

いずれ に せよ 、 金融 機関 等 に お いて 、 リ スク に 応じ て 、 調査 の 目的 を 達成 で き 
る 手段 を 検討 ・ 実 施す る こと が 必要 と な り ま す 。 


【Q 4】 
| 「 調 査 の 対象 」 に つい て は 、 ど の よう に 考え れ ば よい の で し ょ うか 。 | 
【A】 


基本 的 に は 、 全 て の 顧客 が 継続 的 顧客 管理 の 対象 と な り 、「 調 査 の 対象 」 と な 

る も の と 考え ます 。 

但し 、1 年 以上 不 稼働 の 口座 等 長期 不 稼働 口座 や 、 取引 開始 後に 取引 不可 先 と 
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整理 され た 顧客 等 に つい て は 、 そ の ほか の 顧客 と は 異な る 管理 が 必要 と な る も 
の の 、 定 期 的 な 情報 更新 は 不要 と な る も の と 考え ます 。 


| 「 各 顧客 に 実施 され て いる 調査 の 範囲 ・ 手 法 等 が 、 当該 顧客 の 取引 実態 や 取引 モ | 
| ニタ リン グ の 結果 等 に 照ら し て 適切 か 、 継続 的 に 検討 る こと 」 と は 具体 的 に ど | 
| の よう な 対応 が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 

顧客 リス ク 評価 に 応じ て 実施 され て いる 調査 の 範囲 ・ 手 法 等 が 、 当該 顧客 の 取 
引 実 態 や 取引 モニ タリ ング の 結果 等 か ら 得 られ る 内 容 と 比較 し て 適切 で ある こ 
と が 維持 され る よう 、 内 部 監査 部 門 (第 3 線 ) や 管理 部 門 (第 2 線 ) が 、 継 続 的 
に 確認 し 、 必要 に 応じ て 、 調査 の 範囲 ・ 手 法 等 を 見 直し 、 顧客 リス ク 評価 を 変更 
する こと も 含む 対応 が 検討 され る 態勢 を 構築 する こと が 求め られ ます 。 


エーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


| 「 調 査 の 過程 で の 照会 や 調査 結果 を 適切 に 管理 し 、 関 係 する 役職 員 と 共有 する | 
| こと 」 と は 具体 的 に どの よう な 対応 が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 

顧客 に 対す る 調査 等 で 得 ら れ た 情報 に つい て は 、 部 門間 、 部 署 問 の 情報 格差 を 
な くし 、 効 率 的 か つ 実 効 的 な マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 を 実施 する た め 、 所 管 
部 署 で 情報 を 囲い 込む の で は な く 、 各 種 法 令 等 を 遵守 し つつ 、 必 要 に 応じ て 金融 
機関 等 の 関係 する 役職 員 と 適切 に 共有 する こと が 求め られ ます 。 


EU RIE IT 


| pF 


定期 的 な 確認 項目 や 頻度 に つい て は 、 リ スク 評価 を 適切 に 行う た め に 必要 な 
情報 で あり 、 対象 と な る 顧客 の 特性 ・ リ スク 等 に 応じ て 、 個別 具体 的 に 判断 する 
こと に な り ま す 。 こ の 点 、 例え ば 、 高 リ スク 顧客 に つい て は 、 通常 の 顧客 に お け 
る 確認 項目 に 加え て 、 定 期 的 に 、 例 えば 1 年 ご と に 、 資 産 ・ 収 入 の 状況 、 資 金 源 、 
商 流 等 を 確認 し た 上 で 、 更に リス ク が 高まっ た と 想定 され る 場合 に つい て は 、 個 
別に 確認 を 実施 する こと な ど が 考え られ ます 。 これ に 加え て 、 各 金融 機関 等 に お 
いて 設定 し た 確認 項目 や 頻度 が 実効 的 な も の と な っ て いる か を 含め 、 実 施 状況 
に つき 検証 を 行い 、 必要 が あれ ば 見 直し を 行う 態勢 と する こと も 求め られ ます 。 
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| 定期 的 な 顧客 情報 の 確認 方 法 に 関し て 、 犯 収 法 に て 顧客 か ら の 申告 に よる 確認 | 
| が 認め られ る ケー Eas 
| 等 ) に つい て は 、 顧客 情報 の 更新 確認 は 顧 容 か ら の 申出 ベー ス に よる 確認 で 認 
| られ る と の 理解 で 良い で し ょ うか 。 | 
本 ガイ ドラ イン に は 、 顧 客 及 びそ の 実質 的 支配 者 の 本 人 確認 事項 等 の 調査 に 
お いて 、「 信 頼 に 足る 証跡 」 を 求め る 旨 の 記載 が あり ます が 、 こ れ は 、 顧 客 の 申 
告 の 真正 性 等 を 確認 する た め 必 要 な 証跡 を 求め る 趣旨 で あっ て 、 あ ら ゆ る 確認 
事項 に 対し て 、 一 律 に 書面 で の 証跡 を 求め る も の で は あり ませ ん 。 
いずれ に せよ 、 リ スク に 応じ た 頻度 で の 定期 的 な 確認 に つい て も 、 単 一 の 法 
令 ・ ガ イド ライ ン 等 で 求め られ る 最低 水準 を 画 一 的 に 全て の 顧客 に 当て は め る 
の で は な く 、 リ スク に 応じ て 証跡 を 求め て 確認 を 行う と いっ た 対応 が 求め られ 
ます 。 


| 顧客 情報 の 「 定 期 的 な 確認 」 と の 記載 は 、 リ スク が 低い と 判断 し 、 簡易 な 顧客 管 | 
| 理 方 針 と し た 顧客 に つい て も 全て 、 マ ネロ ン 防 止 対策 の 目的 を も っ て 、 本 人 特定 | 
| 情報 や 顧客 管理 情報 等 の 再 確認 を 行う た め に 、 顧 客 と コン タク ト (電話 や 郵送 | 
| 等 ) を 取り 、 ヒ アリ ング や 資料 提供 を 依頼 する こと を 想定 し て いる の で し ょ う | 
| か 。 それ と も 、 こ うし た 顧客 に つい て は 、 全 先 に 対し て コン タク ト を 取ら ず 、 顧 | 
| 客 属性 デー タ 、 取 引 履 歴 デ ー タ の ほか 、( も し あれ ば ) これ まで の 気付 き 状況 の | 
| み で 判断 する と いっ た 対応 で も 問題 な い の で し ょ うか 。 | 

継続 的 な 顧客 管理 に つい て は 、 リ スク が 低い と 判断 し た 顧客 も 含む 全て の 顧 
客 を その 対象 と する こと が 求め られ ます が 、 全 て の 顧客 に 一 律 の 時 期 ・ 内 容 で 調 
査 を 行う 必要 は な く 、 顧客 の リス ク に 応じ て 、 調査 の 頻度 ・ 項 目 ・ 手 法 等 を 個別 
具体 的 に 判断 し て いた だ く 必 要 が あり ます 。 

顧客 と の 店 頭取 引 や イン ター ネッ ト 取 引 等 で 顧客 が アク セス する な どの 各種 
変更 手続 の 際 に 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 情報 も 確認 され て いる の で 
あれ ば 、 そ の よう な 実態 把握 を も っ て 、 継 続 的 な 顧客 管理 に お ける 顧客 情報 の 確 
認 と する こと も 考え られ ます 。 

た だ し 、 高 リス ク 顧 客 の 中 に は 、 営業 実態 の 把握 や 実地 調査 、 顧客 に 対し て 対 
面 で 確認 する こと が 必要 な 場合 も ある こと か ら 、 リ スク に 応じ た 対応 が 必要 で 
ある こと に 留意 すべ き と 考 えま す 。 
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| 「 確 認 の 頻度 を 顧客 の リス ク に 応じ て 異 に する こと 」 と あり ます が 、 どの よう な | 
| 頻度 を 想定 し て いる の で し ょ うか 。 また 、 情 報 の 網羅 的 な 更新 を 求め る も の で は | 
| な く 、 例 えば 現住 所 地 等 一 定 の 情報 に 着目 し 、 リ スク 評価 を 変更 する 契機 と すべ | 
| き 事 象 が 生じ て いな いか を 確認 し 、 当 該 事象 が 発生 し て いる 場合 に の み 、 深 度 あ | 
| る 確認 を 実施 し よう と する こと で 良い で し ょ うか 。 | 

継続 的 な 顧客 管理 に つい て は 、 顧 客 に 係る 全て の 情報 を 更新 する こと が 常に 
必要 と な る も の で は な く 、 顧客 の リス ク に 応じ て 、 調査 の 頻度 ・ 項 目 ・ 手 法 等 を 
個別 具体 的 に 判断 し て いた だ く 必 要 が あり ます 。 

一 般 的 に は 、 高 リス ク 先 に つい て は 1 年 に 1 度 、 中 リス ク 先 に つい て は 2 年 に 
1 度 、 低 リス ク 先 に つい て は 3 年 に 1 度 と いっ た 頻度 で 情報 更新 を 行う こと が 
考え られ ます 。 こ れ 以 上 、 期 間 を 延ばす 場合 に は 、 合理 的 か つ 相 当 な 理由 が 必要 
に な る も の と 考え ます 。 

また 、 更 新 する 情報 は 、 顧 客 リス ク 評 価 の 見 直し を する た め に 必要 な 範囲 
で 、 個 別 具体 的 な 事情 に 照ら し て 判断 し て いた だ く 必 要 が あり ます 。 情報 更新 
に 際 し て は 、 信 頼 で きる 公開 情報 を 参考 に する こと も あり 得 ます し 、 顧 客 に 対 
面 で 確認 する べき 場合 も あり 得る も の と 考え ます 。 

な お 、 継続 的 顧客 管理 に お いて 、 顧 客 リ スク 評価 の 見 直し 手続 に 係る 期日 管理 
や 期日 まで に 見 直し が で き な い 顧客 の 管理 、 期 日 超過 分 の 速やか な 解消 に つい 
て は 、 第 1 線 と 第 2 線 が 連携 し 、 適切 な 管理 が 行わ れる こと が 重要 で あり 、 期 日 
超過 の 管理 状況 に つい て は 、 定 期 的 に 経営 陣 に 報告 され 、 解 消 の た め の 措 置 を 講 
ずる こと が 期待 され ます 。 


顧客 属性 や 取引 類型 を 踏ま えて 、 ま ず 「 高 リス ク 先 」 と し た 顧客 に つい て 、 その 
後に 情報 更新 を 行っ た 結果 、 中 リス ク 先 ある い は 低 リ スク 先 と 判断 する こと も 
| あり 得る の で し ょ うか 。 | 
顧客 リス ク 評 価 は 定期 又は 随時 に 見 直し を し て いた だ く 必 要 性 が ある と ころ 、 
「 見 直し 」 に は 、 上 方 遷移 及び 下方 遷移 の いずれ も あり 得る も の と 考え ます 。 
し た が っ て 、 一 度 高 リ スク 先 と 評価 し た 顧客 に つい て 、 その 後 、 取引 内 容 等 が 
変化 し た こと や 追加 情報 を 得 た こと な ど に よっ て 、 当 該 顧客 の 顧客 リス ク 評 価 
を 、 中 程度 の リス ク と 評価 する こと も あり 得る も の と 考え ます 。 
も っ と も 、 こ うし た 顧客 リス ク 評 価 の 見 直し の た め に は 、 適 切 に 顧客 の 実態 を 
把握 する 必要 が あり ます の で 、 引 き 続 き 、 顧 客 の 実態 調査 の 質 の 向上 に 努め て い 
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| 「 顧 客 リ スク 評価 を 見 直し 、 リ スク に 応じ た リス ク 低 減 措 置 を 講ず る こ と 」 と | 
| は 、 具 体 的 に どの よう な 措置 が 求め られ て いま すか 。 | 

リス ク に 応じ た リス ク 低 減 措置 と は 、EDD, CDD, SDD と いう よう に 顧客 管理 の 方 
法 を 変更 する の みな ら ず 、 取 引 モ ニタ リン グ に お ける 敷居 値 や モニ タリ ング シン 
ナリ オ を 変更 し た り 、 取 引 時 に 調査 する 顧客 情報 の 収集 の 内 容 ・ 方 法 を 変更 し た 
りす る な どの 措置 を 講ず る こと が 求め られ て いま す 。 


| 「 取 引 モ ニタ リン グ に お いて は 、 継 続 的 な 顧客 管理 を 踏ま えて 見 直し た 顧客 リ | 
| スク 評価 を 適切 に 反映 する こと 」 と は 具体 的 に どの よう な 対応 が 求め られ て い | 
SOTLEING 

取引 モニ タリ ング に つい て は 、 顧 客 リ スク 評価 と 適切 に 連動 させ る た め 、 モニ 
タリ ング シナ リオ や 敷居 値 を 変更 する な どの 対応 が 求め られ ます 。 
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IIー2 (3) (ji) 顧客 管理 (カス タマ ー・ デ ュー・ デ ィ リ ジェ ンス : CDD) 

【 対 応 が 求め られ る 事項 】 ⑪ 

必要 と され る 情報 の 提供 を 利用 者 か ら 受 けら れ な いな ど 、 自 ら が 定め る 適切 
な 顧客 管理 を 実施 で き な い と 判断 し た 顧客 ・ 取 引 等 (02) に つい て は 、 取引 の 謝 


絶 を 行う こと 等 を 含め 、 リ スク 遮断 (Q1) を 図る こと を 検討 する こと 
その 際 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 名 目 で 合理 的 な 理由 な く (Q3) 謝絶 等 
を 行わ な いこ と 





| 新規 顧客 に 対す る 口座 開設 の 謝絶 や 、 既存 顧客 に 対す る 口座 解約 、 取引 制限 も こ | 
| こ に いう 「 リ スク 遮断 」 に 含ま れる と 考え て 良い で し ょ うか 。 謝絶 等 の 対象 と な | 
| る 取引 に 、 口 座 開設 の ほか 、 為 替 、 入 出 金 、 両 替 は 該当 し ます か 。 | 
本 ガイ ドラ イン TI 一 2 (3) (ii)【 対 応 が 求め られ る 事項 】 ⑪ は 、 検討 対象 と 
な る 顧客 や 取引 を 限定 し て いる わけ で は な いた め 、 い ずれ も 排除 され る も の で 
は あり ませ ん 。 


ここ ここ ーー ーー ニー ニニ ーー ニン ニー ニテ ーー ニー ニー ニニ ーー ニー クー ニー クー ニー ニー ニン ーー ニテ ーー デー ンー ニー ニー ニン ニー ニニ ーー ニー ニー ンー ビー デニ ーー ニー ニー ニー ラー ニラ ニー ーー シー ニー ニニ ニー ニー ニー ニー テー ニー ーーー デー ニニ ニー ニー 


| 犯罪 収益 で ある と 疎 明 で き な い も の の 、 資 金 の 実態 が 不明 な 場合 に は 、 本 ガイ ド | 
| ライ ン エ 一 2 (3) (ii ) 【 対 応 が 求め られ る 事項 】 ⑪ に ある 「 自 ら が 定め る 適切 | 
| な 顧客 管理 を 実施 で き な い 」 も の と 判断 し て も 問題 な いで し ょ うか 。 | 

ご 指摘 の 事情 は 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 高め る 一 要素 に な り 得る も 
の と 考え ます が 、「 自 ら が 定め る 適切 な 顧客 管理 を 実施 で き な い 」 場 合 に 該当 す 
る か どう か に つい て は 、 各 金融 機関 等 の 方 針 や 顧客 の リス ク 等 に 応じ て 、 個 別 具 
体 的 に 判断 され る こと に な り ま す 。 

また 、 判 断 に 当たっ て は 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 名 目 の み を 理由 と し 、 
合理 的 な 理由 な く 謝 絶する こと な く 、 預 金 規定 等 の 内 容 等 、 顧客 と の 契約 関係 に 
照ら し て 、 総 合 的 に 判断 され る 必要 が ある と 考え られ ます 。 


aa 


| 「 合 理 的 な 理由 な く 謝絶 等 を 行わ な いこ と 」 と あり ます が 、「 合 理 的 な 理由 」 の | 
| 判断 は 、 各 金 融 機 関 等 が 、 本 ガイ ドラ イン 等 を 踏ま え 、 リ スク ベー ス で 判断 し て | 
| 間 題 な いと 考え て 良い で し ょ うか 。 | 


上 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


「 合 理 的 な 理由 」 が 存在 する か 否 か に つい て は 、 預金 規定 の 内 容 等 、 顧客 と の 
契約 関係 に 照ら し て 、 個々 の 顧客 の 事情 ・ 特 性 ・ 取 引 関係 ! リ スク 管理 に 必要 な 
情報 が 収集 する こと が で きる か と いっ た 点 等 を 踏ま え 、 各 金融 機関 等 に お いて 、 
個別 具体 的 に 丁寧 に 検討 する 必要 が ある と 考え て お り ま す 。 

そし て 、 個々 の 顧客 の 事情 ・ 特 性 ・ 取 引 関 係 や リス ク 和 菅 理 に 必要 な 情報 に つい 
て 、 可 能 な 限り 収集 し 、 こ れ 以 上 手段 を 尽く すこ と が 困難 な 状況 に な っ た 場合 、 
当該 顧客 に 対し て どの よう な 制限 を 行う こと が 必要 か と いう こと を 、 リ スク に 
応じ て 、 総 合 的 に 検討 する こと が 考え られ ます 。 
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ロー2 (3) (ii) 顧客 管理 (カス タマ ー・ デ ュー・ デ ィ リ ジェ ンス : CDD) 


【 対 応 が 期待 され る 事項 】 a . 
団体 (Q1) の 顧客 に つい て の リス ク 評 価 に 当たっ て は 、 当 該 団 体 の みな ら ず 、 


当該 団体 が 形成 し て いる グル ー プ (Q1) も 含め 、 グ ルー プ 全 体 と し て の マネ ロ 
ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 勘 率 する こと (0Q2) 








| 「 団 体 」 や 「 団 体 が 形成 し て いる グル ー プ 」 と は 、 ど の よう な 組織 を 念頭 に 置け | 
| ば 良い の で し ょ うか 。 | 
ガイ ドラ イン に お いて 、 顧 客 属性 も 考慮 し た 上 で 顧客 リス ク 評価 を する こと 
を 求め て いる と ころ 、 顧客 属性 は 、 顧客 の 所 属す る 集団 (例え ば 、 顧客 が 反 社 会 
的 勢力 に 属す る も の で な いか 、 フ ロン ト 企 業 に 属す る も の で な いか な ど ) の 性 質 
を も 勘案 し て 判断 され る 必要 が あり ます 。 

これ と 同様 に 、 団体 の 顧客 に つい て も その 団体 が 所 属す る 、 あ る い は その 団体 
が 形成 し て いる より 大 き な 集団 の 性 質 等 も 踏ま えて 、 顧 客 リ スク 評価 が 実施 さ 
れる こと が 重要 で ある と 考え て いま す 。 

本 項目 は よ 、 こ うし た 趣旨 に 基づく も の で す の で 、 ま ず 、「 団 体 」 及 び 「 団 体 が 
形成 し て いる グル ー プ 」 の 範囲 に つい て は 、 機 械 的 に 判断 され る も の で は な く 、 
当該 「 団 体 」 及 び 「 グ ルー プ 」 自 体 の 性 質 や 、「 団 体 」 が ある 「 グ ルー プ 」 内 で 
有する 地位 や 影響 力 等 に 応じ て 、 個 別 具体 的 に 判断 する 必要 が あり ます 。 

し た が っ て 、「 団 体 」 は 法人 に 限定 され る も の で は な く 、 法 人 格 な き 社 団 も 含 
む 概念 で す 。 こ の ほか 、 例え ば 、 法人 格 が な く 、 か つ 、 統 一 的 な 意思 決定 機関 が 
存在 し な いた め 、 い わ ゆ る 法人 格 な き 社団 に 該当 し な いよ うな 集団 に つい て も 、 
「 団 体 」 と 評価 する 余地 が あり ます 。 

また 、「 団 体 が 形成 し て いる グル ー プ 」 の 範囲 に つい て も 、 資 本 関係 や 契約 や 
合意 等 一 定 の 取決め の 有無 に に とら われ る こと な く 、 リ スク に 応じ て 捉え る 必要 
が あり 、( 連 結 ) 子会社 や 持分 法 適 用 会 社 と いっ た 持分 割合 に よっ て 機械 的 に 判 
断 さ れる も の で は あり ませ ん 。 

例え ば 、 顧客 と 資本 関係 の な い 者 (顧客 以外 の 者 ) が 合弁 会 社 を 設立 し て いる 
場合 に お いて 、 当該 顧客 以外 の 者 の リス ク が 高い と 判断 され る 場合 に は 、 当 該 顧 
客 の 顧客 リス ク 評価 に こう し た 事情 を 反映 させ る こと が 考え られ ます 。 また 、 原 
客 の 実質 的 支配 者 が リス ク の 高い 顧客 の 実質 的 支配 者 と 同一 で ある よう な 場合 
に は 、 当 該 顧 客 と 当該 高 リス ク 顧 客 は グル ー プ を 形成 し て いる と 捉え る 余地 が 
ある も の と 考え ます 。 
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いずれ に し て も 、 顧 客 の 実態 把握 を 進め 、 顧 客 に 関連 する 事情 を 十分 考慮 し て 
顧客 リス ク 評 価 を 行っ て いた だ く こ と が 重要 で ある も の と 考え ます 。 


| 「 グ ルー プ 全 体 と し て の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 勘案 する こと 」 に つい | 
| て 、 具 体 的 に どの よう な こと を 想定 し て いる の で し ょ うか 。 | 

団体 の リス ク 評価 に 当たっ て は 、 当該 団体 の みな ら ず 、 実 質 的 支配 者 が 同一 の 
自然 人 や 配偶 者 で ある 場合 や 資本 関係 や 一 定 の 法 的 取決め に 基づく 関係 等 を 有 
する 団体 も 紐 づ けし 、 グ ルー プ 全 体 と し て の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク に つ 
いて 勘案 する こと を 求め て いま す 。 

具体 的 に は 、 グ ルー プ の うち 顧客 の リス ク 評 価 に 重大 な 影響 を 及ぼ し 得る 先 
(制裁 対象 国 周辺 地域 と 取引 を 行っ て いる 先 等 ) が ある 場合 に 、 そ の リス ク も 踏 
まえ て 当該 団体 の リス ク 評 価 を する と いう こと を 想定 し て お り ま す 。 
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ロー2 (3) リス ク の 低減 
(iii) 取引 モニ タリ ング ・ フ ィ ル タリ ング 
( 柱 書 ) 
リス ク 低 減 措 置 の 実効 性 を 確保 する 手段 と し て は 、 個 々 の 顧客 に 着目 する 顧 
客 管理 の ほか に も 、 取 引 そ の も の に 着目 し 、 人 金融 機関 等 に お ける 取引 状況 の 分 


析 、 異 常 取 引 や 制裁 対象 取引 の 検知 等 を 通じ し て リス ク を 低減 させ る 手法 が あり 、 
金融 機関 等 に お いて は 、 これ ら を 組み 合わ せ て 実施 し 、 リ スク 低減 措置 の 実効 性 
を 高め て いく こと が 有効 で ある 。 





Ep 


| 取引 の 「 モ ニタ リン グ 」 と 「 フ ィ ル タリ ング 」 の それ ぞ れ の 定義 、 両者 の 区 別 を | 
| 教え て くだ さい 。 | 
本 ガイ ドラ イン に お いて は 、「 取 引 モ ニタ リン グ 」 と は 、 過 去 の 取引 パタ ー ン 
等 と 比較 し て 異常 取引 の 検知 、 調査 、 判 断 等 を 通じ て 疑わ し い 取引 の 届出 を 行い 
つつ 、 当 該 顧客 の リス ク 評 価 に 反映 させ る こと を 通じ て リス ク を 低減 させ る 手 
法 を いい ます 。 
他方 、「 取 引 フ ィ ル タリ ング 」 と は 、 取 引前 や リス ト が 更新 され た 場合 等 に 、 
取引 関係 者 や 既存 顧客 等 に つい て 反 社 会 的 勢力 や 制裁 対象 者 等 の リス ト と の 照 
合 を 行う こと な ど を 通じ て 、 反 社会 的 勢力 等 に よる 取引 を 未然 に 防止 する こと 
で 、 リ スク を 低減 させ る 手法 を いい ます 。 
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ロー2 (3) (iii) 取引 モニ タリ ング ・ フ ィ ル タリ ング 

【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 

疑わ し い 取 引 の 届出 に つなが る 取引 等 に つい て 、 リ スク に 応じ て 検知 する た 
め 、 以下 を 含む 、 取引 モニ タリ ング に 関す る 適切 な 体制 を 構築 し 、 整備 する こと 
イ . 自ら の リス ク 評 価 を 反映 し た シナ リオ ・ 敷 居 値 等 の 抽出 基準 を 設定 する こ 
と (Q1) 


ロ . 上 記 イ の 基準 に 基づく 検知 結果 や 疑わ し い 取引 の 届出 状況 等 を 踏ま え 、 届 
出 を し た 取引 の 特徴 (業種 ・ 地 域 等 ) や 現行 の 抽出 基準 (シナ リオ ・ 敷 居 値 等 ) 
の 有効 性 を 分 析 し 、 シ ナリ オ ・ 敷 居 値 等 の 抽出 基準 に つい て 改善 を 図る こと 
(Q2) 





| CGR RSL Sg CE BCIPEHE EE TC TEEEE TE CE CE CST EC EE RR EAE ER EC CSE EE RT TC EER SE EE EER ET CIEE ET ORL EER TRE EE EE ET REE SAE RS 1 


| 「 自 ら の リス ク 評 価 を 反映 し た シナ リオ ・ 敷 居 値 等 の 抽出 基準 を 設定 する こと 」| 
| に つい て 、 具 体 的 に どの よう な こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 
取引 モニ タリ ング に 当たっ て は 、 画 一 的 な シナ リオ や 敷居 値 に よっ て 不 公正 
取引 の 疑い が ある 取引 を 検 和 する の で は な く 、 リ スク に 応じ て 、 適 用 する シナ リ 
オ や 敷居 値 を 異 に する 対応 を 求め て いま す 。 例え ば 、 高 リス ク 顧 客 に 対す る シナ 
リオ と 低 リ スク 顧客 に 対す る シナ リオ を 、 リ スク に 応じ て それ ぞ れ 適用 する な 
ど 、 画 一 的 な シナ リオ 適用 に な ら な いよ うに 求め て いる も の で す 。 

た だ し 、 適 用 する シナ リオ を 、 全 て リス ク に 応じ て 専用 シナ リオ に 変更 し な け 
れ ば な ら な いわ け で は な く 、 画 一 的 に 適用 する 基本 シナ リオ と 一 部 リス ク に 応 
じ た 専 用 シナ リオ を 適用 する と いう 対応 も 可能 と 考え ます 。 

な お 、 上 記 内 容 を 実現 する た め の 検 討 、 検 証 期間 は 必要 と 考え られ ます の で 、 
適切 な 計画 を 策定 し た 上 、 当該 検討 等 を 実施 する こと 、 シナ リオ や 敷居 値 の 有効 
性 に つい て 、 定 期 的 に 見 直し を 行う こと が 重要 で ある と 考え ます 。 


et UN MUNN UU UN NNO OO LL OU NE 


| 「 取 引 の 特徴 (業種 ・ 地 域 等 ) や 現行 の 抽出 基準 (シナ リオ ・ 敷 居 値 等 ) の 有効 | 
| 性 を 分 析 し 、 シ ナリ オ ・ 敷 居 値 等 の 抽出 基準 に つい て 改善 を 図る こと 」 に つい て 、| 
| 具体 的 に どの よう な こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 
取引 モニ タリ ング で 検知 し た 取引 、 疑 わし い 取引 の 届出 に 至っ た 取引 に つい 
て 、 共 通し た 取引 の 特徴 (業種 ・ 地 域 等 ) 及び 抽出 基準 (シナ リオ ・ 敷 居 値 等 ) 
を 確認 する こと に 加え て 、 よ り 多 く の 疑 わし い 取 引 の 届出 に つなが っ た 取引 の 
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特徴 や 抽出 基準 と それ 以外 を 特定 し 、 有 効 な 取引 の 特徴 や 抽出 基準 の 改善 余地 
の 検証 、 そ れ 以 外 に つい て は 、 有効 な も の と 同様 に 改善 の 余地 が な いか 検証 を す 
る と と も に 、 誤 検知 率 を 踏ま え 、 廃止 する 必要 性 の 検討 を 実施 し 、 よ り 有 効 な 取 
引 の 形態 、 抽 出 基 準 を 特定 する 取組 み を 継続 的 に 実施 する こと が 求め られ て い 
ます 。 

また 、 同一 パタ ー ン の 誤 検 知 に つい て 、 一 定期 間 検 知 し な いよ うな 手法 ( サ プ 
レッ ショ ン ) も 考え られ ます 。 な お 、 サ プレ ッ シ ョ ン を 導入 する 場合 に は 、 そ の 
設定 に お いて 、 顧 客 属性 の 変化 や 時 間 の 経過 と と も に 、 本 来 検 乱す べき も の が 検 
知 さ れ な いよ うな 設定 に な っ て いな いか な ど 、 そ の 適切 性 に つい て 定期 的 に 検 
証する こと が 必要 で す 。 
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ロー2 (3) (iii) 取引 モニ タリ ング ・ フ ィ ル タリ ング 

【 対 応 が 求め られ る 事項 】② 

制裁 対象 取引 に つい て 、 リ スク に 応じ て 検知 する た め 、 以下 を 含む 、 取引 フィ 
ル タ リ ング に 関す る 適切 な 体制 (Q1) を 構築 し 、 整 備 す る こと 

イ . 取引 の 内 容 (送金 先 、 取 引 関係 者 (その 実質 的 支配 者 を 含む ) 、 輸出 入 品 目 
等 ) に つい て 照合 対象 と な る 制裁 リス ト が 最新 の も の と な っ て いる か 、 及 び 制 


裁 対 象 の 検知 基準 が リス ク に 応じ た 適切 な 設定 と な っ て いる か (Q2) を 検証 
する な ど 、 的 確 な 運用 を 図る こと 

国際 連合 安全 保障 理事 会 決議 等 で 経済 制裁 対象 者 等 が 指定 され た 際 に は 、 
遅滞 な く 照 合 す る (Q3) な ど 、 国内 外 の 制裁 に 係る 法規 制 等 の 遵守 その 他 リ ス 
ク に 応じ た 必要 な 措置 (Q4) を 講ず る こと 








| 「 取 引 フ ィ ル タリ ング に 関す る 適切 な 体制 」 と は 、 ど の よう な こと を 想定 し て い | 
| る の で し ょ うか 。 | 

例え ば 、 制 裁 対象 者 や 制裁 対象 地域 に つい て 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト で 複数 の 表記 方 
法 が あり 得る 場合 に は 、 ス ペリ ング の 違い に つい て 幅 を も っ て 検索 で きる 「 あ い 
まい 検索 機能 」 の 適切 な 設定 に 加え て 、 制 裁 リ スト に 複数 の 名 称 を 登録 する こと 
の ほか 、 他 の 顧客 の 継続 的 顧客 管理 措置 や 取引 モニ タリ ング 、 取 引 フ ィ ル タリ ン 
グ 、 疑 わし い 取引 の 届出 調査 の 過程 で 把握 し た 情報 や 公知 情報 等 か ら 入手 し た 
取引 不可 先 情報 や 、 シ ステ ム 的 に 検知 し 深堀 調査 行う た め の キ ー ワ ー ド 等 ( 制 
裁 対象 国 ・ 地 域 や 制裁 対象 者 で な いも の の 、 リ スク の 高い 特定 の 国 ・ 地 域名 や 氏 
名 、 団体 名 等 ) を 金融 機関 独自 の 照合 リス ト に 追加 する こと な ど に より 、 制裁 対 
象 取引 に 関す る リス ク 管 理 や リス ク に 応じ た 調査 を 適切 に 行う こと な ど が 含ま 
れる と 考え ます 。 


テン あすか す まあ ジウ を チ 和 オビ ミミ キリ オセ ボン キミ パパ ミタ で ミリ ギー キネ セミ ワタ い ミン キミ リボ ミリ ネン キ セッ で キリ キキ ミタ ミイ チコ キン アパ タロ 


| 「 制 裁 対象 の 検知 基準 が リス ク に 応じ た 適切 な 設定 と な っ て いる 」 と は どの よ | 
| うな こと を 想定 し て いる の で し ょ うか 。 | 


取扱 業務 や 顧客 層 を 踏ま そ を て 、 取 引 フ ィ ル タリ ング シス テム の あい まい 検索 
機能 の 設定 を 適切 に 行う よう 、 定 期 的 に 調整 する こと を 想定 し て いま す 。 
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国際 連合 安全 保障 理事 会 決議 等 で 経済 制裁 対象 者 等 が 指定 され た 際 に は 、 金 
融 機関 等 は 、 数 時 間 、 遅 く と も 24 時 間 以 内 に 自ら の 制裁 リス ト に 取り 込み 、 取 
引 フ ィ ル タリ ング を 行い 、 各 金融 機関 等 に お いて 既存 顧客 と の 差分 照合 が 直 ち 
に 実施 され る 態勢 を 求め て いま す 。 


| 「 国 内 外 の 制裁 に 係る 法規 制 等 の 遵守 その 他 リ スク に 応じ た 必要 な 措置 」 に つ 
| いて 、 具 体 的 に どの よう な こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 


スー ンー ツーン ーー と 


【A】 
a 等 遵守 と 同様 の 対応 が 必要 と 考え られ 、 未然 防止 
置 を 講ず る 必要 が あり ます 。 


OE 制裁 適用 の 要件 を 十分 に 確認 し 、 必要 な 対応 を 検討 す 
る こと が 求め られ て お り 、 金 融 機関 等 自ら の リス ク 評 価 に 従い 、 特に 、 取引 量 、 
営業 地域 や 経営 戦略 を 踏ま えて 、 適 宜 適切 に 未然 防止 措置 を 講ず る こと が 考え 
られ ます 。 

な お 、 国外 の 制裁 に つい て は 、 制裁 適用 の 要件 を 十分 に 確認 し 、 必要 な 対応 を 
検討 する こと が 求め られ ます 。 
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ロー2 (3) リス ク の 低減 
(iv ) 記録 の 保存 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 


本 人 確認 資料 等 の 証跡 の ほか 、 顧客 と の 取引 ・ 照 会 等 の 記録 等 、 適切 な マネ ロ 
ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 実施 に 必要 な 記録 (Q1) を 保存 する こと (Q2) 








| 「 本 人 確認 資料 等 の 証跡 の ほか 、 顧客 と の 取引 ・ 照 会 等 の 記録 等 、 適 切な マネ ロ | 
| ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 実施 に 必要 な 記録 」 と は 、 ど の よう な も の を 指す か 教え | 
| て くだ さい 。 | 
犯 収 法 に より 作成 が 求め られ る 確認 記録 (第 6 条 )、 取引 記録 (第 7 条 ) 、 本 ガ 
イド ライ ン ロ エー2 (3) (Vii)【 対 応 が 求め られ る 事項 】 ③ イ 、 品 及び ハ に 記載 す 
る 事項 に 関す る 記録 、 顧 客 と の 取引 経緯 の 記録 等 、 金 融 機 関 等 に お ける マネ ロ 
ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管理 に 必要 な 全て の 記録 を 指し ます 。 


記録 の 保存 の 方 法 は 、 電磁 的 記録 に よる 保存 で も 良い で し ょ うか 。 また 、 保存 期 
| 間 に つ いて 、 顧 客 の 属性 や リス ク 等 に 応じ て 判断 する と いう 理解 で 良い で し ょ | 
| うか 。 | 

記録 の 保存 の 方 法 は 、 電 磁 的 記録 に よる 保存 も 含ま れ ます 。 

記録 の 保存 期間 に つい て は 、 一 律 に 一 定期 間 の 保存 を 求め る 趣旨 で は あり ま 
せん が 、 関係 法令 に 保存 期間 の 定め が ある 記録 に つい て は 、 当該 保存 期間 に 従う 
必要 が あり ます 。 

いずれ に せよ 、 関 係 法令 に よる 要請 等 を 踏ま えつ つ 、 各 金融 機関 等 の 規模 や 特 
性 、 顧客 の リス ク 等 に 応じ て 、 個別 具体 的 に 判断 する こと に な り ま す が 、 分 析 可 
能 な 形 で 整理 する な ど 、 適 切 に 管理 する こと が 求め られ ます 。 
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ロー2 (3) リス ク の 低減 

(v) 疑わ し い 取 引 の 届出 

( 柱 書 ) 

疑わ し い 取引 の 届出 は 、 犯 収 法 に 定め る 法律 上 の 義務 で あり 、 同 法 の 「 特 定 事 


業者 」 に 該当 する 人 金融 機関 等 が 、 同 法 に 則っ て 、 届出 等 の 義務 を 果たす こと は 当 
然 で ある 。 





KORE HREEAE EEERE LRRDRE CSG CEERI EE CEC GECC GE RE EAE ES CG EE ER CL EE EC EPSTEIN RCREEE OE RC Ear } 


| 疑わ し い 取引 の 「 届 出 等 の 義務 を 果たす こと は 当然 」 と あり ます が 、 具体 的 に ど | 
| の よう な 義務 が ある の で し ょ うか 。 | 

特定 業務 に 係る 取引 に つい て 、 当 該 取 引 に お いて 収受 し た 財産 が 犯罪 に よる 
収益 で ある 疑い が ある か どう か 、 又 は 顧客 等 が 当該 取引 に 関し 組織 的 犯罪 処 劉 
法 第 10 条 の 罪 若 し く は 麻薬 特例 法 第 6 条 の 罪 (いわ ゆる マネ ー・ ロ ー ン ダリ ン 
グ 罪 ) に 当たる 行為 を 行っ て いる 疑い が ある か どう か ( 注 ) を 判断 し 、 こ れ ら の 
疑い が ある と 認め られ る 場合 に お いて は 、 速 や か に 、 政 令 で 定め る と ころ に より 、 
政令 で 定め る 事項 を 届け 出る 義務 が あり ます ( 犯 収 法 第 8 条 第 1 項 、 同 法 施行 令 
第 16 条 ) 。 

また 、 上 記 届 出 を 行 お うと する こと 又は 行っ た こと を 顧客 等 又は その 関係 者 
に 漏らす こと は 禁じ られ て いま す ( 同 法 第 8 条 第 3 項 ) 。 

な お 、 捜 査 機関 等 か ら の 捜査 関係 事項 照会 書 や 個別 の 要請 に 応じ る 場合 で あ 
っ て も 、 別 途 調査 及び 検討 し 、 疑 わし い 取引 に 該当 する と 判断 し た も の に つい て 、 
疑わ し い 取引 の 届出 を 行う 必要 が あり ます 。 

( 注 ) マネ ー・ ロ ー ン ダリ ング 罪 の 前 提 犯 罪 に は 、 詐欺 、 入 管 法 違 反 、 覚 せい 

剤 取締 法 違反 等 の ほか 、 平 成 29 年 6 月 の 組織 的 犯罪 処 久 法 の 改正 に よっ 
て 前 提 犯 罪 の 対象 が 拡大 され 、 例え ば 、 法人 税法 や 所 得 税法 等 の 各種 税法 
違反 も 含ま れ て いる こと に つい て も 、 ご 留意 くだ さい 。 
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エー2 (3) (vV) 疑わ し い 取引 の 届出 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 
顧客 の 属性 、 取 引 時 の 状況 その 他 金 融 機 関 等 の 保有 し て いる 具体 的 な 情報 を 


総合 的 に 勘案 し た 上 で 、 疑 わし い 取 引 の 該当 性 に つい て 適切 な 検討 ・ 判 断 が 行わ 
れる 態勢 を 整備 し 、 法 律 に 基づく 義務 を 履行 する ほか 、 届 出 の 状況 等 を 自ら の 
リス ク 管 理 態勢 の 強化 に も 必要 に 応じ 活用 する こと 








RST EE SERS RE EEO EAE RR CERES crack aa て EE cec TFT \ 


| 「 法 律 に 基づく 義務 を 履行 する ほか 、 届 出 の 状況 等 を 自ら の リス ク 管 理 態勢 の | 
| 強化 に も 必要 に 応じ 活用 する こと 」 に つい て 、 具 体 的 に どの よう な こと が 求め ら | 
| れ て いる の で し ょ うか 。 | 

犯 収 法 上 求め られ て いる 疑わ し い 取引 の 届出 義務 の 履行 及び 義務 履行 を 適切 
に 実施 で きる 態勢 整備 等 の みな ら ず 、 疑 わし い 取引 の 届出 を 実施 し た 取引 に つ 
いて 分 析 す る こと に 加え 、 人 金融 機関 等 自ら の リス ク 評 価 や 取引 モニ タリ ング の 
シナ リオ ・ 敷 居 値 に 反映 で きる よう な 情報 を 抽出 し 、 リ スク 管理 態勢 の 強化 に 活 
用 する こと が 求め られ ます 。 

また 、 検 知 か ら 届出 まで の 時 間 の 管理 及び 効率 化 、 誤 検知 率 を 低下 させ る た め 
の シナ リオ の 見 直し や 取引 モニ タリ ング の 有効 性 の 検証 等 の 取組 み 等 も 含ま れ 
ます 
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エー2 (3) (vV) 疑わ し い 取引 の 届出 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】② 
金融 機関 等 の 業務 内 容 に 応じ て 、IT シス テム や 、 マ ニュ アル 等 も 活用 し な が 





ら 、 疑 わし い 顧 客 や 取引 等 を 的 確 に 検知 ・ 監 視 ・ 分 析 す る 態勢 を 構築 する こと 





| 


| 「 疑 わし い 顧 客 や 取引 等 を 的 確 に 検知 ・ 監 視 ・ 分 析 す る 態勢 を 構築 する こと 」 に | 
| つい て 、 具 体 的 に どの よう な こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 
金融 機関 等 の 規模 ・ 特 性 も 含め 、 業務 内 容 に 応じ て 、 疑わ し い 取 引 の 参考 事例 
を 参照 し つつ 、 疑 わし い 顧 客 や 取引 等 に つい て 、 第 1 線 や 第 2 線 に お いて 的 確 に 
検知 ・ 監 視 ・ 分 析 で きる 態勢 の 構築 が 求め られ て お り 、 顧客 数 や 取引 量 等 を 勘案 
し 、 必 要 に 応じ て 、 適 切な シス テム の 活用 も 検討 する こと を 求め て いま す 。 
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エー2 (3) (vV) 疑わ し い 取 引 の 届出 

【 対 応 が 求め られ る 事項 】③ 

疑わ し い 取 引 の 該当 性 に つい て 、 国 に よる リス ク 評 価 の 結果 の ほか 、 疑 わし 
い 取 引 の 参考 事例 、 自 ら の 過去 の 疑わ し い 取 引 の 届出 事例 等 も 踏ま そえ つつ 、 外 


国 PEPs 該当 性 、 顧 客 属性 、 当 該 顧 客 が 行っ て いる 事業 、 顧 客 属性 ・ 事 業 に 照ら 
し た 取引 金額 ・ 回 数 等 の 取引 態様 、 取引 に 係る 国 ・ 地 域 そ の 他 の 事情 を 考慮 する 





| 「 疑 わし い 取引 の 該当 性 に つい て 、 国 に よる リス ク 評 価 の 結果 の ほか 、 疑 わし い | 
| 取引 の 参考 事例 、 自 ら の 過去 の 疑わ し い 取 引 の 届出 事例 等 も 踏ま えつ つ 、 外 国 | 
| PEPs 該当 性 、 顧 客 属性 、 当 該 顧客 が 行っ て いる 事業 、 顧 客 属性 ・ 事 業 に 照ら し | 
| た 取引 金額 ・ 回 数 等 の 取引 態様 、 取 引 に 係る 国 ・ 地 域 そ の 他 の 事情 を 考慮 する 」 | 
| と され て いま す が 、 挙 げ ら れ て いる 項目 の 全て を 考慮 する 必要 が ある の で し ょ | 


上 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


基本 的 に は 列挙 され て いる 各 項 目 全て を 考慮 し て 届出 の 要 否 を 検討 する こと 
が 必要 に な る と 考え ます (な お 、 犯 収 法 第 8 条 第 2 項 及び 同 法 施行 規則 第 26 条 
各 号 の 各 項 目 を 考慮 する こと も 、 法 令 上 の 対応 と し て 求め られ ます 。) 。 

し た が っ て 、 国 に よる リス ク 評 価 の 結果 の ほか 、 疑わ し い 取引 の 参考 事例 、 自 
ら の 過去 の 疑わ し い 取引 の 届出 事例 等 も 踏ま えつ つ 、 外 国 PEPs 該当 性 、 顧 客 属 
性 、 当該 顧客 が 行っ て いる 事業 、 顧客 属性 ・ 事 業 に 照ら し た 取引 金額 ・ 回 数 等 の 
取引 態様 、 取 引 に 係る 国 ・ 地 域 そ の 他 の 事情 全て 考慮 する た め の プ ロ セ ス 、 情 報 
の 活用 に 必要 な デー タベース の 整備 も 必要 に な る と 考え られ ます 。 
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エー2 (3) (vV) 疑わ し い 取引 の 届出 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】 ④ 


既存 顧客 と の 継続 取引 や 一 見 取引 等 の 取引 区 分 に 応じ て 、 疑 わし い 取引 の 該 
当 性 の 確認 ・ 判 断 を 適切 に 行う こ 








| 


| 「 取 引 区 分 に 応じ て 、 疑わ し い 取引 の 該当 性 の 確認 ・ 判 断 を 適切 に 行う こと 」 に | 
| つい て 、 具 体 的 に どの よう な こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 

顧客 の 商 流 や 取引 形態 を 把握 し 、 取 引 区 分 の 違い に 応じ て 、 疑わ し い 取 引 の 該 
当 性 を 検討 し 、 届 出 の 要 否 に つい て 判断 する こと が 求め られ ます 。 

例え ば 、 既 存 顧客 が 通常 利用 する 店 舗 と は 異な る 店 舗 を 利用 し て 取引 を 行 お 
うと する 場合 等 、 他 店 取引 を 行 お うと する 場合 に は 、 当該 顧客 が 通常 利用 する 店 
舗 に お いて 、 普 段 行 う 取 引 を 行う 場合 と 比べ 、 リ スク が 高い と 考え られ る た め 、 
その 理由 を 十分 に 確認 し 、 疑 わし い 取 引 で な いか 慎重 に 検討 する こと が 考え ら 
れ ま す 。 

こう し た 対応 を 実施 で きる よう に する た め に は 、 当 該 顧客 の 通常 利用 する 店 
舗 や 、 通常 利用 する 取引 、 当該 顧客 の 取引 目的 に つい て は 、 リ スク ベー ス で 把握 
する こと が 必要 で ある と 考え られ ます 。 
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エー2 (3) (vV) 疑わ し い 取引 の 届出 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑤ 
疑わ し い 取 引 に 該当 する と 判断 し た 場合 に は 、 疑 わし い 取 引 の 届出 を 直ちに 


行う 態勢 を 構築 する こと 





1 ao kk i ) 


| 疑わ し い 取 引 の 届出 を 「 直 ち に 行う 態勢 」 の 「 直 ち に 」 と は どの よう な こと が 求 | 
| め ら れ て いる の か 具体 的 に 教え て くだ さい 。 | 

疑わ し い 取引 の 届出 は 、 あ る 取引 に つい て 実際 に 疑わ し い 取 引 に 該当 する と 
判断 し た 場合 に は 、 即 座 に 行わ れる こと が 望ま し いも の と 考え ます 。 

例え ば 、 疑 わし い 取 引 に 該当 する と 判断 し た 取引 に つい て 、1 か 月 に 1 回 決ま 
っ た 日 に まとめ て 届出 を 行う と いっ た 対応 は 、 適 切 で は な いも の と 考え ます 。 

し た が っ て 、「 直 ち に 行う 態勢 を 構築 」 し て いる と いえ る た め に は 、 あ る 取引 
に つい て 疑わ し い 取引 に 該当 する も の と 判断 し た 後 、 即 座 に 届出 を 行う 手続 を 
開始 する 態勢 を 構築 する こと が 求め られ ます 。 

な お 、 あ る 取引 に つい て 、 疑 わし い 取引 に 該当 する と 判断 する 前 段階 に お いて 、 
取引 モニ タリ ング で 検知 され る な どの 疑わ し い 取引 に 該当 する こと が 疑わ れる 
場合 に 、 どの 程度 の 期間 で 検証 ・ 届 出 を すべ きか に つい て は 、 取引 の 複雑 性 等 に 
応じ て 必要 な 調査 期間 も 踏ま えつ つ 、 個 別 取引 ご と に 判断 され る こと に な り ま 
す が 、 疑 わし い 取引 の 検知 か ら 届 出 まで 1 か 月 以内 で 実施 で きる こと が 望ま し 
いも の と 考え ます 。 
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エー2 (3) (vV) 疑わ し い 取引 の 届出 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑥ 


実際 に 疑わ し い 取引 の 届出 を 行っ た 取引 に つい て リス ク 低 減 措 置 の 実効 性 を 
検証 し 、 必 要 に 応じ て 同種 の 類型 に 適用 され る 低減 措置 を 見 直す こと 








っ 。 | 


| 「 実 際 に 疑わ し い 取 引 の 届出 を 行っ た 取引 に つい て リス ク 低 減 措置 の 実効 性 を | 
| 検証 し 、 必 要 に 応じ て 同種 の 類型 に 適用 され る 低減 措置 を 見 直す こと 」 に つい | 
| て 、 具 体 的 に どの よう な こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 
疑わ し い 取引 と し て 届出 し た 場合 、 的 確 に 届出 義務 を 履行 する だ け で な く 、 同 
種 の 類型 の 取引 に つい て 、 リ スク 低減 措置 が 適切 に 機能 し て いる の か 、 取 引 を 行 
うに 際 し て 追加 的 に 調査 を 行う 必要 が ある か 、 疑 わし い 取引 の 届出 の 検討 対象 
と し て いる か な ど に つい て 事後 的 に 検証 し 、 検 証 結果 を 踏ま えて 、 当 該 リ スク 低 
減 措 置 に つい て 見 直す 必要 性 が ある か 、 その 場合 に は 、 ど の よう な 対応 が 必要 か 
と いっ た 観点 で 検討 を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 見 直す こと を 求め て いま す 。 
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エー2 (3) (vV) 疑わ し い 取引 の 届出 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑦ 
疑わ し い 取 引 の 届出 を 契機 に リス ク が 高い と 判断 し た 顧客 に つい て 、 顧 客 リ 


スク 評価 を 見 直す と と も に 、 当 該 リ スク 評価 に 見 合っ た 低減 措置 を 適切 に 実施 





| 「 疑 わし い 取引 の 届出 を 契機 に リス ク が 高い と 判断 し た 顧客 」 と あり ます が 、 届 | 
| 出 を 提出 し た 顧客 に つい て は 、 高 リス ク 先 と し て 管理 し な けれ ば いけ な い の で | 


疑わ し い 取 引 と し て 届出 が な され た 場合 、 金 融 機関 等 は 、 当該 顧客 と の 取引 に 
お いて 収受 し た 財産 が 犯罪 に よる 収益 で ある と の 疑い が 認め られ る 以上 、 届 出 
実施 後に 当該 顧客 の 顧客 リス ク 評 価 を 実施 ・ 見 直す 必要 が あり ます 。 この 見 直し 
た 顧客 リス ク 評 価 の 結果 に 基づい て 、 リ スク に 見 合っ た 低減 措置 を 実施 する よ 
う 求 め て お り 、 一 律 に 高 リ スク と し て 管理 する よう に 求め て いる わけ で は あり 
ませ ん が 、 制 度 の 性 質 上 、 リ スク が 高い と 判断 する こと が 一 般 的 で ある と 考え ま 
す 。 
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エー2 (3) リス ク の 低減 
(vi) IT シス テム の 活用 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 


自ら の 業務 規模 ・ 特 性 等 に 応じ た IT シス テム の 早期 導入 の 必要 性 を 検討 し 、 
シス テム 対応 に つい て は 、 後 記 ② の か ら ⑤ の 事項 を 実施 する こと 





| 業務 規模 ・ 特 性 等 次 第 で は IT シス テム の 導入 まで は し な く て 良い と いう 理解 で | 
| 良い で し ょ うか 。 ま た 、 ど の よう な 場合 に 、IT シス テム の 活用 が 求め られ る の | 
| で し ょ うか 。 | 
IT シ ステ ム に つい て は 、 各 金融 機関 等 に お いて 、 自 ら の 業務 規模 ・ 特 性 等 に 
応じ て 、 導 入 の 必要 性 及び 導入 すべ き 1T シ ステ ム の 機能 等 を 検討 する こと が 求 
め ら れ ま す 。 他 方 で 、 金 融 機関 の 業務 の 実態 に よっ て は 、IT シ ステ ム の 積極 的 
活用 に より 適切 な リス ク 管 理 が 強く 求め られ る 場合 が あり ます 。 
例え ば 、 イ ンタ ーネット 等 を 活用 し た 非 対 面 取 引 が 大 宗 を 占め る 金融 機関 等 
や 取引 量 等 に 鑑み て 従業 員 の 手 作 業 の み に よ っ て 確認 する こと が 困難 で ある 場 
合 は 、 リ スク 管理 に 必要 な 顧客 情報 の 取得 や その 情報 の 質 の 管理 に つい て は 、 
そう で な い 金 融 機関 等 と 比 し て 、 厳 格 な 体制 が 求め られ る 可能 性 が ある 点 に 留 
意 する 必要 が あり ます 。 こ うし た 事業 が 急速 に 拡大 し て いる と き に は 、 マ ネロ 
ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク が 経営 戦略 を 策定 し た 際 に 想定 し て いた も の 以上 に 撤 
大 し て いる 可能 性 が ある こと に つい て 、 経営 陣 の 慎重 な 判断 が 必要 と な り ま 
す 。 
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ロー2 (3) (vi) IT シス テム の 活用 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】 ② 
経営 陣 は 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 の リス ク 管 理 に 係る 業務 負担 を 分 析 し 、 よ 


り 効 率 的 効果 的 か つ 迅 速 に 行う た め に 、IT シス テム の 活用 の 可能 性 を 検討 する 





| 「 経 営 陣 は 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 の リス ク 管 理 に 係る 業務 負担 を 分 析 し 、 よ | 
| り 効 率 的 効果 前 か つ 迅 速 に 行う た め に 、IT シス テム の 活用 の 可能 性 を 検討 する | 
| こと 」 に つい て 、 具 体 的 に どの よう な こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 
経営 陣 に お いて は 、 所 管 部 門 等 か ら 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 業務 
負担 の 報告 を 受け る こと な ど に より 、 適 宜 適切 に 把握 し 、IT シス テム を 活用 す 
る こと で 、 有 効 性 の 向上 及び 業務 の 効率 化 が 図ら れ 、 効 果 的 か つ 迅 速 に 対応 で き 
る と 判断 され る 場合 に お いて は 、IT シス テム の 活用 を 検討 する こと が 求め られ 
て いま す 。 
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ロー2 (3) (vi) IT シス テム の 活用 

【 対 応 が 求め られ る 事項 】③ 

マネ ロン ・ テ ロロ 資金 供 与 対策 に 係る IT シス テム の 導入 に 当たっ て は 、 IT シス 
テム の 設計 ・ 運 用 等 が 、 マ ネロ ン ・ テ ロロ 資金 供 与 リ スク の 動向 に 的 確 に 対応 し 、 


自ら が 行う リス ク 管 理 に 見 合っ た も の と な っ て いる か 検証 する と と も に 、 導 入 


後 も 定期 的 に 検証 し 、 検 証 結 果 を 踏ま えて 必要 に 応じ 改善 を 図る こと 








RRR ERS CSCS CREE EKER EL EE EAE CELE Ss SE EEF PCE RE EE EE EE ER EC EAS ES LK ARE CC ESE RCE CARH \ 


| 「 定 期 的 に 検証 」 と あり ます が 、 誰が 、 ど の よう に 実施 する こと を 想定 し て いる | 
| の で し ょ うか 。 | 
例え ば 、 第 3 線 の 内 部 監査 部 門 が 独立 し た 立場 か ら 実 施す る こと や 外部 知見 
の 活用 が 考え られ ます が 、 定 期 的 な 有効 性 検証 の 主体 に つい て は 、 各 金融 機関 等 
の 組織 構造 等 に 応じ て 、 個別 具体 的 に 判断 する こと に な り ま す 。 また 、 実施 方 法 
に つい て は 、 例え ば 、 取引 モニ タリ ング シス テム に お ける シナ リオ ・ 敷 居 値 等 に 
つい て 、 誤 検知 率 や 誤 検知 の 内 容 等 も 踏ま えた 上 で 、 各 人 金融 機関 等 の 業務 や リス 
ク の 特性 を 的 確 に 捉え て いる か を 検証 する こと が 考え られ ます 。 
いずれ に し て も 、IT シス テム の 有効 性 の 検証 に つい て は 、 各 金融 機関 等 の 規 
模 や 特性 等 に 応じ て 、 個 別 具体 的 に 判断 する 必要 が あり ます 。 
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ロー2 (3) (vi) IT シス テム の 活用 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】④ 
内 部 ・ 外 部 監査 等 (1) の 独立 し た 検証 プロ セス を 通じ 、IT シス テム の 有効 


性 を 検証 する こと (0Q2) 








1 


| 独立 し た 検証 は 、 内 部 ・ 外 部 監査 の 両方 を 実施 する こと で は な く 、 で ちら か を 大 | 
| 施す る と いう 理解 で 良い で し ょ うか 。 | 
内 部 監査 と 外部 監査 の いずれ か 一 方 を 実施 する べき か 、 あ る い は その 双方 を 
実施 する べき か に つい て は 、 各 金融 機関 等 の 内 部 監査 の 位置 付け 、 組織 構造 、 各 
金融 機関 等 の リス ク の 状況 、 内 部 監査 の 能力 、 検証 課題 等 に 応じ て 、 個別 具体 的 
に 判断 され る こと に な り ま す 。 また 、 外 部 専門 家 等 の 知見 を 活用 する こと も あり 、 
その 際 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク は その 発生 形態 や リス ク の 増加 等 の 変化 
が 激しい こと か ら 、 必 要 に 応じ て 外部 の 知見 を 活用 する こと が 有効 で も る こと 
を 考慮 する 必要 が あり ます 。 


いつ スー ムラ ーー OR A A NIR ーー ンー ドー エーーー デッド ピッ エー テト ニア なー ーーー アア な ここ な ーー ロア ーッ こち ーー な ーー ラー テー た ーー: 


| 内 部 ・ 外 部 監査 等 に よる IT シス テム の 有効 性 の 検証 ポイ ント と し て 、 具 体 的 に | 
| どの よう な も の を 想定 し て いる の で し ょ うか 。 | 
例え ば 、 取引 モニ タリ ング シス テム に お ける シナ リオ ・ 敷 居 値 等 が 、 各 金 融 機 
関 等 の 業務 や リス ク の 特性 を 的 確 に 捉え て いる か 、 当 該 シ ステ ム で 検知 され た 
事項 が 的 確 に 営業 部 門 や 管理 部 門 等 に お ける モニ タリ ング の プロ セス に 組み 込 
まれ て いる か 、 取 引 フ ィ ル タリ ング シス テム が 、 入 力 さ れ た 人 名 や 地名 の スペ ル 
に 慣用 的 な 違い が あっ た と し て も 適切 に 検知 で きる 設定 に な っ て いる か な ど 、 
様々 な も の が 考え られ ます 。 
いずれ に せよ 、IT シス テム の 有効 性 の 検証 に つい て は 、 各 金融 機関 等 の 規模 
や 特性 等 に 応じ て 、 個 別 具体 的 に 判断 する 必要 が あり ます 。 
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ロー2 (3) (vi) IT シス テム の 活用 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑤ 
外部 委託 する 場合 や 共同 シス テム を 利用 する 場合 で あっ て も 、 自 ら の 取引 の 


特徴 や それ に 伴う リス ク 等 に つい て 分 析 を 行い 、 必 要 に 応じ 、 独 自 の 追加 的 対応 
の 検討 等 を 行う こと 





| 「 自 ら の 取引 の 特徴 や それ に 伴う リス ク 等 に つい て 分 析 」 に つい て 、 具 体 的 に ど | 
| の よう な こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 
IT シス テム の 活用 に 当たり 、 外 部 委託 する 場合 や 共同 シス テム を 利用 する 場 
合 に 、 自 ら の 取引 の 特徴 や リス ク 等 に 照ら し て 、 外 部 委託 す も る こと や 共同 シス テ 
ム を 利用 する こと が 適切 で ある か 、 追 加 的 な 対応 が 必要 で は な いか と いう 観点 
か ら 、 金 融 機関 等 に お いて 検討 する こと を 求め て いる も の で す 。 
自ら の 検討 な くし て 、 金融 機関 等 が 、 自 ら の 規模 、 ビ ジネス モデ ル 、 顧客 層 、 
取引 の 特徴 や リス ク 等 に 適合 し な い IT シス テム を 導入 する こと の な いよ う 、 注 
意 喚起 する 趣旨 で す 。 
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ロー2 (3) リス ク の 低減 

(vii) デー タ 管 理 (デー タ ・ ガ バナ ンス ) 

【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 

確認 記録 ・ 取 引 記録 等 に つい て 正確 に 記録 する ほか 、IT シス テム を 有効 に 活 
用 する 前 提 と し て 、 デ ー タ を 正確 に 把握 ・ 蓄 積 し 、 分 析 可 能 な 形 で 整理 (Q1) す 
る な ど 、 デ ー タ の 適切 な 管理 を 行う こと (Q2) 








マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 必要 な 情報 を 特定 し た 上 、 特に シス テム 対応 に 
必要 な デー タ が デー タベース 化 (用 途 に 応じ て 任意 の デー タ を 呼び 出す こと が 
可能 と な っ て いる 状態 を 意味 し ます 。) され て いる こと が 求め られ ます 。 


LC CL LC SLC UO A RE A RE RA RA RA A I LM RAR A A A RE I CTR ORI ル チ イ スト キキ デキ キャ 


| 犯 収 法 に お ける 確認 記録 ・ 取 引 記録 の 作成 ・ 保 存 義務 を 超え て 、 デー タベース に | 
| よる 管理 が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 

本 ガイ ドラ イン に 記載 の と お り 、 金 融 機関 等 に お いて は 、 関 係 法令 等 を 遵守 し 
て 、 確 認 記録 ・ 取 引 記録 等 を 正確 に 記録 する ほか 、IT シス テム を 有効 に 活用 す 
る 前 提 と し て 、 デー タ を 正確 に 把握 ・ 蓄 積 し 、 分 析 可 能 な 形 で 整理 する な ど 、 デ 
ー タ の 適切 な 管理 を 行う こと を 求め る も の で す 。 その た め 、 例え ば 、 顧客 数 や 取 
引 の 数 が 限定 的 で あり 、IT シス テム を 活用 する 必要 が な く 、 マ ニュ アル で 十分 
管理 で きる 場合 等 に お いて 、 確 認 記録 ・ 取 引 記 録 を デー タベース で 管理 する こと 
まで を 求め る も の で は あり ませ ん 。 
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ロー2 (3) (vi) デー タ 管 理 (デー タ ・ ガ バナ ンス ) 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】② 
IT シス テム に 用 いら れる 顧客 情報 、 確 認 記録 ・ 取 引 記録 等 の デー タ に つい て 


は 、 綱 羅 性 ・ 正 確 性 の 観点 で 適切 な デー タ が 活用 され て いる か を 定期 的 に 検証 
する こと (Q1) (Q2) 








| 「 綱 羅 性 ・ 正 確 性 の 観点 で 適切 な デー タ が 活用 され て いる か を 定期 的 に 検証 す | 
| る こと 」 と の 記載 が あり ます が 、「 検 証 」 に 当たっ て は どの よう な こと に 留意 す | 
| る こと が 求め られ る の で し ょ うか 。 | 
「 検 証 」 の 具体 的 手法 や 留意 点 に つい て は 、 各 金融 機関 等 に お いて 、 規模 や 特 
性 、 顧 客 の リス ク 等 に 応じ て 、 個 別 具体 的 に 判断 され る こと に な り ま す 。 
例え ば 、 シ ステ ム と 突 合 す る デー タ の 検証 に 関し て 、 取 引 モ ニタ リン グ に つい 
て は 、 取 引 の デー タ 及 び 顧 客 の デー タ が 正確 か つ 網羅 的 で ある か を 検証 する こ 
と が 求め られ 、 取引 フィ ル タ リ ング に つい て は 、 取引 の デー タ が 、 それ ぞ れ 、 正 
確か つ 網 羅 的 で ある か を 検証 する こと が 求め られ ます 。 
また 、 デ ー タ を 活用 する 前 提 と し て 、 取 引 モ ニタ リン グ に つい て は シナ リオ が 
適切 で ある か 、 取 引 フ ィ ル タリ ング に つい て は 、 リ スト 自体 が 最新 か つ 適切 で あ 
る か 、 と いう 観点 の 検証 も 求め られ ます 。 


テー ニニ ーー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ーー ニニ ーー ニー ニニ ーーー ニー ーー ニー ニー ニー ニニ ーー ーー ニー ーー ーッ ーー ニー ニニ ニー ニーー ニ ーー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニッ ーー ニテ ーーー ニー ニン ーーー ニン ーー 


| 「IT シス テム に 用 いら れる 顧客 情報 (中 略 ) 適切 な デー タ が 活用 され て いる か | 
| を 定期 的 に 検証 する こと 」 に つい て 、 検 証 は 誰が 行う こと を 想定 し て いる か 教え | 
| て くだ さい 。 | 

定期 的 な 検証 の 主体 に つい て は 、 コ ンプ ライ アン ス 部 門 や リス ク 管 理 部 門 等 
が 中 心 と な っ て 第 2 線 の 関係 部 門 が 行う 検証 や 、 内 部 監査 部 門 が 第 3 線 と し て 
独立 し た 立場 か ら 行う 検証 等 が 考え られ 、 各 金融 機関 等 の 規模 や 組織 構造 等 に 
応じ て 、 個 別 具体 的 に 判断 され る こと と な り ま す 。 
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エー2 (3) (vi) デー タ 管 理 (デー タ ・ ガ バナ ンス ) 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】③ 

確認 記録 ・ 取 引 記録 の ほか 、 リ スク の 評価 や 低減 措置 の 実効 性 の 検証 等 に 用 い 
る こと が 可能 な 、 以下 を 含む 情報 を 把握 ・ 蓄 積 し 、 こ れ ら を 分 析 可 能 な 形 で 整理 
する な ど 適 切な 管理 を 行い 、 必 要 に 応じ て 当局 等 に 提出 で きる 態勢 (1) と し て 


お く こ と 

イ . 疑わ し い 取 引 の 届出 件 数 ( 国 ・ 地 域 別 、 顧 客 属性 別 等 の 内 訳 ) 

ロ . 内 部 監査 や 研修 等 (関係 する 資格 (Q2) の 取得 状況 を 含む 。) の 実施 状況 
ハ . マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 に つい て の 経営 陣 へ の 報告 や 、 必 要 に 
応じ た 経営 陣 の 議論 の 状況 





| PELE ST SCRE EE CCR RE EEE EEE RE EC NGC COREE SES S PEE RE CEES TGP aE TE EE EE ES BER ESTE LE EEE GCE RE CE NE SOCI EEE REE SEE PE } 


| 「 以 下 を 含む 情報 を 把握 ・ 蓄 積 し 、( 中 略 ) 必要 に 応じ て 当局 等 に 提出 で きる 態 | 
| 勢 」 と あり ます が 、 どの よう な 情報 及び どの 程度 の 期間 で の 提出 を 想定 し て いる | 
| か 教え て くだ さい 。 | 
把握 ・ 蓄 積 す る 情報 に つい て は 、 リ スク の 評価 や 低減 措置 の 実効 性 の 検証 等 に 
用 いる こと が 可能 な も の で あり 、 本 ガイ ドラ イン 一 2 (3) (ii) 【 対 応 が 求め 
られ る 事項 】 ③ イ ー ハ に 定め る 情報 の ほか 、 例え ば 、 電信 送金 に お ける 送金 人 情 
報 (個人 の 場合 は 氏名 ・ 住 所 ・ 生 年 月 日 及び 口座 番号 又は 取引 識別 番号 、 法人 の 
場合 は 名 称 、 所 在 地 及び 口座 番号 又は 取引 識別 番号 等 ) や 、 疑わ し い 取 引 の 検知 
か ら 届 出 まで の 期間 と 判断 か ら 届出 まで の 期間 、 検 乱 し た も の の 疑わ し い 取引 
に 該当 し な いと 判断 し た 取引 情報 等 が 考え られ ます 。 これ は 、 各 金融 機関 等 の 定 
期 及 び 随 時 の リス ク 評 価 に 利用 され る こと が 息 定 され る 情報 で あり 、 必 要 に 応 
じ て 速 や か に 当局 等 に 提出 が 可能 で ある 態勢 を 想定 し て いま す 。 


「 関 係 する 資格 」 と は どの よう な も の を 想定 し て いる の で し ょ うか 。 外部 団体 が | 
| 付与 する 資格 に 限定 され ず 、 社内 で 実施 する 試験 に 関す る 社内 資格 も 含ま れる | 
| の で し ょ うか 。 
「 関 係 する 資格 の 取得 状況 」 に お ける 「 関 係 する 資格 」 と は 、 一 般 的 に は 、 外 
部 団体 や 業界 団体 が 付与 する 資格 の ほか 、 社 内 で 取得 が 徒 源 さ れ て いる 社内 資 
格 等 も 含ま れ 得 る も の と 考え ます 。 
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ロー2 (4) 海外 送金 等 を 行う 場合 の 留意 点 
(Ci) 海外 送金 等 


( 柱 書 ) 
(中 略 ) 


金融 機関 等 に は 、 コ ルレ ス 先 や 業務 委託 先 等 に 対し て 、 自 ら の リス ク 管 理 態 
勢 や 低減 措置 等 の 状況 を 適切 に 説明 する こと が 必要 と な る 場面 も 考え られ る 。 








例え ば 、 リ スク 評価 書 に 記載 され て いる リス ク 管 理 態 勢 全般 の 内 容 の うち 、 管 
理 の 考え 方 や 手続 と いっ た 他社 に 開示 する こと が 不適 切な も の (例え ば 、 共有 の 
同意 の な い 顧 客 情 報 等 ) 以外 の 情報 を コル レス 先 に 開示 する こと な ど を 含め 、 自 


ら が 直面 し て いる リス ク の 管理 態勢 や 、 低 減 措置 等 の 内 容 を 説明 する こと を 想 
定 し て いま す 。 
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エー2 (4) (| ) 海外 送金 等 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 
海外 送金 等 を マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に お ける リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ 


の 枠組 み の 下 で 位置 付け 、 リ スク ベー ス ・ ア プロ ー チ に 基づく 必要 な 措置 を 講ず 





| 海外 送金 等 に お ける 送金 人 又は 受取 人 の 顧客 と し て 、 真 の 送金 人 や 受取 人 が 存 | 
| 在 する 場合 に つい て 、 留 意 すべ き 事項 を 教え て くだ さい 。 | 

海外 送金 等 に お ける 送金 人 又は 受取 人 の 顧客 と し て 、 送 金 依頼 書 等 の 依頼 人 
名 と いっ た 名 義 上 の も の で は な く 、 真 の 送金 人 や 受取 人 が 存在 する こと が 判明 
し た 場合 に は 、 取 引 時 確認 等 の 結果 に 基づく 真 の 送金 人 ・ 受 取 人 の リス ク を 踏ま 
えた 上 で 、 送 金 人 ・ 受 取 人 の 属性 の 調査 や 取引 モニ タリ ング を 実施 する な ど 、 当 
該 リ スク に 応じ た 措置 を 講ず る 必要 が あり ます 。 
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エー2 (4) (| ) 海外 送金 等 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】② 
海外 送金 等 の リス ク を 送金 先 等 の 金融 機関 等 が 認識 で きる よう 、 仕 向 ・ 中 継 金 


融 機関 等 が 、 送 金 人 及び 受取 人 の 情報 を 国際 的 な 標準 も 踏ま えて 中 継 ・ 被 仕向 金 
融 機関 等 に 伝達 し 、 当該 金融 機関 等 は 、 こ うし た 情報 が 欠落 し て いる 場合 等 に リ 
スク に 応じ た 措置 を 講ず る こと を 検討 する こと 





RE TEARS GEL SIRE EE ER ES CER gc cacao ar ad } 


| 「 仕 向 ・ 中 継 金融 機関 等 が 、 送 金 人 及び 受取 人 の 情報 を 国際 的 な 標準 も 踏ま えて | 
| 中 継 ・ 被 仕向 金融 機関 等 に 伝達 」 と あり ます が 、 この 「 国 際 的 な 標準 」 に つい て 、| 
| 具体 的 に 教え て くだ さい 。 ま た 、 伝 達する 送金 人 及び 受取 人 の 情報 に つい て は 、 | 
| どの よう な も の が 想定 され て いる の で し ょ うか 。 | 

外国 送金 に お ける 「 国 際 的 な 標準 」 と は 、FATF 勧 告 等 を 指し て お り 、 そ の 基 
準 を 踏ま えて SWIFT 等 に お いて 、 送 金 人 や 受取 人 の 情報 を 適切 に 通知 する 態勢 
を 整え る こと が 重要 で す 。 

送金 人 の 情報 に つい て は 顧客 に 係る 本 人 特定 事項 その 他 の 事項 で あっ て 主務 
省令 で 定め る も の ( 犯 収 法 第 10 条 及び 同 法 施行 規則 第 31 条 ) 、 受 取 人 の 情報 に 
つい て は ① 氏 名 、 名 称 及び ② 取 引 に 口座 が 使用 され て いる 場合 に は 当該 口座 番 
号 、 口 座 が 使用 され て いな い 場 合 に は 取引 の 追跡 が 可能 な 固有 の 記号 番号 を 想 
定 し て いま す 。 
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エー2 (4) (| ) 海外 送金 等 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】③ 

自ら 海外 送金 等 を 行う た め に コル レス 契約 を 締結 する 場合 に は 、 犯 収 法 第 9 
条 、 第 11 条 及 び 同 法 施行 規則 第 28 条 、 第 32 条 に 掲げ る 措置 を 実施 する ほか 、 
コル レス 先 に お ける マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 態勢 を 確認 する た め の 
態勢 を 整備 し 、 定 期 的 に 監視 する こと 





例え ば 、 国 際 金 融 取 引 に 関す る 自主 的 な 基準 を 設定 し て いる 団体 等 が 公表 し 、 
多く の 国際 的 な 金融 機関 等 で 利用 され て いる 質問 票 を 利用 し た り 、 人 金融 機関 等 
に お いて 独自 の 質問 票 を 策定 ・ 利 用 し た りす る こと に より 、 マ ネロ ン ・ テ ロロ 資金 
供与 に 関す る 処分 等 の 対象 に な っ て いな いか 、 い わ ゆ る 「 ペ イア ブル ・ ス ルー・ 
アカ ウン ト 」( 注 ) へ の コル レス 先 に お ける 対応 方 針 が どの よう な も の か と いう 
こと を 含め 、 コ ルレ ス 先 に お ける マネ ロン ・ テ ロロ 資金 供 与 リ スク 管理 態勢 を 確認 
する こと を 想定 し て いま す 。 

な お 、 こ うし た 確認 の 結果 、 特 定 及び 評価 され た コル レス 先 の リス ク に 応じ た 
低減 措置 を 講ず る こと が 必要 で あり 、 例え ば 、 コ ルレ ス 先 が 「 ペ イア ブル ・ ス ル 
ー・ ア カウ ント 」 の 取扱 い を 許容 し て いる 場合 に は 、 リ スク に 応じ た 低減 措置 を 
講ず る 必要 性 を 検討 する 必要 が あり ます 。 

( 注 ) 第 三 者 (外国 金融 機関 の 顧客 等 ) が 自ら の た め に 直接 使用 する こと が 可 

能 な コル レス ロ 座 の こと 。 
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エー2 (4) (| ) 海外 送金 等 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】④ 
コル レス 先 や 委託 元 金融 機関 等 に つい て 、 所 在 する 国 ・ 地 域 、 顧客 属性 、 業務 
内 容 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 態勢 、 現 地 当 局 の 監督 の スタ ンス 等 


_(Q1) を 踏ま えた 上 で リス ク 評 価 を 行う こと 

コル レス 先 や 委託 元 金融 機関 等 の リス ク が 高まっ た と 想定 され る 具体 的 な 事 
象 が 発生 し た 場合 に は 、 コ ルレ ス 先 や 委託 元 金融 機関 等 を 監視 し て 確認 し た 情 
報 等 を 踏ま え 、 リ スク 評価 を 見 直す こと (2) 








EE | 


|「 現 地 当 局 の 監督 の スタ ンス 等 」 に つい て 、 具 休 的 に どの よう な こと が 求め られ | 

RE 

の 監督 指針 、 処分 内 容 ・ 頻 度 等 を 踏ま えた 上 で 、 各 金 融 機関 等 に お いて リス ク 
33 生ま ONS の 


「 コ ルレ ス 先 や 委託 元 金融 機関 等 を 監視 し て 確認 し た 情報 等 を 踏ま そえ 、 リ スク 
評価 を 見 直す こ OAI 


【A】 
コル レス 先 や 委 NN いて は 、 取 引 開始 時 に 行っ た リス ク 評 価 
に 応じ た 頻度 で の 監視 を 行い 、 で 得 ら れ た 情報 も 加味 し て リス ク 評 価 の 見 


2 テロ 資金 供与 リス ク の 高い 取 
引 を 把握 する こと 、 コ ルレ ス 先 や 委託 元 金融 機関 等 に リス ク が 高まっ た 具体 的 
な 事象 等 が 発生 し た 場合 に は 、 これ まで の 蓄積 され た 情報 を 活用 し て 、 リス ク 評 
価 の 見 直し を 実施 する こと が 求め られ て いま す 。 
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エー2 (4) (| ) 海外 送金 等 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑤ 
コル レス 先 や 委託 元 金 融 機関 等 の 監視 に 当たっ て 、 上 記 ④ の リス ク 評 価 等 に 
お いて 、 特に リス ク が 高い と 判断 し た 場合 に は 、 必要 に 応じ て 、 コル レス 先 や 委 


託 元 金融 機関 等 を モニ タリ ング し 、 マ ネロ ン ・ テ ロロ 資金 供 与 リ スク 管理 態勢 の 実 
態 を 確認 する こと 





PEREEEEOEEDECTZEr7F Ego RGEC EAGER REE EEE acc て Tc REEF CE AEA EEE TEE EE EEE ER ERE 1 


| リス ク 評 価 に お いて 特に リス ク が 高い と 判断 し た コル レス 先 や 委託 元 金融 機関 | 
| 等 へ の モニ タリ ング は 、 ど の よう に 行え ば 良い で し ょ うか 。 | 

当該 コル レス 先 や 委託 元 金融 機関 等 に 対し て は 、 所 定 の 質問 票 を 送付 ・ 回 収 す 
る に と ど ま ら ず 、 必 要 に 応じ 訪問 ある い は リモ ー ト で 、 当 該 コ ルレ ス 先 や 委託 元 
金融 機関 等 の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 態 勢 に つい て ヒア リン グ を 実 
施し 、 所 定 の 質問 票 へ の 回 答 の みか ら は 把握 で き な か っ た 業務 実態 の 把握 を 進 
め る こと が 考え られ ます 。 また 、 こ うし た 面談 の 応対 者 の 職務 (第 1 線 等 の 特定 
の 部 門 や マネ ロン 管理 を 担当 する コン プラ イア ンス 部 門 ) を 拡大 し た り 、 職 位 を 
引き 上 げた り し て 対話 を 行う こと な ど に より 、 監 視 の 程度 を 深め る な ど し つ つ 、 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 態 勢 の 実態 を 確認 する こと が 考え られ ます 。 
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エー2 (4) (| ) 海外 送金 等 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑥ 
コル レス 先 が 架 空 銀行 で あっ た 場合 又は コル レス 先 が そ の 保有 する 口座 を 架 


空 銀行 に 利用 され る こと を 許容 し て いた 場合 、 当該 コ ルレ ス 先 と の 契約 の 締結 ・ 
維持 を し な いこ と 








| 「 コ ルレ ス 先 が 架空 銀行 で あっ た 場合 又は コル レス 先 が そ の 保有 する 口座 を 架 | 
| 空 銀行 に 利用 され る こと を 許容 し て いた 場合 、 当該 コル レス 先 と の 契約 の 締結 ・| 
| 維持 を し な いこ と 」 と は 、 ど の よう な 趣旨 で し ょ うか 。 | 
コル レス 先 が 架 空 銀行 (シェ ル バ ン ク ) で あっ た 場合 又は コル レス 先 が そ の 保 
有する 口座 を 架空 銀行 に 利用 され る こと を 許容 し て いた 場合 に つい て は 、 匿 名 
性 が 高く 、 真 の 受益 者 や 口座 名 義人 が 隠匿 され て いる 可能 性 が 高い も の と され 
て いま す の で 、 コ ルレ ス 先 と し て 不適 格 で あり 、 コ ルレ ス 契 約 を 締結 し な い 、 又 
は 解除 する こと を 明示 し て いま す 。 
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エー2 (4) (| ) 海外 送金 等 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑦ 
他 の 金融 機関 等 に よる 海外 送金 等 を 受託 等 し て いる 金融 機関 等 に お いて は 、 


当該 他 の 金融 機関 等 に よる 海外 送金 等 に 係る 管理 手法 等 を は じ め と する マネ ロ 
ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 態勢 等 を 監視 する こと 





| 「 海 外 送金 等 に 係る 管理 手法 等 」 と は 、 取 引 時 確認 等 が 適切 に 行わ れ て いる か と | 
| いっ た こと の ほか 、 具 体 的 に どの よう な 監視 項目 を 追加 する こと が 求め られ て | 
| いる の で し ょ うか 。 | 
当該 他 の 金融 機関 等 に よる 海外 送金 等 に 係る 取引 時 確認 や 確認 記録 の 保存 に 
限ら ず 、 例え ば 、 送金 受付 時 に お ける 送金 目的 や 金額 に 不 自然 な 点 が な く 、 合理 
的 か 否 か を 検証 する と いっ た 基本 動作 が 適切 に 行わ れ て いる か 、 ま た 、 リ スク に 
応じ た 取引 モニ タリ ング ・ フ ィ ル タリ ング の 方 法 等 を 含め た マネ ロン ・ テ ロ 資 金 
供与 リス ク 管 理 手法 が 適切 に 運用 され て いる か な ど に つい て 監視 する こと を 求 
め て いま す 。 
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エー2 (4) (i) 海外 送金 等 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】 
送金 人 及び 受取 人 が 自ら の 直接 の 顧客 で な い 場 合 (01) で あっ て も 、 制裁 リス 


ト 等 と の 照合 の みな ら ず 、 コ ルレ ス 先 や 委託 元 金融 機関 等 と 連携 し な が ら 、 リ ス 
ク に 応じ た 厳格 な 顧客 管理 を 行う こと を 必要 に 応じ て 検討 する こと (Q2) 








| 「 送 金 人 及び 受取 人 が 自ら の 直接 の 顧客 で な い 場合 」 と は 、 例え ば 、 仕 向 送金 の | 
| 受取 人 や 被 仕向 送金 の 送金 人 の 他 に どの よう な ケー ス を 想定 され て いる の で し | 


例え ば 、 他 の 金融 機関 等 か ら 海 外 送 金 を 受託 し て いる 場合 に お ける 、 当該 送金 
依頼 人 (当該 他 の 人 金融 機関 等 の 顧客 ) や 、 中 総 金融 機関 等 と な っ て いる 場合 に お 
ける 被 仕向 送金 の 受取 人 等 を 想定 し て いま す 。 また 、 送金 業 者 が 、 真 の 送金 依頼 
人 名 で は な く 、 送 金 業者 名 で 送金 し て いる ケー ス を 想定 し て いま す 。 この ほか 、 
金融 機関 等 同士 の バル ク 送 金 に お いて も 、 リ スク に 応じ て 、 真 の 送金 人 を 確認 
る 態勢 に つい て 確認 する 必要 の ある ケー ス も あり 得る も の と 考え て いま す 。 


「 リ スク に 応じ た 厳格 な 顧客 管理 を 行う こと を 必要 に 応じ て 検討 する 」 と は 、 具 
| 体 的 に どの よう な こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 
委託 先 金融 機関 等 は 、 コ ルレ ス 先 や 委託 元 金 融 機関 等 の 顧客 に つい て 、 詳 細 な 
顧客 情報 を 持ち 合わ せ て お ら ず 、 コ ルレ ス 先 や 委託 元 金 融 機関 等 に 求め られ る 
も の と 同等 の 顧客 管理 は 困難 で ある も の の 、 継 続 的 な 取引 関係 の 中 で 、 一 定 の 取 
引 パ ター ン 、 例 えば 、 制 裁 対象 国 周辺 地域 な ど に 頻繁 に 送金 等 を 実施 し て いる 場 
合 や 、 リ スク の 高い 取引 の 割合 が 多い 場合 等 に お いて 、 該 当 す る 取引 を 検知 し 、 
コル レス 先 や 委託 元 金 融 機関 等 に 対し て 、 厳格 な 顧客 管理 措置 の 一 環 と し て 、 取 
引 目的 や 営業 実態 等 を 確認 させ る こと や 、 自 ら の 顧客 で な い 委 託 元 顧 客 の 取引 
で あっ て も 、 取 引 モ ニタ リン グ シ ステ ム の 対象 と し 、 シ ステ ム 的 に 疑わ し い 取 引 
に 該当 する 可能 性 の ある 取引 を 検知 する こと な ど 、 コ ルレ ス 先 や 委託 元 金融 機 
関 等 を 通じ た 厳格 な 顧客 管理 措置 を 実施 する 必要 性 に つい て 検討 する こと を 来 
め て いま す 。 
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エー2 (4) (| ) 海外 送金 等 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑨ 
他 の 金融 機関 等 に 海外 送金 等 を 委託 等 する 場合 に お いて も 、 当 該 海外 送金 等 


を 自ら の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に お ける リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ の 枠 
組み の 下 で 位置 付け 、 リ スク の 特定 ・ 評 価 ・ 低 減 の 措置 を 着実 に 実行 する こと 








| 「 当 該 海外 送金 等 を 自ら の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に お ける リス クベ ー ス ・| 
| アプ ロー チ の 枠組 み の 下 で 位置 付け 」 る と は どう いう こと が 求め られ て いる の | 
| で し ょ うか 。 | 

自ら 海外 送金 等 を 実行 せ ず 、 他 の 金融 機関 等 に 委託 等 を する 場合 に お いて も 、 
自ら の 顧客 が 海外 送金 等 の 取引 を 行っ て いる こと 自体 を 当該 顧客 の 顧客 リス ク 
評価 に 反映 させ 、 顧 客 リス ク 評 価 に 応じ た 継続 的 顧客 管理 を 実施 する な ど 、 当 該 
顧客 に 対す る 自ら の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に お ける リス ク の 特定 ・ 評 価 ・ 
低減 の 措置 を 実行 する こと を 求め て いま す 。 
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ロー2 (4) 海外 送金 等 を 行う 場合 の 留意 点 
(ji ) 輸出 入 取 引 等 に 係る 資金 の 融通 及び 信用 の 供与 等 


( 柱 書 ) 

輸出 入 取引 は 、 国 内 の 取引 に 比べ 、 実 地 確 認 が 困難 な ケー ス も ある こと を 可 
用 し 、 輸 出入 取引 を 仮装 し た り 、 実 際 の 取引 価格 に 金額 を キ 上 乗せ し て 支払 うな 
ど し て 犯罪 に よる 収益 を 移転 し た りす る こと が 容易 で ある 。 ま た 、 輸 出入 関係 
書類 の 虚偽 記載 等 に よっ て 、 和 軍事 転 用 物資 や 違法 薬物 の 取引 等 に も 利用 され る 


危険 性 を 有 し て いる 。 

金融 機関 等 に お いて は 、 輸 出入 取引 等 に 係る 資金 の 融通 及び 信用 の 供与 等 が 
こう し た リス ク に も 直面 し て いる こと を 踏ま えな が ら 、 特 有 有 の リス ク の 特定 ・ 評 
価 ・ 低 減 を 的 確 に 行う 必要 が ある 。 





| 「 輸 出入 取引 等 に 係る 資金 の 融通 及び 信用 の 供与 等 」 と は 具体 的 に どの よう な | 
| 場合 を 想定 し て いる の で し ょ うか 。 | 
「 輸 出入 取引 等 に 係る 資金 の 融通 及び 信用 の 供与 等 」 に つい て は 、 貿易 活動 に 
基づく 債務 不履行 時 の 保証 、 履行 保証 、 信用 供与 等 で 構成 され る も の で あり 、 例 
えば 、 輸出 手形 の 買取 り ・ 輸 入信 用 状 開設 に 加え 、 輸出 信用 状 の 確認 等 を 想定 し 
で ばい ます 。 
な お 、 輸 出入 に 係る 単純 な 代金 決済 に 係る 海外 送金 に つい て は 、 本 ガイ ドラ イ 
ン の Iー2 (4) (i)「 海 外 送金 等 」 を ご 確認 くだ さい 。 
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エー2 (4) (ii) 輸出 入 取引 等 に 係る 資金 の 融通 及び 信用 の 供与 等 

【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 

輸出 入 取 引 等 に 係る 資金 の 融通 及び 信用 の 供与 等 に 係る リス ク の 特定 ・ 評 価 
に 当たっ て は 、 輸 出入 取引 に 係る 国 ・ 地 域 の リス ク の みな ら ず 、 取引 等 の 対象 と 


な る 商品 、 契約 内 容 、 輸送 経路 、 利用 する 船舶 等 、 取引 関係 者 等 (実質 的 支配 者 
を 含む ) の リス ク も 勘案 する こと 








RE CRC CDEE EE EEE CPCS ECE EER EL EHEC EER CEA KOEI EEC GSDF ER REE TE ESHER CETERA EE ORE ERR RE CE CF CEE CC } 


| 「 輸 出入 取引 等 に 係る 資金 の 融通 及び 信用 の 供与 等 に 係る リス ク の 特定 ・ 評 価 | 
| に 当たっ て は 、 輸出 入 取 引 に 係る 国 ・ 地 域 の リス ク の みな ら ず 、 取引 等 の 対象 と | 
| な る 商品 、 契約 内 容 、 輸送 経路 、 利用 する 船舶 等 、 取 引 関係 才 等 (実質 的 支配 者 | 
| を 含む ) の リス ク も 勘案 する こ と 」 と は 、 具体 的 に どの よう な こと が 求め られ て | 
| いる の で し ょ うか 。 | 

輸出 入 取引 等 に 係る 資金 の 融通 及び 信用 の 供与 等 に 係る リス ク の 特定 ・ 評 価 
に つい て は 、 取引 に 関係 する 国 ・ 地 域 に 対す る リス ク だ け で な く 、 取引 全体 に 対 
する リス ク を 勘案 する よう に 求め て いま す 。 

「 商 品 」 に つい て は 、 軍 事 転用 可能 な も の で な いか な ど に つい て 確認 する こと 
に な る と 考え ます 。 

「 輸 送 経路 」 に つい て は 、 例え ば 、 制裁 対象 国 の 瀬 取 り に 利用 され る こと が な 
いか と いっ た 観点 等 か ら 、 必 要 な 事項 を 考慮 し て いた だ く 必 要 が ある と 考え ま 
す が 、 少な く と も 、 出 港 地 、 寄港 地 、 中 継 地 は 確認 し て いた だ く 必 要 が ある も の 
と 考え ます 。 また 、 輸送 経路 を 確認 する 中 で 、 制裁 対象 国 の 付近 を 通過 する 場合 
に は 、 制 裁 対象 国 が 関与 する 取引 で な いか と いう 観点 か ら 、 制 裁 内 容 を 確認 し 
制裁 対象 国 ・ 地 域 を 通過 し て いな いか な ど に つい て も 確認 する 必要 が ある 場合 
も あり 得る も の と 考え ます 。 

な お 、 取引 先 が 罰 易 仲介 業者 等 を 利用 し て いる 場合 に は 、 当該 業者 等 を 通じ て 、 
真 の 輸出 者 を 確認 する な ど 、 必 要 な 対応 を 実施 する こと が 考え られ ます 。 

「 利 用 する 船舶 等 」 に つい て は 、 船舶 が 制裁 対象 に 該当 し な いか 、 船舶 の 所 有 
者 、 オ ペレ ー タ ー が 制裁 対象 者 に 該当 し な いか と いっ た 観点 か ら 必 要 な 事項 を 
考慮 する 必要 が ある も の と 考え ます 。 

「 取 引 関係 者 」 に つい て は 、 輸 出入 取引 に 係る 資金 の 融通 及び 信用 の 供与 等 の 
リス ク の 特定 及び 評価 に 必要 な 関係 者 に つい て 考慮 し て いた だ く 必 要 が ある も 
の と 考え ます 。 その 関係 者 に 実質 的 支配 者 が 存在 する 場合 に は 、 当該 実質 的 支配 
者 に つい て も 考慮 する 必要 が ある も の と 考え ます 。 
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も っ と も 、 い わ ゆ る KYCC と いう 、 顧 客 の 顧客 に 対し て まで 金融 機関 等 が 本 人 
確認 手続 や 顧客 リス ク 評 価 等 を 行う こと を 求め る も の で は あり ませ ん 。 
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エー2 (4) (ii) 輸出 入 取引 等 に 係る 資金 の 融通 及び 信用 の 供与 等 
【 対 応 が 期待 され る 事項 】d. 
輸出 入 取引 等 に 係る 資金 の 融通 及び 信用 の 供与 等 の 管理 の た め に 、IT シス テ 


ム ・ デ ー タ ベー ス の 導入 の 必要 性 に つい て 、 当該 金融 機関 等 が 、 こ の 分 野 に お い 
て 有 し て いる リス ク に 応じ て 検討 する こと 





| 輸出 入 取引 等 に 係る 資金 の 融通 及び 信用 の 供与 等 に お いて どの よう な 場合 に 、 | 
| どの よう な 「IT シス テム ・ デ ー タ ベー ス 」 の 活用 を 検討 する こと が 期待 され て | 
| いる の で し ょ うか 。 | 

輸出 入 取引 等 に 係る 資金 の 融通 及び 信用 の 供与 等 に お いて 、 制 裁 対象 国 と の 

取引 回 避 は 最 優先 の 課題 で ある と ころ 、 船 舶 等 の 寄港 地 や 航跡 の 管理 、AIS ( 注 ) 
情報 の モニ タリ ング 、 制 裁 対象 リス ト (船舶 を 含み ます 。) と の 照合 等 、 金 融 機 
関 等 が 実施 すべ き 対 応 が 多岐 に わた り 、 マ ニュ アル で の 対応 が 困難 と 想定 され 
る 場合 等 に は 、 リ スク に 応じ て 、 寄 港 地 や 航跡 の 管理 や AIS 情報 の モニ タリ ン 
グ を 効率 的 に 実施 で きる IT シス テム や 制裁 対象 リス ト (船舶 を 含み ます 。) と 
の 照合 を 可能 と する デー タベース の 活用 を 検討 する こと が 考え られ ます 。 

( 注 ) AIS(Automatic Identification System) と は 、 船 舶 の 識別 符号 、 種 類 、 位 
置 、 針路 、 速力 、 航行 状態 及び その 他 の 安全 に 関す る 情報 を 自動 的 に VHF 帯 
電波 で 送受 信 し 、 船 舶 局 相互 間 及 び 船 舶 局 と 陸上 局 の 航行 船 所 施設 等 と の 
間 で 情報 の 交換 を 行う シス テム を いい 、 法 令 に より 一 定 の 条件 の 下 、 船 舶 に 
設置 が 義務 付け られ て いる も の 。 


罰 一 1 マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 の 策定 ・ 実 施 ・ 
検証 ・ 見 直し (PDCA)_ 


( 柱 書 ) 
金融 機関 等 に お いて 、 実 効 的 な マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 態 勢 を 確立 
し 、 有効 に 機能 させ る た め に は 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 方 針 ・ 手 続 ・ 計 
画 等 を 整備 し 、 全 社 的 に 共有 を 図る こと が 必要 で ある 。 
こう し た 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 は 、 金融 機関 等 に お ける リス ク に 見 合っ た 対応 の 


実効 性 を 確保 する た め の も の で あり 、 こ れ ら の 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 の 中 で 、 自ら 
の 規模 ・ 特 性 等 を 踏ま えな が ら 、 リ スク の 特定 ・ 評 価 ・ 低 減 と いう 一 連 の 対応 を 
明確 に 位置 付け る 必要 が ある 。 

(省略 ) 





| 「 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 」 に お ける 「 計 画 」 と | 
| は 何 か 教 えて くだ さい 。 | 

個々 の 金融 機関 等 の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 実効 性 を 高め る た め の 内 
部 管理 態勢 、 監 査 、 研修 等 の 一 連 の 計画 を 想定 し て いま す 。 例え ば 、 本 ガイ ドラ 
イン に お ける 【 対 応 が 求め られ る 事項 】 と 個々 の 金融 機関 等 の 現状 と の ギャ ッ プ 
が ある 場合 に は 、 そ れ を 解消 する た め の 完 了 期 限 を 付 し た 行動 計画 も 含ま れ ま 
す 。 

な お 、 こ こ で いう 「 計 画 等 」 は 、 上 記 の 趣旨 を 踏ま えた 有効 な も の で あれ ば 、 
「 方 針 ・ 手 続 」 と 併せ て 付属 書類 等 と し て 整備 する こと も 許容 され る も の と 考え 
て いま す が 、 方針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 文書 で 策定 され る こと を 息 
定 し て いま す 。 
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罰 一 1 マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 の 策定 ・ 実 施 ・ 
検証 ・ 見 直し (PDCA) 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 
自ら の 業務 分 野 ・ 営 業 地域 や マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 に 関す る 動向 等 を 踏ま 
えた リス ク を 勘案 し 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 を 


策定 し 、 顧客 の 受入 れ に 関す る 方 針 、 顧客 管理 、 記録 保存 等 の 具体 的 な 手法 等 に 
つい て 、 全 社 的 に 整合 的 な 形 で 、 こ れ を 適用 する こと 





| 「 自 ら の 業務 分 野 ・ 営 業 地域 や マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 に 関す る 動向 等 を 踏ま え | 
| た リス ク を 勘案 し 」 と は 、 具 体 的 に どの よう な こと が 求め られ て いる の で し ょ う | 


マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 を 策定 する に 当たっ て 
は 、 商品 ・ サ ービス 、 国 ・ 地 域 、 取 引 形態 、 顧客 属性 等 を 包括 的 か つ 具 体 的 に 検 
証し た リス ク 評 価 だ け で な く 、 自 ら の 業務 分 野 ・ 営 業 地域 や マネ ロン ・ テ ロ 資 金 
供与 に 関し て 変化 する 要素 や 動向 等 も 踏ま えた リス ク を 勘案 する こと が 求め ら 
れ て いる と いう こと を 明確 化し た も の に な り ま す 。 


罰 一 1 マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 の 策定 ・ 実 施 ・ 
検証 ・ 見 直し (PDCA) 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】② 
リス ク の 特定 ・ 評 価 ・ 低 減 の た め の 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 が 実効 的 な も の と な っ 


て いる か 、 各 部 門 ・ 営 業 店 等 へ の 監視 等 も る 踏ま えつ つ 、 不 断 に 検証 を 行う こ 








| 「 リ スク の 特定 ・ 評 価 ・ 低 減 の た め の 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 が 実効 的 な も の と な っ | 
| て いる か 、 各 部 門 ・ 営 業 店 等 へ の 監視 等 も 踏ま えつ つ 、 不 断 に 検証 を 行う こと 」 | 
| と は 、 具 体 的 に どの よう な こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 

リス ク の 特定 ・ 評 価 ・ 低 減 の た め の 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 に つい て は 、 金融 機関 
等 に お いて 、 適切 に 遵守 され る こと に 加え 、 所 管 部 署 等 に よる 適切 な 牽制 機能 が 
発 押さ れる 必要 が あり 、 リ スク 傾向 の 変化 等 が 把握 され た 場合 や 運営 上 の 課題 
等 が 認め られ た 場合 に は 、 不 断 に 検証 を 実施 し 、 実 効 性 を 確保 する よう 求め た も 
の と な り ま す 。 し た が っ て 、 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 に つい て は 、 策 定 さ れ た だ け で 
は 不 十 分 で あっ て 、 組 織 的 に 、 実 効 性 を 確保 する 検証 や 改善 を 継続 的 に 実施 し て 
いく 必要 が ある と 考え ます 。 
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罰 一 1 マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 の 策定 ・ 実 施 ・ 
検証 ・ 見 直し (PDCA) 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】③ 
リス ク 低 減 措置 を 講じ て も な お 残存 する リス ク を 評価 し 、 当 該 リ スク の 詩 容 


度 や 金融 機関 等 へ の 影響 に 応じ て 、 取 扱い の 有無 を 含め た リス ク 低 減 措 置 の 改 
療 や 更 な る 措置 の 実施 の 必要 性 に つき 検討 する こと 





RS EG ET EE CGE CL CIE GE EERE EE EEER COCP EAP GEER EEE cpmcrscraETcz scrovgZE7 RS 1 


| 「 リ スク 低減 措置 を 講じ て も な お 残存 する リス ク 」 に つい て 、 どの よう に 検討 す | 
| れ ば 良い で し ょ うか 。 | 

残存 リス ク は 、 リ スク 低減 措置 に よっ て 各 金 融 機 関 の リ スク 許容 度 の 範囲 内 
で 可能 な 限り 小さ くす る こと が 求め られ て お り 、 残 存 リ スク が 高い まま 、 その 商 
品 ・ サ ービス を 継続 させ る こと は 困難 で ある も の と 考え ます 。 残存 リス ク が ゼロ 
に な る こと は な いこ と を 前 提 に し つつ も 、 高 リス ク か ら 中 リス ク 、 中 リス ク か ら 
低 リ スク へ と リス ク 低減 措 置 の 改善 を 図る た め 、 疑 わし い 取引 の 届出 の 分 析 結 
果 に より 敷居 値 や シナ リオ の 改善 等 を 行う な ど し て リス ク 低 減 を 図る こと が で 
き な い か を 定期 的 に 検証 する 機会 を 持ち 、 経 営 陣 を 含め て 検討 する 必要 が あり 
まず 。 

な お 、 取 引 開始 後に 反 社 会 的 勢力 で ある と 判明 し た 顧客 に 対し て 、 取 引 解消 ま 
で の 間 、 厳 格 な 管理 を 行い つつ 最低 限 の 生活 口座 と し て 存続 させ る こと を 許容 
し た 場合 の 普通 預金 口座 取引 等 は 、 リ スク 低減 措置 を 講じ て も な お リス ク が 残 
存する 例 の 一 つと 考え られ ます 。 
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罰 一 1 マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 の 策定 ・ 実 施 ・ 
検証 ・ 見 直し (PDCA) 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】④ 
管理 部 門 及び 内 部 監査 部 門 に お いて 、 例え ば 、 内 部 情報 、 内 部 通報 、 職員 か ら 


の 質疑 等 の 情報 も 踏ま えて (Q1) 、 リ スク 管理 態勢 の 実効 性 の 検証 を 行う (Q2) 





TCED EEE CEE EGE CRE A GEES REE CCE rc SL EH \ 


| 「 例 えば 、 内 部 情報 、 内 部 通報 、 職員 か ら の 質疑 等 の 情報 も 踏ま えて 」 と あり ま | 
| す が 、 リ スク 管理 態勢 の 実効 性 の 検証 を 行う 際 に 、 留 意 すべ き 事項 に つい て 教え | 
| て くだ さい 。 | 

管理 部 門 及び 内 部 監査 部 門 に お いて リス ク 管 理 態勢 の 実効 性 の 検証 を 行う 場 
合 に は 、 自ら の 個別 具体 的 な 事情 を 踏ま え 、 実効 的 な 検証 を 行う た め に 、 様々 な 
事情 を 考慮 し た 上 で 検証 項目 を 設定 する こと が 求め られ て いま す 。 

内 部 情報 、 内 部 通報 、 職員 か ら の 質疑 等 と いっ た 情報 は 、 自 ら の リス ク 管 理 態 
勢 が 有効 で ある か (第 1 線 に と っ て 、 実施 が 可能 か つ 容 易 か な ど ) を 検証 する た 
め の 有 用 な 情報 と な り ま す (例え ば 、 質問 が 多い 事項 に つい て は 、 ルー ル が 分 か 
り に くい 可能 性 が あり 、 記 載 方 法 を 見 直す こと が 考え られ ます 。)。 

も っ と も 、 これ ら の 情報 は あく まで 例示 で あり 、 管 理 部 門 及び 内 部 監査 部 門 に 
お いて は 、 様 々 な 事情 を 考慮 し て 、 リ スク 管理 態勢 の 有効 性 検証 の きっ か け と す 
る こと が 必要 と 考え ます 。 


EE MRA RR ENR UIE AR RO RRR TRC を アパ チト ギバ 


| 「 管 理 部 門 及 び 内 部 監査 部 門 に お いて 、( 中 略 ) リス ク 管 理 態勢 の 実効 性 の 検証 | 
| を 行う 」 と あり ます が 、 検 証 す べ き 具 体 的 な 事項 を 教え て くだ さい 。 | 

例え ば 、 内 部 情報 、 内 部 通報 、 職員 か ら の 質疑 等 の 情報 を 踏ま えて 、 第 1 線 に 
お ける マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 の 遵守 状況 を 確認 
する ほか 、 疑 わし い 取引 の 届出 状況 を 分 析 し 、 届出 の 多い 取引 類型 に 係る 既存 の 
手続 の 実効 性 を 検証 する な ど 、 様 々 な 事項 が 考え られ ます 。 

いずれ に せよ 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 態勢 に 関す る 実効 性 検証 に 
つい て は 、 各 金融 機関 等 の 規模 や 特性 等 に 応じ て 、 個 別 具体 的 に 検証 項目 を 設定 
する 必要 が あり ます 。 
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ル 一 | マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 の 策定 ・ 実 施 ・ 
検証 ・ 見 直し (PDCA) 

【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑤ 

前 記 実効 性 の 検証 の 結果 、 更 な る 改善 の 余地 が 認め られ る 場合 に は 、 リ スク の 


特定 ・ 評 価 ・ 低 減 の た め の 手 法 自体 も 含め た 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 や 管理 態勢 等 に 
つい て も 必要 に 応じ 見 直し を 行う こ 








REZ EGE OES EE RAE ER CE EE CECE EE TEE OGA ECE EO EEE EE GRBAC CE ECE GREE EE EE SEE EEE EEE RE EO CEE CR CE IRE \ 


| 「 リ スク の 特定 ・ 評 価 ・ 低 減 の た め の 手 法 自体 も 含め た 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 や 管 | 

| 理 態勢 等 に つい て も 必要 に 応じ 見 直し を 行う こと 」 と あり ます が 、 リス ク 管 理 態 | 

| 勢 の 実効 性 に つい て 検証 を 行っ た 場合 に お いて 、 更 な る 改善 の 余地 が 認め られ | 

| た 際 に は 、 問 題 が 認め られ た リス ク 管 理 態勢 に つい て の み 必 要 に 応じ て 見 直す | 

| だ け で 良い の で し ょ うか 。 | 

リス ク 管 理 態勢 の 実効 性 に 問題 が 認め られ た 場合 に は 、 問 題 の 原因 分 析 を 実 

施し 、 適 切な 改善 対応 策 を 講ず る 必要 が ある と 考え ます が 、 そ れ に と ど ま ら ず 、 
リス ク 管 理 態勢 の 基礎 で ある リス ク の 特定 ・ 評 価 ・ 低 減 に つい て も 見 直し が 必要 
と な り 、 当 然 に その 手法 等 に つい て も 、 見 直し 等 の 対応 が 求め られ ます 。 
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ル 一 | マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 の 策定 ・ 実 施 ・ 
検証 ・ 見 直し (PDCA) 
【 対 応 が 期待 され る 事項 】a. 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 を 実施 する た め に 、 自 ら の 規模 ・ 特 性 ・ 業 容 等 を 
踏ま え 、 必 要 に 応じ 、 所 管 す る 専 担 部 室 を 設置 する こと 


【 対 応 が 期待 され る 事項 】 b. 
同様 に 、 必 要 に 応じ 、 外 部 専門 家 等 に よる レビ ュー (Q1) (Q2) を 受け る こと 


【 対 応 が 期待 され る 事項 】c. 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 態勢 の 見 直し や 検証 等 に つい て 外部 専門 
家 等 の レビ ュー を 受け る 際 に は 、 検 証 項 目 に 照ら し て 、 外 部 専門 家 等 の 適切 性 や 
能力 に つい て 、 外 部 専門 家 等 を 採用 する 前 に 、 経 営 陣 に 報告 し その 承認 を 得る こ 
と 
また 、 必要 に 応じ 、 外部 専門 家 等 の 適切 性 や 能力 に つい て 、 内 部 監査 部 門 が 事 
後 検証 を 行う こと 





| 外部 専門 家 等 に に よる レビ ュー の 対象 と し て 、 ど の よう な も の を 想定 し て いる の | 
| で し ょ うか 。 | 

例え ば 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 の 策定 ・ 実 施 ・ 
検証 ・ 見 直し (PDCA) に つい て 助言 を 受け る こと や 、 国 際 的 な マネ ロン ・ テ ロ 資 
金 供与 対策 に 係る 水準 と の ギャ ッ プ 及び 金融 機関 等 に お ける 課題 に つい て レビ 
ュー を 受け る こと が 考え られ ます が 、 こ れ ら に 限定 され る も の で は あり ませ ん 。 


【Q2】 
「 外 部 専門 家 等 」 と は 、 弁 護 士 や コン サル タン ト を 想定 し て いる の で し ょ うか 。 
【A】 


「 外 部 専門 家 等 」 に つい て は 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 専門 的 知見 
を 有する 者 で あれ ば 、 弁護 士 や コン サル タン ト も 該当 し ます が 、 必 ず し も これ ら 
に 限ら れる と いう 趣旨 で は あり ませ ん 。 
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ル 一 2 経営 陣 の 関与 ・ 理 解 


( 柱 書 ) 

(中 略 ) 

さら に 、 経 営 陣 が こう し た リス ク を 適切 に 理解 し た 上 で マネ ロン ・ テ ロロ 資金 供 
与 対策 に 対す る 意識 を 高め 、 ト ッ プ ダウ ン に よっ て 組織 横断 的 に 対応 の 高度 化 
を 推進 し 、 経営 陣 と し て 明確 な 姿勢 ・ 方 針 を 打ち 出す こと は 、 営業 部 門 を 含め た 


全 役 職員 に 対し マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 対す る 意識 を 浸透 させ る 上 で 非 
常に 重要 と な る 。 

こう し た こと を 踏ま え 、 金融 機関 等 の 経営 陣 に お いて は 、 自ら の マネ ロン ・ テ 
口 資金 供与 対策 に 主導 的 に 関与 し 、 対 応 の 高度 化 を 推進 し て いく 必要 が ある 。 








ET EE RE TEER GERELESET SHE OE EE ENE ESR EE ET GAERTNER LEE SHE GS RE ERE LE SEER ECE EE CR CREE ERE SANCHO EAE EE EE EEE OE EE TGR } 


| 「 経 営 陣 の 関与 」 と は 、 例え ば 、 マ ネロ ン 担 当 役員 が 、 リ スク 評価 の 過程 や 、 自 | 
| ら の 組織 内 で 定例 的 に 開催 する AML 委員 会 ・ コ ンプ ライ アン ス 委 員 会 等 に 関与 | 
| する こと な ど が 考え られ る と いう 理解 で 良い で し ょ うか 。 | 

ご 質問 の よう な 会 議 体 等 に 参加 し 、 議 論 を 行う こと も 経営 陣 の 関与 の あり 方 
の 1 つ で す が 、 経 営 吐 に よる 関与 の 態様 は 、 こ れ に 限ら れ ま せん 。 

経営 陣 の 役割 と し て 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク が 経営 上 の 重大 な リス ク 
に な りか ね な いこ と を 的 確 に 認識 し 、 取締 役 会 等 に お いて 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 
供与 対策 を 経営 戦略 等 に お ける 重要 な 課題 の 1 つと し て 位置 付け る こと や 、 経 
営 陣 の 責任 に お いて 組織 横断 的 な 枠組 み を 構築 し 、 戦 略 的 な 人 材 確保 (IT シス 
テム 、 デー タ 分 析 の 専門 家 等 を 含み ます 。)・ 教 育 ・ 資 源 配分 等 を 実施 する こと が 
考え られ ます 。 
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和 ル 一 2 経営 陣 の 関与 ・ 理 解 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 を 経営 戦略 等 に お ける 重要 な 課題 の 一 つと し て 


位置 付け る こと 








| 


| 「 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 を 経営 戦略 等 に お ける 重要 な 課題 の つと し て | 
| 位置 付け る こと 」 と は 、 具 体 的 に どの よう な こと が 求め られ て いる の で し ょ う | 


に ニー と ーー ニー デニ ニー ニー ニニ ニー ニー ニー ニモ ニー ニニ ニニ ニニ ニモ ニー ニー ニー ニー ニニ ニー ニー ニモ ニー ニー ニニ ニニ ニー と ーー ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニニ ーー ニモ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニー と 9 


マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 を 経営 戦略 等 に お ける 重要 な 課題 の 1 つと し て 
組織 内 外 に 浸透 させ 、 実 効 性 を 確保 する た め の 各 種 諸 施 策 を 講ず る こと が 求め 
られ ます 。 経営 陣 と し て は 、 こ れ ら 各種 諸 施 策 が 適切 に 実施 され 、 不断 の 見 直し 
等 が 実施 され て いる こと を 把握 し つつ 、 組 織 と し て の 対応 が 確保 され て いる こ 
と を 確認 する 必要 が ある と 考え られ ます 。 
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ル 一 2 経営 陣 の 関与 ・ 理 解 

【 対 応 が 求め られ る 事項 】② 

役員 (Q1) の 中 か ら 、 マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 責任 を 担う 者 を 任命 
し (Q2)、 職 務 を 全う する に 足る 必要 な 権限 等 を 付与 する こと 





本 ガイ ドラ イン 想 一 2 【 対 応 が 求め られ る 事項 】(② に お ける 「 役 員 」 と は 、 
会 社 法 上 の 取締 役 そ の 他 こ れ に 準ずる 地位 に ある 者 を 意味 し ます (いわ ゆる 執 
行 役員 等 、 会 社 法 上 の 役員 に 該当 し な い 者 で あっ て も 「 役 員 」 に 該当 し 得 ま 
す 。) が 、 経 営 会 議 等 組織 の 方 針 を 決定 する 権限 の ある 会 議 体 に お ける 発言 権 
及び 議決 権 を 有する 者 で ある こと を 要 し ます 。 

いずれ に せよ 、 各 金融 機関 等 に お いて は 、 その 規模 や 組織 構造 等 に 応じ て 、 マ 
ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 責任 を 果たす こと が で きる 者 を 任命 し 、 職 務 を 
全う する に 足る 必要 な 権限 等 を 付与 する こと が 求め られ ます 。 


ーー ニニ ニン ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ニ ーー ニニ ーー ニン ニー ニー ーー ニニ ニー ニー ニー ニー ーー ニー ニン トー ニニ ニ ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ンー ニー ニニ ーー デーン ーー ンー の ーー コー デン ーー ンー ニッ ーー テニ ーー ニ テー テージ ーー ェ 


| 「 役 員 の 中 か ら 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 責任 を 担う 者 を 任命 し 」 と | 
| あり ます が 、 リ スク 対策 を 担う 役員 を 第 1 線 に 周知 する こと も 踏ま え 、 マ ネロ ン | 
| 担当 役員 等 を 組織 上 明確 に する 方 が 良い で し ょ うか 。 | 
ガイ ドラ イン 本 文 に お いて 記載 し て いる と お り 、 役 員 の 中 か ら 、 マネ ロン ・ テ 
ロ 資 金 供与 対策 に 係る 責任 を 担う 者 を 任命 し 、 職 務 を 全う する に 足る 必要 な 権 
限 等 を 付与 し 、 当該 役員 に 対し 、 必 要 な 情報 が 適時 ・ 適 切 に 提供 され 、 当 該 役 
員 が 金融 機関 等 に お ける マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に つい て 内 外 に 説明 で き 
る 態勢 を 構築 する こと が 必要 と 考え ます 。 
また 、「 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 責任 を 担う 者 」 に つい て は 、 組 織 
図 に 明記 し た り 、 デ ィ ス クロ ー ジ ャ ー 誌 や 年 次 報告 書 と いっ た 対外 公表 文書 に 
も 記載 し た りす る な ど 、 組 織 の 内 外 に 周知 され る こと が 望ま し いも の と 考え ま 
す 。 


和 ル 一 2 経営 陣 の 関与 ・ 理 解 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】③ 
当該 役員 に 対し 、 必 要 な 情報 が 適時 ・ 適 切 に 提供 され 、 当該 役員 が 金融 機関 等 


に お ける マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に つい て 内 外 に 説明 で きる 態勢 を 構築 す 





| 「 当 該 役員 に 対し 、 必要 な 情報 が 適時 ・ 適 切 に 提供 され 、 当該 役員 が 金融 機関 等 | 
| に お ける マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に つい て 内 外 に 説明 で きる 態勢 を 構築 す | 
| る こと 」 と あり ます が 、 具 体 的 に 留意 する こと が あれ ば 教え て くだ さい 。 | 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 責任 を 担う 役員 に お いて は 、 組 織 横断 的 に 
実行 し て いる マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 内 容 、 自ら の 現状 と 課題 、 直面 す る 
リス ク 内 容 等 に つい て 、 最 低 限 、 説 明 を 求め られ た 際 に 適切 に 説明 で きる 必要 が 
ある と 考え ます が 、 その 他 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 全て に つい て 、 把握 する 
よう 不断 の 努力 が 必要 で ある と 考え ます 。 
な お 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 内 容 等 に つい て は 、 ディス クロ ー ジ ャ ー 
誌 や 年 次 報告 書 と いっ た 対外 公表 文書 に も 記載 する な どの 対応 も 考え られ ます 。 
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和 ル 一 2 経営 陣 の 関与 ・ 理 解 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】④ 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 重要 性 を 踏ま えた 上 で 、 所 管 部 門 へ の 専門 性 


を 有する 人 材 の 配置 及び 必要 な 予算 の 配分 等 、 適 切な 資源 配分 を 行う こ 








Eee | 


| 「 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 重要 性 を 踏ま えた 上 で 、 所 管 部 門 へ の 専門 性 を | 
| 有する 人 材 の 配置 及び 必要 な 予算 の 配分 等 、 適 切な 資源 配分 を 行う こと 」 と あり | 
| ます が 、 具 体 的 に どの よう な 点 に 留意 する こと が 求め られ て いま すか 。 | 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 所 管 部 門 に 対し て 、 専 門 性 を 有する 人 材 を 適切 
に 配置 し 、 必要 な 予算 配分 を する だ け で な く 、 組織 全体 の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供 
与 対策 の 高度 化 の た め 、 所 管 部 門 以 外 に つい て も 、 人 材 育 成 、 人 材 配置 に お いて 
配慮 する な ど 、 金 融 機 関 等 に お ける マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 が 持続 可能 で あ 
り 、 か つ 、 高 度 化 さ せる た め の 資 源 配分 も 求め られ て いる と 考え ます 。 


和 ル 一 2 経営 陣 の 関与 ・ 理 解 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑤ 


マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 関わ る 役員 ・ 部 門間 で の 連携 の 枠組 み を 構築 





Eee | 


| 「 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 関わ る 役員 ・ 部 門間 で の 連携 の 枠組 み を 構築 す | 
| る こと 」 と あり ます が 、 具 体 的 に 留意 する こと が あれ ば 教え て くだ さい 。 | 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 は 、 全社 的 な 取組 み が 必 要 で ある こと か ら 、 関係 
する 役員 や 部 門 長 等 に お いて は 、 定 期 的 に 情報 交換 等 を 実施 する 会 議 体 を 設置 
し た り 、 連 絡 担当 者 を 配置 し た りす る な ど 、 各 役員 間 、 部 門間 で 発生 する 利害 対 
立 を 円 滑 に 解決 する た め の 枠 組み を あら か じ め 用 意 し て お く こ と は 有効 で ある 
と 考え ます 。 
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和 ル 一 2 経営 陣 の 関与 ・ 理 解 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑥ 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 の 策定 及び 見 直し に つい て 、 


経営 陣 が 承認 する と と も に 、 そ の 実施 状況 に つい て も 、 経 営 陣 が 、 定期 的 及び 随 
時 に 報告 を 受け 、 必 要 に 応じ て 議論 を 行う な ど 、 経 営 陣 の 主導 的 な 関与 が ある こ 





RE EE EEE SEES KSEE CE EE EER ECE RE CIEE AGE RE GOEL OEE EE EEE ER ER RA EE RE ERR EA EEEt TS } 


| 「 経 営 陣 の 主導 的 な 関与 」 と あり ます が 、 具 体 的 に どの よう な こと が 求め られ て | 
| いる の で し ょ うか 。 | 
「 経 営 陣 の 主導 的 な 関与 」 と は 、 全て を 経営 陣 が 実行 する こと を 求め る も の で 
は あり ませ ん 。 経営 陣 が 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 を 全社 的 に 取り 組む に 当 
た っ て 、 円 滑 か つ 効 率 的 に 同 対策 が 実施 で きる よう 、 必 要 な 連携 の 枠組 みや 所 管 
部 署 等 に 対す る 権限 、 人 材 の 配置 等 、 実 際 に 各 施 策 を 実施 する 部 署 等 に 対す る 支 
援 を 適切 に 実行 する こと が 重要 で あり 、 そ の 一 環 と し て 、 経 営 陣 に お いて 承認 、 
議 諭 が 必要 な 場合 に は 適切 に 対応 する 必要 が ある こと を 明確 化し た も の で す 。 
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和 ル 一 2 経営 陣 の 関与 ・ 理 解 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑦ 
経営 陣 が 、 職員 へ の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 関す る 研修 等 に つき 、 自 ら 


参加 する な ど 、 積 極 的 に 関与 する こと 








Er Ci aC 


| 「 職 員 へ の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 関す る 研修 等 に つき 、 自 ら 参 加 す る な | 
| ど 、 積極 的 に 関与 する こと 」 と あり ます が 、 具体 的 に 留意 する こと が あれ ば 教え | 
| て くだ さい 。 | 

職員 へ の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 関す る 研修 に 経営 陣 が 参加 し 、 幅 広い 
知識 等 を 獲得 する こと に 加え て 、 経営 陣 向け の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 関 
する 研修 を 実施 する こと や 、 そ の 旨 を 社内 に 周知 する な ど 、 経 営 陣 に より 多く の 
研修 の 機会 を 提供 する こと も 重要 で ある と 考え ます 。 
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丹 一 3 経営 管理 ( 三 つ の 防衛 線 等 ) 


( 柱 書 ) 

以下 で は 、 金融 機 関 等 に 求め られ る マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 態勢 の 
機能 を 、 三 つ の 防衛 線 の 概念 の 下 で 整理 し た 上 で 「 対 応 が 求め られ る 事項 」 を 記 
載 し て いる が 、 各 金 融 機 関 等 に お いて 、 業務 の 特性 等 を 踏ま え 、 項目 に よっ て は 


異な る 整理 の 下 で 管理 態勢 等 (外部 へ の アウ ト ソ ー シ ン グ を 含む 。) を 構築 する 
こと も 考え られ る 。 そ の 場合 で あっ て も 、 そ れ ぞ れ の 管理 態勢 の 下 で 、「 対 応 が 
求め られ る 事項 」 が 目標 と し て いる 効果 と 同等 の 効果 を 確保 する こと が 求め ら 





| 「( 中 略 ) 管理 態勢 等 (外部 へ の アウ ト ソ ー シ ン グ を 含む 。) を 構築 する こと 」 に | 
| つい て 、 具 体 的 に どの よう な 点 に 留意 する こと が 求め られ て いま すか 。 | 
業務 委託 先 が 取 引 時 確認 や 顧客 管理 業務 の 一 部 を 実施 し て いる 場合 に お いて 
も 、 委 託 元 の 金融 機関 等 が 顧客 管理 に 関す る 責任 を 負い ます 。 この た め 、 例 えば 、 
当該 委託 先 を 第 1 線 と 位置 付け 、 第 2 線 が 必要 な 牽制 ・ 支 援 を 行い 、 委託 元 の 責 
任 で 必要 な 文書 管理 を 行う こと な ど が 必要 で ある と 考え られ ます 。 この 場合 、 第 
3 線 は 、 第 2 線 に お いて 委託 先 の 牽制 や 支援 を 適切 に 実施 し て いる か を 監査 す 
る こと と な り ま す 。 また 、 外 部 へ の アウ ト ソ ー シ ン グ に 関し 、 個人 情報 の 授受 が 
行わ れる 場合 は 、 個 人 情報 の 共有 に 関す る 合意 が あら か じ め 得 られ て いる こと 、 
守秘 義務 契約 の 締結 や 情報 セキ ュ リ ティ に 問題 な い 先 で ある こと の 確認 が な さ 
れ て いる こと に も 留意 する 必要 が あり ます 。 
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丹 一 3 経営 管理 ( 三 つ の 防衛 線 等 ) 

(1) 第 1 の 防衛 線 

【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 

第 1 線 に 属す る 全て の 職員 が 、 自 ら の 部 門 ・ 職 務 に お いて 必要 な マネ ロン ・ テ 


ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 を 十分 理解 し 、 リ スク に 見 合っ た 低減 
措置 を 的 確 に 実施 する こと 








RSE SR ECE EER GARR COE CEE CAE ECA COREL EE EC EE USCC ERE EEE CE EE EER SRGARCEIREHEE ECE TE EE HEREC CECE 


| 「 第 1 線 に 属す る 全て の 職員 が 、 自 ら の 部 門 ・ 職 務 に お いて 必要 な マネ ロン ・ テ | 
| ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 を 十分 理解 し 、 リ スク に 見 合っ た 低減 | 
| 措置 を 的 確 に 実施 する こと 」 と あり ます が 、 具 体 的 に どの よう な 点 に 留意 する こ | 
| と が 求め られ て いま すか 。 | 

第 1 線 に 属す る 全て の 職員 に お いて は 、 直接 顧客 等 と 対 財 す る こと か ら 、 マ ネ 
ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 を 十分 理解 し た 上 、 当 該 方 針 
等 に 沿っ た リス ク 低 減 措置 を 実施 する こと が 求め られ ます 。 し た が っ て 、 第 1 線 
に 属す る 全て の 職員 に 対し て は 、 職 務 に お いて 必要 な 知識 付与 の 機会 を 確保 す 
る と と も に 、 適 切な 対応 が 実施 され て いる こと を 確認 する 必要 が ある と 考え ま 
す 。 

な お 、 ベ スト プラ クティ ス と し て は 、 次 の よう な 流れ が 望ま し いも の と 考え ま 
す 。 す な わ ち 、 ま ず 、 第 2 線 が 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 関す る 企画 、 リ 
スク 評価 書 を 含む 書類 ・ 規 程 ・ 手 続 類 の 策定 、 品質 管理 等 を 行う こと を 前 提 に 、 
営業 部 門 (第 1 線 ) が 、 自 律 的 に 、 第 2 線 に お いて 定め た ルー ル に 則っ て 商品 ・ 
サー ビス 、 取引 形態 、 国 ・ 地 域 、 顧客 属性 等 の リス ク 評 価 及び 顧客 リス ク 評 価 並 
びに 低減 措置 を 実施 する こと が 考え られ ます 。 さら に 、 第 2 線 が 品質 管理 業務 の 
ー 環 と し て 第 1 線 に よる リス ク 評 価 の 適切 性 を 判断 し 、 リ スク に 応じ た リス ク 
低減 措置 を 再 検証 する こと が 考え られ ます 。 そ し て 、PDCA サイ クル を 回 し な が 
ら 、 第 3 線 が 独立 し た 立場 か ら 内 部 監査 を 実施 し 、 牽 制 機能 を 発揮 する 態勢 へ と 
高度 化し て いく こと が 考え られ ます 。 し た が っ て 、 第 1 線 の 職員 に お いて 、 当該 
金融 機関 が 直面 する リス ク を 十分 に 理解 し た 上 、 第 2 線 が 定め た リス ク 低 減 措 
置 を 適切 に 履 貴 し て いく だ け で な く 、 第 2 線 に 対し て 、 第 1 線 の リス ク 認 識 を 的 
確 に 伝達 する 態勢 を 整備 する こと が 必要 で ある と 考え ます 。 


122 


和 ル 一 3 経営 管理 ( 三 つ の 防衛 線 等 ) (1 ) 第 1 の 防衛 線 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】② 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 に お ける 各 職 員 の 責務 


等 を 分 か りや すく 明確 に 説明 し 、 第 1 線 に 属す る 全て の 職員 に 対し 共有 する こ 





| 「 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 に お ける 各 職 員 の 責務 | 
| 等 を 分 か りや すく 明確 に 説明 し 、 第 1 線 に 属す る 全て の 職員 に 対し 共有 する こ | 
| と 」 と あり ます が 、 具 体 的 に どの よう な 点 に 留意 する こと が 求め られ て いま す | 


上 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 に お ける 各 職 員 の 責務 
等 を 分 か りや すく 明確 に 説明 し 、 第 1 線 に 属す る 全て の 職員 に 対し 共有 する こ 
と と は 、 単 に 分 か りや すく 明確 に 説明 を 実施 する こと だ け で は な く 、 第 1 線 に 属 
する 全て の 職員 が 、 自 ら の 責務 を 自覚 し 、 適 切な 対応 が 可能 と な る 程度 まで 理解 
させ る 必要 が あり 、 必 要 に 応じ て 、 理解 度 を 確認 する こと も 必要 で ある と 考え ま 
す 。 
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ル 一 3 経営 管理 ( 三 つ の 防衛 線 等 ) 
(2) 第 2 の 防衛 線 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 
第 1 線 に お ける マネ ロン ・ テ ロロ 資金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 の 遵守 


状況 の 確認 や 、 低減 措置 の 有効 性 の 検証 等 に より 、 マ ネロ ン ・ テ ロロ 資金 供 与 リ ス 
ク 管 理 態勢 が 有効 に 機能 し て いる か 、 独 立 し た 立場 か ら 監 視 を 行う こと 





EE ER EE EHECERCEE TREE EAR IEEE IEEE RE REC EEE TC EE EES EE EEC EP SE GE PEE rna EER \ 


| 第 2 線 に 求め られ る 「 第 1 線 に お ける マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・| 
| 手続 ・ 計 画 等 の 遵守 状況 の 確認 や 、 低減 措置 の 有効 性 の 検証 等 」 と は 、 具体 的 に | 
| どの よう な こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 

第 2 線 は 、 第 1 線 が 担う 取引 時 確認 業務 や 取引 時 確認 記録 の 作成 ・ 保 存 業 務 に 
RD テロ 資金 供与 リス ク 管理 

勢 が 有効 に 機能 し て いる か と いう 観点 か ら 、 疑 わし い 取 引 の 届出 の 分 析 等 に 

より 認識 し た 事項 の 直面 する リス ク を も 踏ま え 、 定期 的 に 検証 する こと な ど が 
求め られ ます 。 

RE OE 対面 の 場合 と 比 し て リス ク 
が 高い こと か ら 、 当 該 リ スク に 応じ た 管理 態勢 が 求め られ る こと に な り ま す 。 仮 
に 、 取 4 人 務 和 に 不 情 が あり 、 本 人 和束 和央 人 のか が 人 
され て いな い 場 合 に は 、 法 令 違反 と な りか ね な い だ け で な く 、 リ スク 管理 上 必要 
な 顧客 情報 が 把握 で き て いな いこ と に な り ま す 。 すなわち 、 正確 な 顧客 情報 の 把 
握 は 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 態勢 の 前 提 と な っ て お り 、 これ が な け 
れ ば 、 自ら の 直面 する リス ク の 特定 ・ 評 価 を 実施 する こと が で きず 、 顧客 リス ク 
評価 に 基づく 継続 的 顧客 管理 や 取引 モニ タリ ング 等 の 自ら の リス ク に 見 合っ た 
低減 措置 を 講ず る こと が で きま せん 。 

この た め 、 第 2 線 は 、 第 1 線 の 手続 等 の 遵守 状況 や 低減 措置 の 有効 性 に つい て 、 
定期 的 に 確認 ・ 検 証する こと が 求め られ る と 考え ます 。 
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一 3 経営 管理 ( 三 つ の 防衛 線 等 ) (2 ) 第 2 の 防衛 線 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】② 


第 1 線 に 対し 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 に 係る 情報 の 提供 や 質疑 へ の 応答 を 行 


うほ か 、 具 体 的 な 対応 方 針 等 に つい て 協議 を する な ど 、 十 分 な 支援 を 行う こと 








| 「 十 分 な 支援 を 行う 」 と あり ます が 、 具 体 的 に どの よう な こと が 求め られ て いる | 
| の で し ょ うか 。 


第 2 線 に お ける 第 1 線 に 対す る 支援 は 、 情 報 提供 や 質疑 へ の 応答 の みな ら ず 、 
例え ば 、 個別 案件 に 対す る 対応 に つい て 、 自 ら 有 する 専門 性 を 十分 に 発揮 し た 助 
言 、 外 部 専門 家 や 当局 と の 対話 等 を 通じ て 、 第 1 線 の 対応 を 後方 か ら 支援 する こ 
と で あり 、 所 管 部 署 と し て 全社 的 な マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 と の 整合 性 を 図 


りつ つ 、 最 大 限 、 取 引 の 円 滑 化 に 配慮 し て 対応 を 実施 する た め の 支 援 が 必要 で あ 
る と 考え ます 。 


和 ル 一 3 経営 管理 ( 三 つ の 防衛 線 等 ) (2 ) 第 2 の 防衛 線 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】③ 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 主管 部 門 に と ど ま ら ず 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供 


与 対策 に 関係 する 全て の 管理 部 門 と その 責務 を 明らか に し 、 そ れ ぞ れ の 部 門 の 
責務 に つい て 認識 を 共有 する と と も に 、 主 管 部 門 と 他 の 関係 部 門 が 協 働 す る 態 


勢 を 整備 し 、 審 接 な 情報 共有 ・ 連 携 を 図る こと 








RREGOPORGGEREEE CLE RE EE EE EE EE SR ESI CE EEE EL CEE REOREOREE KRC EE EERE gc EE 


| 「 密 接 な 情報 共有 ・ 連 携 を 図る 」 と あり ます が 、 具体 的 に どの よう な こと が 求め | 
| られ て いる の で し ょ うか 。 | 

全社 的 な マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 を 推進 し て いく 際 に は 、 主 管 部 門 だ け で 
は 対応 が 十分 で きま せん の で 、 関 係 する 主管 部 門 以外 の 管理 部 門 と の 間 で 、 役 割 
分 担 及 び 責 務 を 明確 に し 、 緊 密 な 情報 共有 、 連 携 及び 協 働 する 態勢 を 整備 する こ 
と が 求め られ て いま す 。 

その た め に は 、 各 部門 が 、 他 の 部 門 の 管理 する 情報 に つい て も 、 適 時 適切 に ア 
クセ ス で きる 状況 に ある こと が 必要 で ある と 考え ます 。 
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和 ル 一 3 経営 管理 ( 三 つ の 防衛 線 等 ) (2 ) 第 2 の 防衛 線 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】④ 
管理 部 門 に マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 適切 な 知識 及び 専門 性 等 を 有 


する 職員 を 配置 する こと 








Re | 


| 「 適 切な 知識 及び 専門 性 等 を 有する 職員 を 配置 」 こ あり ます が 、 具 体 的 に 留意 す | 
| る 点 が あり まし た ら 教え て くだ さい 。 | 

全社 的 な マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 を 実施 する に 当たっ て 、 管 理 部 門 に は 、 

知識 及び 専門 性 等 を 有する 職員 を 配置 する よう 求め て いま す が 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 
資金 供与 対策 に 関す る 資格 等 を 保有 し て いる 職員 を 集め る だ け で は 十分 で ある 
と は いえ ず 、 実 務 経 験 等 も 考慮 し て 、 専 門 性 等 を 判断 する と 共に 、 継 続 的 な 教育 ・ 
研修 を 行っ て いく こと が 重要 で ある と 考え ます 。 


丹 一 3 経営 管理 ( 三 つ の 防衛 線 等 ) 
(3) 第 3 の 防衛 線 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 

以下 の 事項 を 含む 監査 計画 を 策定 し 、 適 切 に 実施 する こと 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 の 適切 性 
当該 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 を 遂行 する 職員 の 専門 性 ・ 適 合 性 等 


職員 に 対す る 研修 等 の 実効 性 

営業 部 門 に お ける 異常 取引 の 検知 状況 

検知 基準 の 有効 性 等 を 含む IT シス テム の 運用 状況 

検知 し た 取引 に つい て の リス ク 低 減 措 置 の 実施 、 疑 わし い 取 引 の 届出 状況 





{RRS EEE EE LE EEE RS EC EET CRE ESTE EE RRR EE ZR CER EE REECE RE CE REE CECE IC IEE ES CENCE IE ULI REE ENE ETT EE gcc7WrR7crZE EE i } 


| 「 以 下 の 事項 を 含む 監査 計画 を 策定 し 、 適切 に 実施 する 」 と あり ます が 、 具体 的 | 
| に どの よう な 点 に 留意 する こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 





第 3 線 に お いて は 、 独 立 し た 立場 か ら 第 2 線 が 策定 し た マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供 
与 対策 が 、 第 1 線 及 び 第 2 線 に お いて 実効 的 に 実施 され て いる か を 確認 し 、 経 党 
陣 へ 報告 する こと が 重要 で ある と 考え ます 。 し た が っ て 、 上 記 【 対 応 が 求め られ 
る 事項 】 ① に 記載 され て いる イ . ~ へ . は 、 監査 計画 に 最低 限 盛り 込む べき 項目 と 
な っ て お り 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 実効 性 を 確認 する た め に 必要 と 思 
れる 内 容 に つい て は 、 追加 等 を 検討 し 、 適 切 に 監査 を 実施 する こと が 求め られ る 
と 考え ます 。 
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一 3 経営 管理 ( 三 つ の 防衛 線 等 ) (3 ) 第 3 の 防衛 線 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】② 


自ら の 直面 する マネ ロン ・ テ ロロ 資金 供与 リス ク に 照ら し て 、 監 査 の 対象 ・ 頻 
度 ・ 手 法 等 を 適切 な か も の と する こと 








っ と こう | 


| 「 自 ら の 直面 する マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク に 照ら し て 、 監 査 の 対象 ・ 頻 度 ・| 
| 手法 等 を 適切 な も の と する こと 」 に つい て 、 どの よう な 点 に 留意 する こと が 求め | 
| られ て いる の で し ょ うか 。 | 
例え ば 、 取引 の 検証 に 当たっ て 、 取 引 量 が 増え て いる 国 ・ 地 域 等 に つい て 、 取 
引 量 が 増え て いる こと を 踏ま えて 自ら の 直面 する マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス 
ク を 評価 し 、 検 証 の 手法 を 適切 に 設定 する こと が 必要 で ある も の と 考え ます 。 し 
た が っ て 、 全 て の 分 野 に つい て サン プリ ング に よる 調査 を 行う の で は な く 、 リ ス 
ク を 分 析 し た 上 、 必 要 に 応じ て 惑 皆 的 に 調査 を 行う こと が 求め られ る も の と 考 
えま す 。 
な お 、 自 ら の 直面 する リス ク を 踏ま え 、 検証 の 手法 を 設定 する 際 に は 、 第 2 線 
が 実施 し た リス ク 評 価 を 援用 する こと の みな ら ず 、 必 要 に 応じ て 第 3 線 が リス 
ク 評 価 を 行う こと も あり 得る も の と 考え ます 。 
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和 ル 一 3 経営 管理 ( 三 つ の 防衛 線 等 ) (3 ) 第 3 の 防衛 線 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】③ 
リス ク が 高い と 判断 し た 業務 等 以外 に つい て も 、 一 律 に 監査 対象 か ら 除外 せ 


ず 、 頻度 や 深度 を 適切 に 調整 し て 監査 を 行う な どの 必要 な 対応 を 行う こ 








こう | 


| 「 リ スク が 高い と 判断 し た 業務 等 以外 に つい て も 、 一 律 に 監査 対象 か ら 除外 せ | 
| ず 、 頻 度 や 深度 を 適切 に 調整 し て 監査 を 行う な どの 必要 な 対応 を 行う こと 」 と あ | 
| り ま す が 、 具 体 的 に どの よう な こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 
第 3 線 が 実施 する 監査 に つい て も 、 リ スク ベー ス ・ ア プロ ー チ を 適用 し て 対応 
する こと が 求め られ て いま す が 、 具 体 的 な 監査 項目 の 選定 に 当たり 、 リ スク の 高 
低 の み で 判断 し て 、 リ スク が 低い と 判断 し た 場合 に は 、 一 律 監査 対象 か ら 外 す と 
いう 手法 は 、 リ スク ベー ス ・ ア プロ ー チ と は いえ ず 、 リ スク が 低い 項目 で あっ て 
も 、 過 去 に 一 度 も 監査 し て て いな いよ うな 場合 等 に つい て は 、 深 度 を 調整 し て サン 
ブル 的 に 監査 を 実施 する な どの 対応 が 必要 に な る と いう こと を 明確 化し た も の 
で す 。 
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和 ル 一 3 経営 管理 ( 三 つ の 防衛 線 等 ) (3 ) 第 3 の 防衛 線 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】④ 
内 部 監査 部 門 が 実施 し た 内 部 監査 の 結果 を 監査 役 及び 経営 陣 に 報告 する と と 


も に 、 監 査 結果 の フォ ロー アッ プ や 改善 に 向け た 助言 を 行う こ 








1 | 


| 「 内 部 監査 部 門 が 実施 し た 内 部 監査 の 結果 を 監査 役 及び 経営 陣 に 報告 する と と | 
| も に 、 監 査 結果 の フォ ロー アッ プ や 改善 に 向け た 助言 を 行う こと 」 と あり ます | 
| が 、 ど の よう な 趣旨 で し ょ うか 。 | 
内 部 監査 部 門 の 責務 に は 、 監 査 を 実施 し 、 結 果 を 監査 役 及び 経営 陣 へ 報告 する 
こと だ け で な く 、 監 査 結果 の フォ ロー アッ プ や 改善 に 向け た 助言 も 含ま れる こ 
と を 明確 化し た も の で す 。 
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和 ル 一 3 経営 管理 ( 三 つ の 防衛 線 等 ) (3 ) 第 3 の 防衛 線 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑤ 
内 部 監査 部 門 に マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 適切 な 知識 及び 専門 性 等 


を 有する 職員 を 配置 する こと 








1 SHS OTRO OE ET AGT IE EGNOS EN. 


| 「 内 部 監査 部 門 に マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 適切 な 知識 及び 専門 性 等 | 
| を 有する 職員 を 配置 する こと 」 と あり ます が 、 ど の よう な 趣旨 で し ょ うか 。 | 
内 部 監査 部 門 に は 、 適 切な 知識 及び 専門 性 等 を 有する 職員 を 配置 する よう 求 
め て いま す が 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 関す る 資格 等 を 保有 し て いる 職員 
を 集め る だ け で は 十分 で ある と は いえ ず 、 実 務 経験 等 も 考慮 し て 、 専 門 性 等 を 判 
断 す る こと に 加え て 、 継続 的 な 教育 ・ 研 修 を 行う こと が 重要 で ある と 考え ます 。 
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邊 一 4 グル ー プ ベー ス の 管理 態勢 


( 柱 書 ) 

金融 機関 等 が グル ー プ を 形成 し て いる 場合 (01) に は 、 グル ー プ 全体 と し て の 
計る テロ 資金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 を 策定 し 、 グ ルー プ 全 体 

合 的 な 形 で 、 必 要 に 応じ 傘下 事業 者 等 の 業態 等 に よる 違い も 踏ま えな が ら 、 

i 

(中 略 ) 

海外 拠点 等 を 有する 人 金融 機関 等 グル ー プ (Q2) に お いて は 、 こう し た 違い や グ 
ロー バル に 展開 する 他 の 金融 グル ー プ の プラ クティ ス 等 を 踏ま は えな が ら 、 グ ル 
ー プ ベー ス で の 整合 的 な 管理 態勢 の 構築 や 、 傘 下 事業 者 等 へ の 監視 等 を 実施 し 
て いく 必要 が ある 。 特に 、 海外 業務 が 大 き な 割 合 を 占め る 、 又は 、 経営 戦略 上 重 
要 な 位置 付け と な っ て いる 金融 機関 等 グル ー プ に お いて は 、 マ ネロ ン ・ テ ロロ 資金 
供与 対策 に 対す る 目線 が 急速 に 厳し さ を 増 し て いる こと に 鑑み る と 、 そ の 必要 
性 は 高い も の と 考え られ る 。 

外国 金融 グル ー プ の 在 日 拠点 (Q3) に お いて は 、 グル ー プ 全体 と し て の マネ ロ 
ン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管理 態勢 及び コル レス 先 を 含む 我が国 金融 機関 等 と の 
取引 状況 に つい て 、 当 局 等 を 含む ステ ー ク ホル ダー に 説明 責任 を 果たし て いく 
こと が 求め られ る 。 





| ORES RCE EAE CR RE CE TIE CR EL ET RE IRE EE REE TREE LR IE LE TIE CREE RCE NEEL ES ERE CEE RC EEE EE EEG RC ER STE EE SLES EE PREECERER EE ERT SESE ER RS} 


| グル ー プ ベー ス 、 グロ ー バ ル ベ ー ス の 管理 態勢 整備 に 関し 、 管 理 対象 と する グル | 
| 一 ブ 会 社 の 範囲 や 各社 に 求め る 水準 は 、 PP ほ に 応じ た 個別 の 判 | 
| 断 で 行っ て 良い で し ょ うか 。 | 

グル ー プ の 範囲 に つい て は 、 本 ガイ ドラ イン が グル ー プ ベー ス の 管理 態勢 の 
構築 を 求め て いる 趣旨 に 鑑み 、 グ ルー プ 各 社 の リス ク 等 に 応じ て 、 個別 具体 的 に 
判断 する 必要 が あり 、( 連 結 ) 子会社 や 持分 法 適用 会 社 と いっ た 持分 割合 に よっ 
て 機械 的 に 判断 され る も の で は あり ませ ん 。 

グル ー プ を 形成 する 各 事 業者 に 求め られ る 水準 に つい て も 、 グ ルー プ 各 社 の 
リス ク 等 に 応じ て 、 個別 具体 的 に 判断 する 必要 が あり ます が 、 それ ら の 判断 は 、 
グル ー プ 全体 を 監視 し て いる 本 社 の グル ー プ 管理 を 統括 する 部 署 の 承認 を 得る 
必要 が あり ます 。 


こと ーー つこ スン トニ クー ンー ニー ニニ ニー ニニ ーー ニニ ニニ ニー ニニ ェ ー ニ ニニ ニー ニー ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニー ンー ニー ニー ター ンー ーー ーー ウー 


「 海 外 拠点 等 」 と は 、 ど の よう な も の を 想定 し て いる の で し ょ うか 。 現地 法人 、 | 
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| 支店 、 駐 在 員 事務 所 は 「 海 外 拠点 等 」 に 含ま れる の で し ょ うか 。 
「 海 外 拠点 等 」 に は 、 一 般 的 に 、 現地 法人 、 支店 、 駐 在 員 事務 所 等 が 含ま れる 
も の と 考え ます が 、 い ずれ に せよ 、 各 海外 拠点 等 の 業務 内 容 を 勘案 し た リス ク 等 
に 応じ て 、 個 別 具体 的 に 判断 する 必要 が あり ます 。 例え ば 、 現地 当局 の 許認可 を 
受け て 業務 を 行う 現地 法人 や 支店 と 、 業 務 は 行わ ず 情 報 収 集 を 目的 と する 駐在 
員 事務 所 で は 、 業 務 内 容 を 勘案 し た リス ク は 異な る も の と 考え ます 。 


| 外国 金融 グル ー プ の 外国 本 店 を 中 心 に 既に 相応 の 対応 が 実施 され た 上 で 、 在 日 | 
| 拠点 の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 管理 態勢 に つなげ られ て いる 場合 は 、 グ ル | 
| 一 プー 体 と な っ た 管理 態勢 を 有効 に 活用 し つつ 、 在 日 拠点 に お いて これ ら の 対 | 
| 応 を 実施 する こと で 良い で し ょ うか 。 | 

本 ガイ ドラ イン の 趣旨 に 沿っ た 適切 な 対応 が 実施 され て いる 場合 に は 、 そ の 
よう な 理解 で 差し 支え あり ませ ん 。 
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【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 
グル ー プ と し て 一 貫 し た マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 


等 を 策定 し 、 業 務 分 野 や 営業 地域 等 を 踏ま そえ な が ら 、 顧 客 の 受入 れ に 関す る 方 
針 、 顧客 管理 、 記録 保存 等 の 具体 的 な 手法 等 に つい て 、 グル ー プ 全体 で 整合 的 な 
形 で 、 こ れ を 実施 する こと 








RE REE EE GER EC RS EE AC SEER ECE ERE RGR RESECTION KDE RE RE ES 1 


| 「 グ ルー プ 全 体 で 整合 的 な 形 で 、 こ れ を 実施 する こと 」 と あり ます が 、 具体 的 に | 
| どの よう な 点 に 留意 する こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 
金融 機関 等 が グル ー プ を 形成 し て いる 場合 に は 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 
に 係る 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 を 策定 し 、 グ ルー プ が 1 つの 企業 と し て 対応 し て いる 
も の と 考え 、 グル ー プ 全体 で 整合 的 な 形 で 対応 する こと を 求め て いま す 。 し た が 
っ て 、 グル ー プ 内 企業 に お いて は 、 グル ー プ で 共通 し た 対応 及び 個 社 対応 等 に 整 
理 し 、 グ ルー プ 内 で の 対応 に 整合 性 を 取り 、 グ ルー プ 管 理 に 係る 責任 部 署 に よっ 
て 承認 され る 必要 が ある と 考え ます 。 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】② 
グル ー プ 全体 と し て の リス ク 評 価 (1) や 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 実 


効 性 確保 等 の た め に 必要 な グル ー プ 内 で の 情報 共有 態勢 (Q1) (Q2) を 整備 する 





| 「 グ ルー プ 全 体 と し て の リス ク 評 価 」 や 「 グ ルー プ 内 で の 情報 共有 態勢 」 に つい | 
| て 、 具 体 的 に どの よう な 態勢 が 想定 され て いる の で し ょ うか 。 | 

「 グ ルー プ 全 体 と し て の リス ク 評 価 」 は 、 現 在 形成 し て いる グル ー プ の ほか 、 
例え ば 、 国 内 外 の 事業 を 買収 する こと な ど に より 、 新 た に グル ー プ を 形成 する 場 
合 に お いて も 、 事前 に 買収 先 の マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 分 析 ・ 検 証する 
こと が 必要 で ある と 考え られ ます 。 

また 、「 グ ルー プ 内 で の 情報 共有 態勢 」 は 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 実 
効 性 確保 等 の た め に 必要 と な る 、 グ ルー プ 内 に お ける 情報 共有 態勢 の こと を 意 
味 し て お り 、 同 態勢 に つい て は 、 例え ば 、 進出 先 国 の 情報 管理 に 関す る 法令 等 に 
留意 し つつ 、 グ ルー プ 内 で 共有 され る 情報 の 利用 、 管 理 等 を 含む も の を 想定 し て 
いま す 。 


国内 の グル ー プ 会 社 間 の 顧客 情報 ・ 取 引 情報 の 情報 共有 態勢 の 整備 に 当たり 、 個 
| 人 情報 保護 法 や 金融 商品 取引 法 等 我が国 の 法制 上 、 ど こま で の 情報 の 共有 が 可 | 
| 能 で し ょ うか 。 | 

(個人 情報 保護 法 と の 関係 ) 

個人 情報 保護 法 第 23 条 第 1 項 で は 、 個 人 デー タ の 第 三 者 提供 に は 、 原 則 と し 
て 本 人 の 同意 が 必要 と 規定 され て いま す 。 た だ し 、 例外 と し て 「 人 の 生命 、 身体 
又は 財産 の 保護 の た め に 必要 が ある 場合 で あっ て 、 本 人 の 同意 を 得る こと が 困 
難 で ある と き 」 に 該当 する 場合 に は 、 あ ら か じ め 本 人 の 同意 を 得る こと な く 個 人 
デー タ を 第 三 者 に 提供 する こと が で きる と され て いま す 。 

上 記 例 外 的 な 場合 に 該当 する か 否 か は 、 個 別 具体 的 な 事例 に 即 し て 総合 的 な 
利益 衡 量 に より 判断 され る と ころ 、「 個 人 情報 の 保護 に 関す る 法律 に つい て の ガ 
イド ライ ン (通則 編 )」3ー1 一 5 (2) で は 、 こ れ に 該当 し 得る 例示 と し て 、 
「 暴 力 団 等 の 反 社 会 的 勢力 情報 、 振 り 込 め 詐欺 に 利用 され た 口座 に 関す る 情報 、 
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意図 的 に 業務 妨害 を 行う 者 の 情報 」 が 挙げ られ て いま す 。 犯 収 法 に 基づく 疑わ し 
い 取 引 の 届出 に 係る 顧客 情報 ・ 取 引 情 報 が これ ら の 情報 に 該当 する 場合 に は 、 当 
該 顧 客 情報 ・ 取 引 情 報 も 上 記 例 外 的 な 場合 に 該当 し 得る も の と 考え ます が 、 例 外 
の 要件 に 該当 する か 否 か は 個別 具体 的 な 事情 に 照ら し て 判断 し て いた だ く 必 要 
が あり ます 。 

な お 、 上 記 例外 的 な 場合 に 該当 し な い 個 人 デー タ に つい て は 、 本 人 の 同意 に 基 
づく 提供 又は 共同 利用 ( 同 法 第 23 条 第 5 項 第 3 号 ) に よる こと が 考え られ ます 。 


(金融 商品 取引 法 と の 関係 ) 

金融 商品 取引 法 上 、 金 融 商 品 取引 業者 等 が グル ー プ 内 に お いて 顧客 等 に 関す 
る 非 公開 情報 を 授受 する こと は 原則 と し て 制限 され て いま す が 、 本 ガイ ドラ イ 
ン の 【 対 応 が 求め られ る 事項 】 で ある 「 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 の 実効 性 確 
保 等 の た め に 必要 な グル ー プ 内 で の 情報 共有 態勢 を 整備 する こと 」 は 、 法 令 遵 守 
の た め に 必要 な も の で あり 、 こ うし た 制限 の 適用 除外 規定 (金融 商品 取引 業 等 に 
関す る 内 閣府 令 第 153 条 第 3 項 第 1 号 等 ) に 該当 する も の と 考え られ ます 。 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】③ 
海外 拠点 等 を 有する 金融 機関 等 グル ー プ に お いて は 、 各 海外 拠点 等 に 適用 さ 


れる マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 法規 制 等 を 遵守 する ほか 、 各 海外 拠点 
等 に 内 在 す る リス ク の 特定 ・ 評 価 を 行い 、 可視 化し た 上 で 、 リ スク に 見 合う 人 員 
配置 を 行う な どの 方 法 に より 適切 な グル ー プ 全体 で の 低減 措置 を 講ず る こと 








ORES EAA ARGC EECEEERCHE HEE RCE ESTE SER SE BSGEEGGNEG CTR (EEE ER RE EEC EEE CE EEE EEE SE GERRI RHE EP rr EE EE 


| 「 海 外 拠点 等 を 有する 金融 機関 等 グレ ルー プ に お いて は 、 各 海外 拠点 等 に 適用 さ | 
| れる マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 法規 制 等 を 遵守 する ほか 、 各 海外 拠点 等 | 
| に 内 在 す る リス ク の 特定 ・ 評 価 を 行い 、 可視 化し た 上 で 、 リ スク に 見 合う 人 上 員 配 | 
| 置 を 行う な どの 方 法 に より 適切 な グル ー プ 全体 で の 低減 措置 を 講ず る こと 」 と | 
| あり ます が 、 具 体 的 に どの よう な 点 に 留意 する こと が 求め られ て いる の で し ょ | 


海外 拠点 等 を 有する 金融 機関 等 グル ー プ に お いて は 、 各 海外 拠点 等 に 適用 さ 
れる マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 係る 法規 制 等 を 踏ま え 、 グ ルー プ 内 で 整合 的 
な リス ク の 特定 ・ 評 価 を 実施 し 、 各 海外 拠点 の リス ク の 所 在 等 を 明らか に し た 上 、 
当該 評価 結果 を 基 に 、 個 別 具体 的 な リス ク 低減 措置 を 講ず る こと が 求め られ て 
いま す 。 

その た め 、 海 外 拠点 等 を 有する 金融 機関 等 グル ー プ は 、 各 海外 拠点 等 に 適用 さ 
れる 法規 制 等 と 整合 する よう に 、 マ ネロ ン ・ テ ロロ 資金 供与 対策 を 講ず る 必要 が あ 
る と 考え られ ます 。 例え ば 、 本 店 や グル ー プ 本 社 に お いて は 、 海外 拠点 等 に お い 
て 現地 監督 当局 か ら マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 管理 態勢 に 関す る 検査 、 行 政 処分 な 
ど を 受け た 場合 に は 、 適 時 適切 に 報告 を 受け 、 指摘 事項 や 処分 へ の 対応 等 の 適切 
な 対応 を 行う こと が 考え られ ます 。 
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邊 一 4 グル ー プ ベー ス の 管理 態勢 


【 対 応 が 求め られ る 事項 】④ 

海外 拠点 等 を 有する 金融 機関 等 グル ー プ に お いて は 、 各 海外 拠点 等 に 適用 さ 
れる 情報 保護 法制 や 外国 当局 の スタ ンス 等 を 理解 し た 上 で 、 グ ルー プ 全 体 と し 

整合 的 な 形 で マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 を 適時 ・ 適 切 に 実施 する た め 、 異常 


取引 に 係る 顧客 情報 ・ 取 引 情報 及び その 分 析 結 果 や 疑わ し い 取 引 の 届出 状況 等 
を 含む 、 必 要 な 情報 の 共有 や 統合 的 な 管理 等 を 円 滑 に 行う こと が で きる 態勢 ( 必 
要 な IT シス テム の 構築 ・ 更 新 を 含む 。) を 構築 する こと (海外 業務 展開 の 戦略 
策定 に 際 し て は 、 こ うし た 態勢 整備 の 必要 性 を 踏ま えた も の と する こと 。) 





「 情 報 保護 法制 や 外国 当局 の スタ ンス 等 を 理解 し た 上 で 」、「 異 常 取引 に 係る 願 | 
| 客 情報 ・ 取 引 情報 及び その 分 析 結 果 や 疑わ し い 取 引 の 届出 状況 等 を 含む 、 必 要 な | 
| 情報 の 共有 や 統合 的 な 管理 等 を 円 滑 に 行う こと が で きる 態勢 (必要 な IT シス テ | 
NR 更新 を 含む 。) を 構築 する こと 」 と あり ます が 、 具 体 的 に どの よう な | 
| 点 に 留意 する こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 

海外 拠点 等 を 有する 金融 機関 等 グル ー プ は 、 各 海外 拠点 等 に 適用 され る 情報 

保護 法制 や 外国 当局 の スタ ンス 等 を 理解 し た 上 で 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 

を 講ず る こと が 求め られ ます 。 特に 、 異 常 取引 や 不正 取引 に 係る 情報 に つい て も 、 

関係 する 全て の 国 ・ 地 域 に お ける 情報 保護 法制 等 、 当該 国 ・ 地 域 に お ける 関係 当 
局 の 運用 等 を 理解 し た 上 で 、 グ ルー プー 体 管理 に 適する 情報 や 当該 国 ・ 地 域 の み 
で 対応 する 情報 等 を 適切 に 区 分 し 、 必 要 な 情報 の 共有 や 統合 的 な 管理 等 を 円 滑 
に 行う こと が で きる 態勢 を 構築 する こと が 求め られ ます 。 
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【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑤ 

海外 拠点 等 を 有する 金融 機関 等 グル ー プ に お いて 、 各 海外 拠点 等 の 属す る 国 ・ 
地域 の 法規 制 等 が 、 我が国 より も 厳格 で な い 場 合 に は 、 当該 海外 拠点 等 も 含め 、 
我が国 金融 機関 等 グル ー プ 全体 の 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 を 整合 的 な 形 で 適用 ・ 実 施 


し 、 これ が 当該 国 ・ 地 域 の 法令 等 に より 許容 され な い 場 合 に は 、 我が国 の 当局 に 
情報 提供 を 行う こと ( 注 ) 

( 注 ) 当該 国 ・ 地 域 の 法規 制 等 が 我が国 より も 厳格 で ある 場合 に 、 当該 海外 拠点 
等 が 当該 国 ・ 地 域 の 法規 制 等 を 遵守 する こと は 、 も と より 当然 で ある 。 





| 「 海 外 拠点 等 を 有する 金融 機関 等 グル ー プ に お いて 、 各 海外 拠点 等 の 属す る 国 ・| 
| 地域 の 法規 制 等 が 、 我 が 国 よ り も 厳格 で な い 場 合 に は 、 当 該 海 外 拠点 等 も 含め 、 | 
| 我が国 金融 機関 等 グル ー ブ 全 体 の 方 針 ・ 手 続 ・ 計 画 等 を 整合 的 な 形 で 適用 ・ 実 施 | 
| し 、 こ れ が 当該 国 ・ 地 域 の 法令 等 に より 許容 され な い 場 合 に は 、 我が国 の 当局 に | 
| 情報 提供 を 行う こと 」 と あり ます が 、 具 体 的 に どの よう な 点 に 留意 する こと が 求 | 
| め ら れ て いる の で し ょ うか 。 | 

海外 拠点 等 を 有する 金融 機関 等 グル ー プ に お いて 、 各 海外 拠点 等 の 属す る 国 ・ 
地域 の 法規 制 等 が 我が国 より も 厳格 で な く 、 か つ 、 我 が 国 が 求め る 水準 の マネ ロ 
ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 を 講ず る こと が 当該 国 ・ 地 域 の 法令 等 に より 許容 され な い 
場合 に は 、 速 や か に 我が国 の 当局 に 情報 提供 する こと を 求め て いま す 。 
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【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑥ 
外国 金融 グル ー プ の 在 日 拠点 に お いて は 、 グ ルー プ 全 体 と し て の マネ ロン ・ 


テロ 資金 供与 リス ク 管 理 態勢 及び コル レス 先 を 含む 我が国 金融 機関 等 と の 取引 
状況 に つい て 、 当 局 等 を 含む ステ ー ク ホル ダー に 説明 責任 を 果たす こと 








| 「 外 国 金 融 グ ルー プ の 在 日 拠点 に お いて は 、 グ ルー プ 全 体 と し て の マネ ロン ・ テ | 
| 口 資金 供与 リス ク 管理 態勢 及び コル レス 先 を 含む 我が国 金融 機関 等 と の 取引 状 | 
| 況 に つい て 、 当局 等 を 含む ステ ー ク ホル ダー に 説明 責任 を 果たす こと 」 と あり ま | 
| す が 、 具 体 的 に どの よう な 点 に 留意 する こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 

外国 金融 グル ー プ の 在 日 拠点 に 対し て 、 グ ルー プ 全 体 と し て の マネ ロン ・ テ ロ 
資金 供与 リス ク 管 理 態勢 及び コル レス 先 を 含む 我が国 金融 機関 等 と の 取引 状況 
に つい て 、 説 明 を 求め られ た 場合 等 に は 、 当局 等 に 対す る 説明 責任 を 果たす こと 
が 求め られ て いま す 。 し た が っ て 、 当 局 等 の 求め に 対し て 説明 で き な い 場合 に は 、 
相応 の 行政 対応 が な され る 可能 性 が ある と 考え られ ます 。 
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ル 一 5 職員 の 確保 、 育 成 等 

( 柱 書 ) 

マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク 管 理 態勢 の 実効 性 は 、 各 営業 店 を 含む 様々 な 部 
門 の 職員 が その 役割 に 応じ た 専門 性 ・ 適 合 性 等 を 有 し 、 経営 陣 が 定め た 方 針 ・ 手 
続 ・ 計 画 等 を 的 確 に 実行 する こと で 確保 され る も の で ある 。 

金融 機関 等 に お いて は 、 こ うし た 専門 性 ・ 適 合 性 等 を 有する 職員 を 必要 な 役割 


に 応じ 確保 ・ 育 成 し な が ら 、 適切 か つ 継 続 的 な 研修 (Q1) 等 (関係 する 資格 (Q2) 
取得 を 含む 。) を 行う こと に より 、 組 織 全体 と し て 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対 
策 に 係る 理解 を 深め 、 専門 性 ・ 適 合 性 等 を 維持 ・ 向 上 させ て いく こと が 求め られ 





{CCT RSL SEE SRCL RE EE TNE ET TE CRL ECE IEIE RE CE TRE RE CHAE CE EE ECS CRO RE EERET CE EERE EET CEE GENS SSER RECESSG EET I ETC CP ) 


| 「 研 修 」 に は 、 通 信 講 座 や e-learning 等 の 方 法 に よる 研 鎖 を 含む と いう こと で | 
| 良い で し ょ うか 。 | 


えま 


「 関 係 する 資格 」 と は どの よう な も の を 想定 し て いる の で し ょ うか 。 外部 団体 が | 
| 付与 する 資格 に 限定 され ず 、 社 内 で 実施 する 試験 に 関す る 社内 資格 も 含ま れる | 
Ld 

ek と は 、 一 般 的 に は 、 外部 団体 や 業界 団体 が 付与 する 資格 の ほ 
、 社 内 で 取得 が 値 涯 され て いる 社内 資格 等 も 含ま れ 得 る も の と 考え ます 。 
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ルー5 職員 の 確保 、 育 成 等 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】① 
マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 関わ る 職員 に つい て 、 そ の 役割 に 応じ て 、 必要 


と され る 知識 、 専門 性 の ほか 、 研修 等 を 経た 上 で 取引 時 確認 等 の 措置 を 的 確 に 行 
うこ と が で きる 適合 性 等 に つい て 、 継 続 的 に 確認 する こと 








| 「 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 関わ る 職員 」 と は 、 部 門 等 の 内 部 管理 責任 者 等 | 
| を 想定 し て いる の で し ょ うか 。 そ れ と も 営業 担当 職員 まで 含ま れる の で し ょ う | 
| か 。 また 、 適 合 性 等 に 係る 継続 的 な 確認 と は 、 具体 的 に どの よう な 方 法 を 想定 し | 
| て いる の で し ょ うか 。 | 
「 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 関わ る 職員 」 と は 、 営業 担当 職員 も 含む マネ 
ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 に 関わ る 幅広 い 職員 を 想定 し て いま す が 、 本 ガイ ドラ イ 
ン に も 記載 の と お り 、 職 員 の 知識 、 専門 性 、 適 合 性 等 に つい て の 確認 は 、 当該 隊 
員 の 役割 に 応じ て 、 必 要 と され る も の を 有する か な ど を 確認 する も の と 考え て 
いま す 。 
な お 、 確認 の 方 法 に つい て は 、 例え ば 、 研修 の 受講 状況 や その 理解 度 、 上 司 に 
よる 面談 等 を 通じ て 確認 する こと が 考え られ ます が 、 個 別 具体 的 に は 、 担 当 業 務 
の 内 容 や 各 金 融 機関 等 の 特性 等 に 応じ て 、 判 断 さ れる こと に な り ま す 。 
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ル 一 5 職員 の 確保 、 育 成 等 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】② 
取引 時 確認 等 を 含む 顧客 管理 の 具体 的 方 法 に つい て 、 職 員 が 、 そ の 役割 に 応 


を 図る ほか 、 適 切 か つ 継 続 的 な 研修 等 を 行う こ 








| 「 取 引 時 確認 等 を 含む 顧客 管理 の 具体 的 方 法 に つい て 、 職 員 が 、 そ の 役割 に 応じ | 
| て 的 確 に 理解 する こと が で きる よう 、 分 か りや すい 資料 等 を 用 いて 周知 徹底 を | 
| 図る ほか 、 適 切 か つ 継 続 的 な 研修 等 を 行う こと 」 と あり ます が 、 具体 的 に どの よ | 
| うな 点 に 留意 する こと が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 

研修 に つい て は 、 法令 等 の 知識 を 付与 する だ け で な く 、 そ の 職責 や 業務 内 容 に 
応じ て 必要 な 知識 、 見 識 を 付与 する も の と 考え られ ます 。 し た が っ て 、 職員 が そ 
の 役割 に 応じ て 必要 な 知識 等 を 獲得 し 、 業 務 の 流れ の 中 で 、 獲 得 し た 知識 を 活用 
する 場面 を 理解 させ る た め 、 職 員 の 理解 度 等 に 応じ て 、 継 続 的 に 研修 を 実施 し て 
いく 必要 が ある と 考え ます 。 
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ル 一 5 職員 の 確保 、 育 成 等 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】③ 
当該 研修 等 の 内 容 が 、 自 ら の 直面 する リス ク に 適合 し 、 必 要 に 応じ 最新 の 法 


規制 、 内外 の 当局 等 の 情報 を 踏ま を た も の で あり 、 また 、 職員 等 へ の 徹底 の 観点 
か ら 改 善 の 余地 が な いか 分 析 ・ 検 討 す る こと 








| 「 当 該 研修 等 の 内 容 が 、 自 ら の 直面 する リス ク に 適合 し 、 必 要 に 応じ 最新 の 法規 | 
| 制 、 内 外 の 当局 等 の 情報 を 踏ま えた も の で あり 、 また 、 職 員 等 へ の 徹底 の 観点 か | 
| ら 改善 の 余地 が な いか 分 析 ・ 検 討 する こと 」 と あり ます が 、 具体 的 に どの よう な | 
| 対応 が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 
研修 等 に つい て は 、 実 施す る こと や 職員 の 理解 度 を 図る こと も 重要 で す が 、 研 
修 内 容 自体 が 、 内 外 の 当局 等 の 考え 方 を 踏ま えて いる か 、 職 員 等 へ の 徹底 が 十分 
か と いっ た 観点 か ら 、 適 切 に 見 直し 、 改善 等 を 検討 する こと も 、 同 様 に 重要 で あ 
る と 考え ます 。 


ル 一 5 職員 の 確保 、 育 成 等 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】④ 
研修 等 の 効果 に つい て 、 研 修 等 内 容 の 遵守 状況 の 検証 や 職員 等 に 対す る フォ 


ロー アッ プ 等 の 方 法 に より 確認 し (Q1) 、 新 た に 生じ る リス ク 等 も 加味 し な が ら 、 
必要 に 応じ て 研修 等 の 受講 者 ・ 回 数 ・ 受 講 状況 ・ 内 容 等 を 見 直す (Q2) こと 








| 「 研 修 等 の 効果 に つい て 、 研 修 等 内 容 の 遵守 状況 の 検証 や 職員 等 に 対す る フォ | 
| ロー アッ プ 等 の 方 法 に より 確認 し 」 と あり ます が 、 具 体 的 に どの よう な 対応 が 求 | 
| め ら れ て いる の で し ょ うか 。 | 
研修 等 の 目的 は 、 実 効 的 な マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 を 実施 する こと で ある 
と 考え られ ます の で 、 研修 内 容 は 、 金 融 機関 が 直面 する リス ク を 低減 さす る よう 
な 実践 的 な も の と な っ て いる 必要 が ある と 考え ます 。 この 場合 、 研 修 等 を 受講 し 
た 職員 等 に お いて 、 獲 得 し た 知識 を 活用 し 、 業 務 上 求め られ る 役割 を 適切 に 果 た 
す 必 要 が ある こと か ら 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ 等 を 実施 し て 、 知識 の 定着 を 図り 、 想定 
され て いる 業務 上 の 効果 が ある か に つい て 、 職 員 の 働き ぶり 等 も 踏ま えて 確認 
し 、 改 善 の 余地 が な いか 検討 する こと が 求め られ ます 。 


eet UA NU I NR MU NUON RU NU UO RO UU UR UA LORI OIC A A EC UN Ot 


| 「 必 要 に 応じ て 研修 等 の 受講 者 ・ 回 数 ・ 受 講 状 況 ・ 内 容 等 を 見 直す 」 と あり ます | 
| が 、 具 体 的 に どの よう な 対応 が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 
NRA の 内 容 や 、FATF に お ける 勧告 、 解釈 ノー ト 、 セクター ご と の ガイ ダン ス 等 
が 改訂 され た り 、 金融 機関 等 が 直面 する リス ク に 変化 が 生じ た り し た 場合 に は 、 
必要 に 応じ て 、 従 来 の 研修 を アッ プ デ ー ト し た 上 で 、 既 受講 者 も 対象 と し た 検証 
を 実施 する こと が 求め られ る も の と 考え ます 。 
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ル 一 5 職員 の 確保 、 育 成 等 
【 対 応 が 求め られ る 事項 】⑤ 
全社 的 な 疑わ し い 取 引 の 届出 状況 や 、 管 理 部 門 に 寄せ られ る 質問 内 容 ・ 気 づ 


き 等 を 営業 部 門 に 還元 する ほか 、 営 業 部 門 内 に お いて も こう し た 情報 を 各 職員 
に 的 確 に 周知 する な ど 、 営 業 部 門 に お ける リス ク 認 識 を 深め る こと 








| 「 全 社 的 な 疑わ し い 取引 の 届出 状況 や 、 管 理 部 門 に 寄せ られ る 質問 内 容 ・ 気 づき | 
| 等 を 営業 部 門 に 還元 する ほか 、 営 業 部 門 内 に お いて も こう し た 情報 を 各 職員 に | 
| 的 確 に 周知 する な ど 、 営 業 部 門 に お ける リス ク 認 識 を 深め る こと 」 と あり ます | 
| が 、 具 体 的 に どの よう な 対応 が 求め られ て いる の で し ょ うか 。 | 
顧客 等 と 直接 対 財 す る 営業 部 門 に 対し て 、 金融 機 関 等 が 直面 する マネ ロン ・ テ 
ロ 資 金 供与 リス ク を 十分 認識 させ る こと は 、 実 効 的 な マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対 
策 上 重要 な 対応 と 考え られ ます 。 この 場合 、 様 々 な 情報 を 収集 し て いる 管理 部門 
に お いて 、 営 業 部 門 に 対し て 、 疑 わし い 取 引 の 届出 の 分 析 結 果 等 も 踏ま えた 自ら 
の 直面 する リス ク に 関す る 情報 や べ ス ト プ ラ クティ ス 等 を 開示 し つつ 、 金融 機 
関 等 が 直面 し て いる マネ ロン ・ テ ロ 資 金 供与 リス ク を 認識 させ る 必要 が あり 、 営 
業 部 門 に お いて も 、 提 供 さ れ た リス ク 情 報 等 を 自ら の 業務 に お いて 活用 し て 対 

応 す る こと が 重要 で ある と 考え ます 。 
以上 


